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人は常にすf しいものを欲求してゐるが、 これは *i!jj神の糧ごして淘に首然な

こごで、殊に建築家が新しし、建築に関心を有って、 これが研究消化に努むる

こごも亦極めて首然であって、それ放にその使命が完壁きる〉のである。

1929"' 1930 雨年度に亘りて欧米諸図で建築された多くの 事務所、銀行、官

街、 準校、公曾堂、園書館、数曾堂、住宅、工場等の中で尖端的な最新建築

を紹介 L たのが本書である 。大鵠に於て建築の最近潮流、傾向なりが本書に

撲って一目瞭然ＱＺＮるわけである。向撃のｾ生諸君、建築家及一般同好者諸氏

にごって絶好の参考書なりご信じます。
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細

川

日

本

建

築

協

曾

々

報

曽

合

住

宅

委

員

曾

第

ニ

分

割

判

寝

並

第

三

分

科

曾

時

七

月

二

十

日

午

後

五

時

三

十

分

|

同

八

時

三

十

分

EJr 

ラ

イ

オ

y

食

堂

第

二

分

科

出

席

者

薦

、

泊

井

、

中

村

、

丹

藤

詑

本

一

、

ふ

れ

闘

朱

象

年

表

を

脈

入

し

次

副

よ

り

調

査

要

項

を

列

記

の

上

研

究

す

る

と

と

を

申

合

す第

三

分

科

出

席

者

品

川

問

、

木

野

山

、

鈴

木

、

堵

山

、

山

問

題

事

一

、

第

一

、

一

一

、

三

携

の

住

宅

の

墓

所

設

備

原

案

に

付

協

議

決

定

す

一

、

九

月

よ

り

貨

物

住

宅

内

に

於

て

委

員

舎

を

開

催

す

る

事

と

し

仙

沼

山

委

員

之

が

交

渉

に

食

時

る

と

と

λ

す

洛

制

委

員

飽

曾

七

月

二

十

二

日

午
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八

時

|
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分

所

森

永

キ

ヤ

y

J

T
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ス
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l

ア

l

出

席
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委

員

長

1也

凶

第

一

分

科

第

二

分

科

第

三

分
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鳥

井
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池

回

(

唯

〉

、
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問

、

吉

田

石

川

、

佐

藤

(

松

〉

、

作

問

、

酒

井

久

保

田

記
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一

、

へ
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委

員
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関
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告

に

入
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に
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、
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、
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犯

念
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業

博
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舎
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械
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日
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七
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油
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、

八

月
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旬

か
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市
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産

業

博

覧

舎

が
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れ
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長

岡

市

、
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工

令
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所

で
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市

工

業

問
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工
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舎
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閉
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、
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本
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君
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、
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議

品

川
雄
却

の

飢

餓

が
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り
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で

我

邦

工

一

七

五

業

界

将

来
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方

針

を

暗

示

す

る

波

大

な

る

決

議

一

川

勝

源

兵

衛

討

を

行

ひ

、

引

縦

き

名

士

の

講

演

に

移

り

、
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午

一

大

津

幸

卒

君

閉

台
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一

七

日
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安

策

信

宏

谷

井

氏

方
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七
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全
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工
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家

大

曾

ソ 場 分

リ 、 柏 れ 第

ン 目 的 る ミヲー

工 本 裁E 。 日

場 石 は 合

、irb J:1R 工

f三 株 化 !  

波 式 参 r t  

川 合 91t t  

大 量t 立た の

河 の 株 工

津 高 式 場

分 町 合 税

7j( i出頭i 察

工 回 の は

Zj o; lJI. 比 二

等 ぴ 角 班

。ガ ヱ に

新

潟
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工

所

、
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工

場

日

本

石

油

株

式

合

従

沼

垂

製

油

断

、

北

格

製

紙

株

式

合

一祉

工

場

得

。

申

込

は

九

月

五

日

迄

に

、

東

京

市

丸

ノ

内

布

袋

館

一

献

凶

法

人

工

政

令

内

品

川

長

岡

市

内

郎

丸

町

長

附

高

昨

年

工

業

製

校

内

、

同

れ

も

大

合

事

務

所

に

申

込

ま

れ

た

い

。

合

費

は

大

合

経

費

A

M

ニ

閥

、

如
松
削

机

合

出

席

者

は

別

に

三

闘

を

申

込

と

同

時

に

扮

込

む

と

と

。

住

吉

川

幽

北

回

港

町

股

ケ

池

八

西

成

阿

南

海

抱

一

ノ

三

七

住

吉

区

附

和

町

東

四

丁

目

紳

戸

市

東

川
町
山

泊

二

ノ

一

O

、

氷

上

昌

三

京

大

阪

府

泉

市

郡

H

H

塚

町

宇

津

悶

六

五

、

大

林

組

問

張

所

内

森

西

事

太

郎
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市
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吉

川

川
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市

町

西
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二
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員
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方

在

住

〉

松

浦

松

之

助

君

東

京

市

芝

区

芝

口

一

丁

目

九

住

友

銀

行

新

橋

支

底

建

築

場

東

京

府

下

大

森

山

王

二

七

五

二

竹

谷

徳

治

郎

君

静

附

市

ぽ

匠

町

二

ノ

四

登

山

義

政

宏

東

京

市

外

目

黒

町

大

字

中

目

笠

間

一

一

一

一

一

一

山

本

勝

君

松

山

市

一
一
一
帯

町

二

ハ

日

本

銀

行

松

山

支

町

新

築

工

事

場

清

水

組

作

業

所

山

崎

源

訟

指

双

山
H

一
小

府

荏

原

抑

制

柿

袋

町

大

字

A

袋

二

三

七

二

普

油

賛

助

員

間

関

繁

太

郎

索

榊

戸

市

巾

山

手

渇

二

丁

目

へ

八

ノ

二一

一碕

悶

工

業

所

(

沼

野

合

士

二

四

)

坂

本

敏

克

君

東

京

市

外

主

子

町

豊

島

七

二

折

田

義

蛾

君

紳

戸

市

八

幡

字

深

田

一

四

内

消

寅

士
M

対

浪

速

磁

一

感

美

須

町

二

丁

目
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懸

賞

募

集

小

住

宅

殴

計

圃

案

審

査

権

評

間 同 向 同

日

本

建

築

協

合

々

長

工

準

博

し

て

悶

則

合

長

同

制

合

長

岡

住

宅

委

員

曾

委

員

長

京

都

帝

商

大

町

学

教

間

以

工

即

時

干

憎

+

~

生

活

改

蒋

健

康

住

宅

展

覧

合

間

合

長

審

査

員

同

古 片

衣 二 郎 幹 1司 安

加 議 葛 口

藤 井 野 守ニ

高 岡

111: IJ I  

i原 厚

今

凶

の

鈴

蘭

翠

住

宅

設

計

の

昨応

募

闘

案

は

一

円

九

十

泡

の

多

告

に

淫

せ

し

も

要

求

し

た

る

佳

作

に

乏

し

か

り

し

務

を

遺

憾

と

す

、

H

M

ハ

の

内

よ

り

一
一

-

十

泌

を

選

出

し

更

に

左

一の

等

級

を

選

定

し

た

の

で

あ

る

感

募

作

品

に

就

い

て

概

括

的

に

評

す

れ

ば

一

、

現

代

の

住

宅

と

し

て

奇

人

の

要

求

に

組

合

し

た

例

案

を

作

ざ

り

し

事

二

、

間

取

、

外

糊

共

矧

制

後

化

多

く

簡

明

の

作

少

か

り

し

お

伊

川

附

一

位

ザ

間

取

は

簡

明

に

良

〈

織

り

方

佼

も

考

似

し

宗

一

名

を

限

定

せ

ず

住

む

人

々

の

白

血

に

任

L

で

あ

る

鮎

は

而

白

い

と

岡

山

ふ

例

外

淑

も

共

に

山

野

的

ぷ

分

見

え

て

無

磁

で

あ

る

第

二

等

間

取

は

簡

素

で

は

あ

る

が

其

形

欣

が

感

心

せ

な

い

自

然

無

叫

な

所

が

将

ば

れ

て

居

る

方

位

を

念

孤

に

置

い

て

今

少

し

研

究

を

裂

す

、

外

制

附

は

平

凡

で

あ

る

選

外

佳

作

佳

作

の

も

の

を

総

括

し

て

縦

許

す

れ

ば

外

慢

の

加

山

甚

し

く

叉

大

邸

宅

を

創

案

す

る

気

分

で

祭

鍛

を

多

く

設

け

て

あ

る

が

質

際

に

使

用

す

る

似

合

に

は

不

便

で

S

る

、

M

汁

刷

酬

は

間

取

に

従

て

頗

る

傾

鮮

品開

裕

な

き

を

泣

憾

と

す

懸

賞

募

集

香

里

閣

改

善

住

宅

設

計

図

案

審

査

機

許

査

員

日

本

建

築

協

合

品

目

長

工

同
学

博

士

同

則

合

長

同

則

合

長

同

住

宅

妥

員

合

委

員

長

京

都

南

市

園

大

事

教

授

工

由

学

博

士

問 答同同同

古 J十

問

{

子

岡

高

一

野

批

一

井

厚

二 郎 幹 貨 安

日藤 英

今

回

の

香

里

闘

改

善

住

宅

設

計

の

際

募

闘

案

は

非

常

に

多

訟

で

中

に

は

令

〈

素

人

で

あ

る

人

の

圃

案

も

あ

っ

た

事

は

今

回

の

他

が

如

川

に

一

般

の

注

目

を

引

ひ

た

事

が

多

か

っ

た

か

を

考

へ

て

審

査

に

大

な

る

興

味

を

鐙

へ

た

惑

で

あ

る

、

出

燃

募

数

は

令

部

で

二

百

二

十

五

泊

で

あ

っ

た

是

を

第

一

次

に

冗

十

沼

を

選

出

し

更

に

共

内

か

ら

下

関

の

等

級

を

選

定

し

た

の

で

あ

る

。

今

川

の

感

募

作

品

に

就

い

て

統

括

的

に

一

吉

へ

は

一

、

現

代

の

要

求

に

切

貨

に

迎

合

せ

る

創

案

を

符

ざ

り

し

事

二

、

金

位

に

平

家

に

傑

向

せ

る

も

の

多

く

二

階

家

の

佳

作

が

乏

し

か

H

し

事

一
一

一

、

間

取

並

外

線

共

品

開

り

に

煩

雑

緩

化

を

、

玉

と

し

た

る

も

の

多

〈

簡

素

、

明

快

の

作

少

な

か

り

し

事

-

問

、

従

来

の

懸

賞

滋

選

刻

に

拘

泥

し

た

る

も

の

多

か

り

し

率

第

一

等

年

商

に

付

て

は

各

宮

市

の

配

置

決

保

光

油

風

の

関

係

は

頗

る

巧

妙

な

り

強

て

依

鮎

を

奉

く

れ

ば

体

収

集

の

東

側

に

押

入

を

と

り

主

要

な

る

採

光

を

防

戸

、

る

は

泣

憾

で

あ

る

共

他

女

中

主

の

押

入

及

問

実

入

口

玄

側

北

側

の

品

村

子

窓

等

は

更

に

考

慮

の

品跡

地

あ

り

と

認

む

此

都

内

小

住

宅

に

あ

り

て

浴

械

に

給

湯

ボ

イ

ラ

ー

の

設

備

は

不

適

訴

な

り

寧

ろ

裕

糟

を

蓋

所

側

に

寄

せ

ボ

イ

ラ

ー

由

来

の

個

所

よ

り

直

接

に

焚

く

方

よ

か

ら

ん

狛

洗

面

所

と

浴

槽

宗

一

と

の

聞

に

採

光

慾

を

設

け

洗

面

所

に

間

接

採

光

を

市

立

す

べ

し

川
什

制

慨

は

平

凡

な

る

も

無

雛

な

り

第

二

時

寸

断

附

一

席

血

行

aF

を

個

々

に

考

へ

た

る

場

合

に

は

共

機

能

は

充

分

な

る

も

相

互

間

の

連

絡

に

研

究

の

品

開

地

あ

り

と

刊

山

む

玄

刷

間

二

帖

は

梢

採

光

不

充

分

猶

同

信

は

察

ろ

板

張

を

可

と

す

各

信

入

口

は

A

T

問

片

引

の

多

き

は

日

本

富

山
と

し

て

不

愉

快

な

り

叉

炊

事

情

輔

を

西

向

に

と

れ

る

じ

飲

黙

な

り

品

川

淑

に

闘

し

て

は

屋

根

の

形

を

故

窓

に

復

維

に

せ

る

感

あ

り

第

二

学

第

二

席

限

枠

持

附

集

中

二

階

建

の

代

表

的

の

も

の

な

リ

各

宗

の

連

絡

内

容

共

よ

く

考

慮

せ

ら

れ

配

置

附

句

。

ト

4
m

l
」

建

物

令

般

と

し

て

西

側

よ

り

の

油

風

は

粉

不

充

分

な

り

と

田

山

・
ぺ

浴

山

廷

は

此

程

度

の

小

住

宅

と

し

て

而

絞

過

大

な

り

叉

洗

而

所

の

採

光

ぷ

裕

焦

と

の

関

係

、

配

置

は

更

に

研

究

を

市

町

す

外

制

似

は

形

と

し

て

申

し

分

な

し

、

殿

般

の

石

紛

一

ス

レ

ー

ト

」

を

日

本

一

ん

に

俊
一

見

す

れ

ば

夏

に

よ

か

ら

ん

、

壁

面

の

凹

凸

耐

不

自

然

の

淑

あ

り

第

二

一

等

第

一

席

平

田

M

灯

淑

北

ハ

頗

る

簡

素

に

し

て

可

な

る

も

u
ハ

外

相

制

に

於

て

左

右

均

勢

な

ら

し

む

る

に

意

を

法

ぎ

過

ぎ

窓

入

口

に

無

理

あ

る

を

飲

貼

と

す

第

三

等

第

二

席

平

田

は

自

由

に

し

て

よ

く

緩

ま

れ

り

、

官

際

上

よ

P

見

て

昼

敷

の

家

の

少

き

は

飲

鮎

と

す

外

制

酬

は

新

味

を

充

分

減

揮

せ

ら

れ

た

る

は

之

れ

を

多

と

す

る

も

之

に

摘

は

れ

街

集

の

過

ぎ

た

る

を

鉄

貼

と

す

第

三

等

第

三

席

箆

の

配

置

は

充

分

よ

く

研

究

せ

ら

れ

た

る

も

儀

り

に

復

雑

に

失

し

殊

に

外

壁

の

周

凶

甚

だ

し

く

大

邸

宅

の

綿

闘

の

淑

あ

り

外

観

又

之

に

感

じ

尾

根

の

形

燃

頗

る

煩

雑

徐

裕

な

き

を

憾

む
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ヲた目

紳香前申請Iド

戸 里 戸 戸

鈴 闘 鈴 鈴

蘭 改 蘭 蘭

台 善 台 台

及 住 住 及

香 宅 宅 香

里 設 設 里

住 計 計 住

宅 懸 懸 宅

設 賞 賞 設

計 園 園 計

園 案 案 懸

案 賞

審 嘗

査 選

概 者

評 瑳

: 表

天 六 ニ ー

巻

頭

捕

茜

・

ム

ね

の

あ

る

都

合

同

風

景•••. 

，

 

.•..
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•
••
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・
・
・
・
(
一
九
)

床

及

棚

十

種

:

:

:

j

j

e

-

-

;

:

:

・
:

:

:

-

j

i

-

-

:

:

・
:

j

i

-

-

:

:

j

i

-

-

:

j

i

-

-

藤

井

厚

二

:

・

(

ニ

ニ

住

宅

の

間

取

ざ

構

成

に

つ

い

て

:

:

:

:

・

j

i

-

-

:

:

:

:

:

j

i

-

-

:

:

・
:

j

i

-

-

:

:

川

喜

田

H

ア

レ

キ

サ

シ

ダ

ー

ク

ラ

イ

ン

氏

の

所

謂

「

平

面

園

の

要

素

」

に

閲

す

る

一

考

察

H

要

の

一

知

:

:

・

:

;

:

:

:

:

:

・

:

:

:

j

i

-

-

:

:

:

・
:

j

i

-

-

-

j

i

-

-

:

:

j

i

-

-

:

:

笹

川

神

戸

地

方

じ

於

け

る

風

向

の

時

別

議

化

・

・

:

・

・

:

・

:

・

j

i

-

-

:

:

:

・
:

:

:

j

i

-

-

:

:

南

煉

七

郎

:

・

(

ニ

五

)

慎

一

(

三

口

)

信

・

:

(

一

一
一

一

)

住

宅

の

間

取

に

就

い

て

:

・

:

j

i

-

-

-

:

:

:

:

:

j

i

-

-

j

i

-

-

・
:

:

:

j

i

-

-

:

:

:

:

柴

谷

邦

子

:

・

(

三

一

三

室

内

装

飾

に

就

い

て

:

:

:

:

:

:

:

;

j

i

-

-

・

:

:

:

:

:

j

i

-

-

-

j

i

-

-

:

j

i

-

-

-

梶

原

緋

佐

子

・

:

(

=

一

七

)

牽

所

改

善

資

料

ざ

し

て

の

調

査

・

:

:

:

・

:

・

;

・

:

:

j

i

-

-

:

:

:

:

j

i

-

-

:

(

鷲
~
角

組

み

合

せ

式

墓

所

:

・

・

:

:

:

:

・

:

j

i

-

-

:

:

:

:

;

j

i

-

-

:

:

・

j

i

-

-

:

・

:

:

;

:

ぃ

岡

華

所

鞍

積

:

:

・

:

:

:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
松

井

儀 孝 帯 情

八男子子

医司匹喜 三三

. : f t . . 五. 入

本 田

我

が

農

耕

的

小

住

宅

;

:

:

:

-

J

J

・
-

:

j

i

-

-

:

・
:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

-

J

J

・

-

:

・

堀

田

猷

次

郎

・

:

(

吾

一

)

小

住

宅

五

種

-

-

-

-

-

-

e

・
・
・
・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

佃

十

俊

:

・

(

美

)

住

宅

寓

異

集

・

j

i

-
-

-

j

i

-

-

:

:

:

:

-

j

i

-

-

:

:

;

:

:

;

;

:

-

j

i

-

-

:

:

:

:

:

:

:

・

:

:

:

:

j

i

-

-

・

(

毛

)

都

市

建

築

音

響

(  12) 

中佐

野 藤

Jit  

験

一

六

入

)

吉

鮮

山

正

停

寺

・
:

(

上

)

:

:

;

:

:

j

i

-

-

:

-

J

J

・
-

-

:

:

j

i

-

-

:

:

j

i

-

-

:

・

:

:

:

天

一

(

特

附

一

)

園

際

新

建

築

集

・

:

:

:

:

:

:

:

:

・

j

i

-

-

:

:

:

:

:

:

:

j

i

-

-

:

:

-

j

i

-

-

:

:

:

:

j

e
-

-

:

:

・
j

i

--

・
:

(

附

四

五

)

沼

よ舟

Ex 
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住

宅

の

間

取

v ?  

( . _  

構

成

1JL 

つ

い

て

ー

ー

ー

ア

レ

キ

サ

ン

ダ

1

・

ク

-

フ

イ

ン

氏

の

所

謂

『

.

卒

而

凶

の

要

素

』

に

闘

す

る

一

考

察

ー

ー

ー

住

宅

の

間

取

に

つ

い

て

は

嘗

て

、

ァ

・

ク

ラ

イ

ン

氏

の

研

究

か

ら

出

張

し

ま

し

た

。

そ

の

糾

接

的

な

解

折

の

方

法

を

一

，

岡

際

建

築

」

「

建

築

世

界

」

「

建

築

諮

報

」

な

ど

へ

書

い

た

事

が

あ

り

す

が

.

そ

の

後

、

少

し

づ

L

と

れ

に

批

判

を

加

へ

、

か

な

め

ま同

き

か

へ

た

い

と

と

ろ

も

出

来

ま

し

た

の

で

、

と

と

で

再

び

と

の

問

題

を

と

り

あ

げ

て

見

ま

す

。

向

、

と

と

に

あ

げ

た

ア

・

ク

ラ

イ

ン

氏

の

間

取

の

質

例

は

R

-

F

・

G

(
如

何

H

l

n

Z
凶

明

o

m刀

n

z

c

z
c
ω

の

開

ω
開

t

F

F

ω

の

出

〉

司

、

吋

、

諮

帯

の

第

一

編

「

卒

面

構

成

と

住

宅

経

営

』

か

ら

と

っ

た

も

の

で

、

此

編

に

は

向

口

開

烈

ド

H

叶

N

閉
口

教

授

.

〈

-

m
叶

烈

〉

Z

叶

N

夫

人

の

「

間

取

」

に

闘

す

る

科

皐

的

研

究

の

貴

重

注

文

献

が

の

っ

て

ゐ

ま

す

O

(

後

者

は

追

っ

て

紺

介

す

る

つ

も

り

)

×  

×  

×  

第

1

聞

に

あ

げ

た

四

つ

の

平

面

幽

は

ど

れ

も

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

の

一

同

単

位

で

あ

る

住

宅

で

あ

っ

て

、

そ

の

卒

一刷

積

・

出

数

等

殆

ん

ど

等

し

い

も

の

で

す

。

と

れ

を

不

別

意

に

一

見

し

ま

し

で

も

全

悼

の

連

絡

と

か

機

能

の

使

不

便

な

ど

大

し

た

鐙

り

も

な

い

様

K

思

へ

ま

す

。

し

か

し

、

次

の

A

・

B

・

C

-

D

の

四

つ

の

方

向

か

ら

と

れ

を

解

川

し

、

吟

味

い

た

し

ま

す

と

、

ぞ

と

に

あ

る

問

・収

・

構

成

の

「

組

織

的

な

要

素

」

と

「

で

た

ら

め

た

要

素

」

と

が

質

に

は

っ

き

り

と

解

っ

て

来

ま

す

。

勿

論

・

今

迄

我

K

は

経

験

的

に

と

れ

等

の

吟

味

や

解

折

の

方

k

k

閥

れ

て

き

で

は

肘

ま

す

。

し

か

し

、

そ

と

に

は

米

、

、

、

だ

個

人

的

友

作

家

感

情

の

動

き

|

設

計

の

上

の

主

観

|

ー

に

よ

っ

て

、

知

ら

た

い

内

に

か

な

り

と

の

正

し

い

も

の

が

ゆ

が

め

ら

れ

た

事

が

多

か

っ

た

の

は

事

世

で

す

。

ク

ラ

イ

ン

氏

が

、

高

人

共

通

に

つ

か

へ

る

と

の

卒

面

岡

解

剖

の

方

法

乞

も

つ

て

、

我

・

々

が

今

迄

雲

を

捌

む

核

K

と

と

ろ

み

て

ゐ

た

経

験

法

則

を

清

算

し

て

、

そ

れ

を

は

っ

き

り

明

る

み

へ

村

出

し

て

く

れ

た

取

は

‘

我

k

が

大

い

に

感

謝

し

て

い

い

事

だ

と

忠

ひ

ま

す

。

さ

て

、

と

の

四

つ

の

方

向

と

は

ま

の

通

り

で

す

。

ー

l

 

'
E，
ノ

t 会= -

4吾

煉

七

長R

田

只

今

C

の

「

卒

商

困

の

要

素

」

の

批

判

に

つ

い

て

‘

利

く

は

し

い

説

明

を

さ

せ

て

い

た

ピ

き

ま

す

。

後

図

際

建

築

第

六

谷

三

娘

、

閉

鋭

、

十

二

焼

、

建

築

世

界

第

二

十

四

谷

四

、

七

、

八

務

徐

々

参

一

照

し

て

い

た

ピ

け

ば

幸

甚

「

卒

面

刷

の

要

素

」

と

い

ふ

言

集

は

ク

ラ

イ

ン

氏

の

い

ふ

の

m

c

z

t

u

m

H

m

ω

t
開

戸

開

宮

何

Z

吋

何

を

詳

し

た

も

の

で

、

と

れ

を

向

、

ク

ラ

イ

ン

流

に

定

義

す

る

と

、

大

韓

『

限

の

高

さ

に

於

け

る

部

屋

の

水

卒

断

商

』

を

も

っ

て

示

さ

れ

た

卒

面

闘

を

い

ひ

ま

す

。

① 

ｲ 、ｾ、

A' A 

組 、う? 動 、

行 、不 糾 ・

而、; 手 lと

積・竺ょ

に 石 る

よ 高 批

る も 牛Ij

批 ゑ

午IJ ; ;  

と

し

て

、J

G可

ｐ ‘ｾ 、

B'  B  

Jぷ前、

商 動 、

の 町 、

上、崎、

の・に

か よ

げ る

に 批

よ 判

る

批

判

B  

の

同

時

、.ノ

①

一

c

|

|

平

面

凶

の

要

素

に

よ

る

批

判

一
O

|

|

C

の

各

部

に

於

け

る

吟

味

@  

D' D 

D 壁

の 面

壁 1 )

商 展

l笹 口月

影 k

fC よ

よ る

る 批

i吟 判

味

と

の

一

k

に

つ

い

て

と

と

で

述

べ

る

*

 

事

は

・

自

分

の

前

の

紹

介

と

も

重

復

し

ま

す

の

で

、

略

す

事

に

い

た

し

ま

す

が

事 高o

k さ。し

つ で か

む、と し

て れ 、 る き 商

は を ク ら つ 岡 第

イ'nJ 依 ー ラ は た L 2  

鹿 断 イ し JF を 闘

を し ン ?と 芸 と は

さ ?と 氏 も 出 の 第

が か は の !宍 u民 1

し、 イ"1 で ; 正 の 闘

て と 放 す 菜 高 の

もい ｭ ｾ ｯ J  E さ 「

何 ふ のo で で 卒

- 25 ー
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) ¥ 

↓  

第一岡

T  

RF . r;. 叢書第一編よ り第二闘

一、-

の

理

由

も

の

ぺ

て

居

ま

せ

ん

c

そ

し

て

.

と

れ

を

横

断

し

た

理

由

と

し

て

『

我

々

が

室

内

に

は

い

る

と

眼

の

・

生

理

的

閥

係

か

ら

(

我

々

の

眼

は

そ

の

形

か

ら

見

て

も

常

に

横

に

長

く

う

ど

き

縦

に

う

ど

き

に

く

い

)

室

内

の

印

象

が

先

づ

横

の

方

に

多

く

把

握

さ

れ

る

』

と

述

べ

て

居

ま

す

が

、

E

う

も

概

念

的

で

は

っ

き

り

し

ま

せ

ん

で

し

た

U

そ

の

後

色

々

附

筑

し

た

結

問

で

彼

れ

の

所

抑

制

「

平

面

凶

の

要

素

」
の

意

味

が

は

っ

き

り

掴

め

ま

し

た
。

lコナ

即

ち

と

と

で

室

内

構

成

と

卒

面

圃

の

要

素

に

つ

い

て

改

め

て

自

分

の

考

へ

を

の

ベ

る

弐

第

で

す

。

一ー 26 一一

×  

×  

×  

-----------

四

角

い

室

K

暖

姐

が

突

出

し
、

急

医

ア

ル

コ

l

プ

を

設

け

、

或

ひ

は

洋

服

戸

棚
、

本

棚

、

箪

値
一

則

、

さ

ら

に

箪

笥

の

上

に

品

物

が

と

、

い

ろ

/

¥

ー

な

高

さ

の

も

の

を

恰

も

家

具

商

の

庖

の

棋

に

ひ

た

す

ら

そ

れ

が

必

要

な

る

が

故

に

と

並

べ

る

市中

は

か

へ

っ

て

室

を

不

便

K

し

、

そ

の

e

i

E

s

t

f

g

印

象

を

ω

一

f
弘

一

き

づ

っ

ω

O

「

l
ー

ー

し

け

る

ξ

ω

-

K

友

り

幽

い

ま

す

。

凶

い

第

3

闘

d

必

矧

q

出

!

l

l

，

幽

一

一

書

服

J

幽

「

i

q
し

尚

第

山

一

r

t

4
闘

は

血

一

例

の

ヨ

ゼ

フ

・

ア

ウ

グ

ス

ト

・

ル

ッ

ク

ス

の

著

】

章同

三

何

玄

H

U

H

刀

開

口

Z

O

回

目

開

'

f  

を 固守

口

問

問

'
冨

開

口

w
m
二

か

ら

と

っ

た

そ

の

常

時

の

「

市

民

の

肘

間

」

の

闘

で

す

が

上

越

の

「

家

具

や

の

庖

」

と

首

時

の

の

ん

き

な

枇

曾

献

態

を

知

キ



肘

ま

す

。

と

れ

を

掠

明

す

る

鴬

‘

ほ

ピ

肌

の

高

さ

を

以

て

か

う

し

た

，

械

を

柿

断

す

る

と

そ

の

切

口

は

3

岡

の

下

に

か

い

た

様

に

或

ひ

は

z

凶

の

左

の

.

フ

ラ

ン

の

様

K

凹

凸

が

‘

甚

だ

し

く

室

の

印

象

を

も

っ

た

い

友

く

複

雑

に

し

て

居

ま

す

J

在

来

の

所

前

室

内

意

匠

家

は

先

づ

宝

の

叫

先

的

友

構

成

を

工

夫

す

る

と

と

を

考

へ

て

、

普

通

そ

の

コ

ン

ボ

ヂ

シ

ヨ

ン

の

上

か

ら

戸

棚

、

本

箱

、

鐙

笥

.

テ

ー

ブ

ル

等

を

例

へ

ば

と

ん

な

風

に

配

置

し

ま

し

た

1

3

岡

ー

そ

の

結

川

市

多

く

問

題

は

形

が

主

題

と

友

っ

て

と

も

か

く

か

う

し

た

コ

ン

ボ

ヂ

シ

ヨ

ン

が

池

宮

に

賀

川

的

で

あ

れ

ば

い

L

と

さ

れ

て

居

ま

し

た

。

或

人

は

限

は

水

平

に

か

L

る

凹

凸

に

添

ふ

て

歩

き

、

ま

す

/

¥

!

蛍

の

印

象

を

ピ

ク

チ

。

。

。

ユ

ア

レ

ス

ク

に

美

し

く

す

る

も

の

で

あ

る

と

主

張

さ

れ

て

居

ま

す

が

訣

れ

る

も

甚

し

い

も

の

で

す

。

と

L

で

我

々

は

か

へ

っ

て

在

来

の

日

本

の

建

築

か

ら

い

ろ

/

¥

友

一

示

唆

を

感

ヂ

る

も
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る

上

に

す

と

ぶ

る

興

味

あ

る

も

の

だ

・

こ

思

ひ

ま

す

。

官

時

は

大

低

の

家

が

腕

く

て

、

紫

に

家

具

を

(

建

築

と

統

接

K

闘

係

の

な

い

家

具

)

を

と

ん

な

風

に

い

く

つ

も

い

く

つ

も

持

ち

込

ん

で

並

べ

て

世

か

れ

た

も

の

ら

し

い

の

で

す

む

所

謂

現

在

‘

室

内

設

計

家

の

悶

趨

と

友

つ

て

の

と

っ

て

ゐ

忍

「

山

長

内

の

デ

ザ

イ

ン

」

の

ふ

り

き

れ

ぬ

シ

ツ

ボ

が

、

は

っ

き

り

と

叫

%

中

附

さ

れ

て

、埼 "

争・

第 四 l伍l

仁艶

f  

の

が

多

い

嫌

で

す

。

家

具

は

寝

台

(

市

圏

)

.

精

子

(

~

阿

部

固

)

に

し

て

も

た

い

て

い

建

築

の

内

に

仕

舞

ひ

と

み

‘

M

n

入

を

つ

く

っ

て

壁

商

同

様

た

戸

(

襖

)

等

が

と

れ

を

誼

ひ

ま

す

床

の

間

、

連

ひ

棚

等

を

吟

味

し

て

み

て

も

‘

か

a

A

る

必

要

の

要

求

か

ら

出

費

し

た

形

式

で

あ

る

と

と

が

僻

り

ま

す

。

家

具

と

建

築

さ

は

弔

}

t

A

で

決

し

て

匝

別

出

来

ま

せ

ん

3

例

へ

ば

ル

イ

式

の

食

堂

K

あ

る

置

戸

棚

と

か

、

飾

戸

棚

と

か

の

不

必

要

友

「

装

飾

の

家

具

」

は

あ

の

ま

せ

ん

。

日

本

山

を

眼

の

高

さ

に

於

て

梢

断

し

で

も

凹

凸

の

友

い

の

が

原

則

で

す

。

第

b

聞

は

か

L

る

結

に

注

意

し

て

設

計

し

た

室

内

構

成

の

一

例

で

す

。

凶

の

左

k

b

る

の

が

.

と

の

室

の

眼

の

高

さ

の

水

一や

断

耐

で

す

、

い

た

っ

て

サ

ツ

パ

リ

し

た

も

の

で

す

。

以

上

を

別

な

方

削

か

ら

説

明

し

て

み

ま

せ

ぅ

。

大

鴨

川

蚊

耐

は

三

つ

の

部

分

と

性

質

κ

分

け

て

考

へ

る

べ

き

で

ゆ

か

川

床

と

云

ふ

盛

撲

の

滑

り

易

い

部

分

K

最

も

近

い

も

の

閉

そ

れ

か

ら

上

三

四

μ

へ

の

人

の

油

行

や

物

白

川

の

も

ち

謹

び

の

抗

出

じ

易

い

郎

分

間

そ

の

上

天

井

ま

で

の

人

の

殆

E

閥

↓

 

2

4

同

叫

- 27 ー
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れ

な

い

と

と

ろ

と

大

韓

民

別

す

べ

き

で

す

コ

と

の

三

つ

は

現

在

で

も

油

営

危

材

料

的

危

仕

上

と

解

決

が

興

へ

ら

れ

て

居

ま

す

。

(

巾

木

と

腰

羽

目

と

壁

紙

の

如

き

)

倫

と

の

仰

と

仰

を

一

し

ょ

に

し

て

大

轄

と

れ

を

二

つ

に

匝

別

す

る

と

向

机

、

テ

ー

ブ

ル

、

ベ

ッ

ト

、

置

戸

棚

或

ひ

は

机

の

上

の

簡

単

友

整

理

棚

等

々

の

床

か

ら

の

高

さ

で

制

限

出

来

る

『

家

具

の

部

分

」

!

之

は

高

い

室

友

ら

室

全

惜

の

壁

下

の

三

分

の

一

の

部

分

に

も

首

り

ま

せ

う

っ

川

そ

し

て

其

れ

か

ら

壁

の

2

一
3

K

首

る

と

と

ろ

を

「

壁

商

の

部

分

」

と

匿

別

し

て

室

の

機

能

、

室

の

印

象

の

上

か

ら

『

笠

句

、

写

ρ

3らP戸l与や

第六岡

別

注

取

扱

ひ

を

す

ぺ

き

で

あ

ら

う

と

思

は

れ

ま

す

1

6

闘

参

照

!

と

の

闘

い

『

監

の

部

分

』

陀

無

理

に

下

の

『

家

具

の

部

分

』

の

要

素

を

た

く

と

と

‘

例

へ

ば

大

き

な

丈

の

高

い

戸

棚

を

、

h

布

い

た

り

本

棚

等

を

い

く

つ

も

高

く

つ

み

る

げ

る

一部

は

機

能

の

上

か

ら

見

て

も

よ

い

結

川

市
を

生

受

注

い

と

同

様

に

、

叉

街

生

か

ら

み

て

も

よ

い

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

即

ち

と

の

部

分

は

い

た

っ

て

盛

が

滑

り

易

〈

、

且

っ

た

ま

っ

た

底

一
が

め

だ

た

や

、

叉

掃

除

を

す

る

上

に

も

不

便

で

す

G

即

ち

、

と

の

部

分

は

「

畦

』

と

し

て

の

開

質

を

出

来

る

だ

け

と

る

べ

き

で

あ

っ

て

、

下

の

家

具

の

部

分

と

は

全

く

性

質

を

区

別

し

て

考

へ

る

べ

き

も

の

で

す

。

前

の

水

平

的

な

横

断

を

限

の

高

さ

で

し

た

の

は

、

置

は

と

の

「

曜

の

部

分

」

の

利

中

心

に

な

る

と

と

ろ

で

室

を

切

っ

て

み

て

、

そ

と

に

「

家

具

の

部

分

」

が

如

何

に

浸

入

し

て

居

る

か

、

混

入

し

て

居

る

か

を

み

る

と

と

だ

っ

た

の

で

す

。

と

れ

が

ヂ

ク

ザ

ク

に

な

る

時

は

多

く

「

家

具

の

部

分

」

の

は

は

入

を

清

明

す

る

引

に

な

り

ま

す

。

戸

棚

或

ひ

は

本

棚

等

で

も

例

へ

ば

5

闘

K

示

し

た

様

K

「

畦

の

部

分

」

と

し

て

取

扱

へ

ば

摩

竣

性

を

防

ぐ

と

と

K

よ

っ

て

、

或

ひ

は

叉

機

能

の

上

に

於

て

効

県

が

あ

り

ま

す

。

時

十
一

の

部

分

に

昼

間

を

の

/ 戸4ノ タ ナ 支/

九一 ι アE  

f  

七@

と

し

て

も

・

恰

も

床

の

間

が

小

監

の

F

の

凹

み

と

し

て

依

然

監

の

性

質

を

も

っ

て

括

る

様

に

構

成

す

れ

ば

よ

い

わ

け

で

す
。

窓

は

ネ

ガ

テ

イ

プ

の

昨

主

と

し

て

考

へ

ら

れ

ま

せ

う

。

入

口

は

或

時

は

肢

と

し

て
、

(

戸

の

ガ

ラ

ス

な

ら

ざ

る

場

合

)

或

時

は

前

の

窓

の

場

合

の

様

に

(

ガ

ラ

ス

戸

の

場

合

)

考

へ

ら

れ

ま

せ

う

。

要

す

る

に

私

は

と

と

で

家

具

の

建

築

化

b

L

主

張

し

、

或

ひ

は

各

室

の

家

具

化

(
冨

O

回

肘

F

H何

回

同

C

Z

の

l

コ

ル

の

言

葉

)

を

主

張

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

と

れ

を

失

ぎ

に

窓

と

壁

の

構

成

の

問

- 28 ー
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、7 YE

怪ヤ軒、

↓  

題

K

及

ぼ

し

て

と

の

構

成

が

在

米

の

日

本

位

宅

か

ら

如

何

K

.

今

明

日

の

我

々

の

住

宅

K

進

化

す

べ

き

か

を

述

べ

て

み

ま

せ

う

l

第

7

困

参

照

。

在

来

の

固

定

様

式

と

な

っ

た

日

本

の

住

宅

で

も

家

具

の

部

分

と

.

壁

面

の

部

分

と

は

明

ら

か

に

分

れ

て

居

ま

し

た

i

7
岡

H

o

だ

が

前

に

あ

げ

た

家

具

の

部

分

よ

り

も

低

か

っ

た

の

で

す

。

座

式

と

云

ふ

生

前

形

式

が

必

然

そ

う

さ

せ

た

と

み

る

と

と

が

出

来

ま

す

の

(

肘

掛

窓

や

机

の

高

さ

或

ぴ

は

障

子

の

腰

板

の

高

さ

等

々

)

壁

の

部

分

は

そ

の

生

活

の

中

で

仰

少

く

も

我

々

の

手

の

と

ピ

〈

範

聞

と

‘

さ
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ら

に

仰

天

井

K

接

し

て

人

の

鮒

れ

・

な

い

部

分

K

分

れ

ま

す

。

後

者

は

鴨

居

に

よ

っ

て

仰

.

の

下

の

部

分

と

匹

別

さ

れ

所

川

町

小

鮭

と

怠

っ

て

ゐ

ま

す

。

と

れ

は

材

料

の

閥

係

か

ら

も

決

定

さ

れ

た

と

見

る

事

が

出

来

ま

す

が

、

今

日

或

ひ

は

明

日

κ

於

け

る

必

ら

や

し

も

・版

式

に

束

縛

さ

れ

な

い

自

山

友

生

祈

形

式

で

は

7

闘

の

ー

の

様

に

眼

の

高

さ

も

上

に

た

り

、

段

、

押

入

等

の

同

定

し

た

史

寸

も

組

織

的

に

整

へ

ら

れ

て

い

ろ

/

ー

な

型

が

出

来

て

行

く

と

同

時

K

、

あ

る

時

は

小

峨

-
の

部

分

迄

も

利

則

さ

れ

る

機

A

W

が

多

く

た

っ

て

い

っ

て

居

ま

す

c

殊

に

外

光

を

と

の

自

由

友

生

所

形

式

に

油

合

さ

せ

様

と

す

る

場

合

、

主

要

注

窓

の

高

さ

は

屡

k

と

の

部

分

迄

も

来

ま

す

。

ま

た

と

れ

も

7

固

に

見

る

様

K

、

在

。

来

の

窓

は

、

鹿

式

の

形

式

に

適

合

し

て

そ

の

主

要

な

光

り

が

.

例

へ

ば

践

し

て

、

、

仕

事

を

す

る

に

最

も

便

利

た

様

に

窓

の

高

さ

(

床

か

ら

の

高

さ

及

び

窓

自

身

の

高

さ

)

が

定

ま

っ

た

と

見

る

事

が

出

来

ま

す

。

現

在

我

k

の

生

活

形

式

で

は

と

れ

を

総

帥

慌

に

上

に

あ

げ

て

、

共

主

要

友

光

り

を

主

と

し

て

椅

子

に

よ

れ

る

仕

事

に

便

利

た

様

に

補

正

さ

れ

て

来

ま

す

。

手

の

と

ピ

か

ぬ

部

分

も

例

へ

ば

サ

ッ

シ

ユ

等

の

便

利

な

稜

明

で

現

在

で

さ

へ

可

な

り

自

山

に

装

置

さ

れ

始

め

て

居

ま

す

。以

上

で

犬

鵠

「

平

商

凶

の

要

素

」

の

第

一

帯

自

の

意

味

|

|

「

控

の

部

分

」

と

「

家

具

の

部

分

」

は

匝

別

し

て

考

察

す

ぺ

し

ー

ー

と

い

ふ

誌

を

述

べ

終

り

ま

し

た

。

し

か

し

と

の

限

の

高

さ

に

於

け

る

壁

の

部

分

の

横

断

聞

は

次

に

室

内

の

卒

聞

の

性

質

を

批

判

す

る

要

素

と

放

る

も

の

で

し

て

.

従

っ

て

主

相

互

間

の

統

一

的

比

較

、

幾

何

撃

的

相

似

等

の

問

題

に

閥

係

し

て

い

米

ま

す

。

第

2

闘

を

再

び

み

ま

す

と

左

の

二

つ

は

右

の

二

つ

に

比

べ

る

と

ヂ

ク

ザ

ク

の

部

分

の

多

い

と

と

は

前

に

述

べ

た

と

と

で

す

が

、

次

に

各

部

屋

の

卒

商

岡

要

素

(

川

か

ら

の

ま

で

の

蒋

批

を

以

て

一

不

さ

れ

た

も

の

)

を

夫

k

の

伎

宅

に

就

い

て

比

較

し

て

み

ま

す

と

左

の

方

の

(

イ

)

、

(

ロ

)

は

そ

の

各

室

各

昼

間

の

卒

商

刷

の

要

素

の

形

態

が

い

づ

れ

も

泣

っ

て

ゐ

る

の

を

鷲

見

し

ま

す

例

へ

ば

(

イ

)
の

川

ホ

l

ル

向

居

間

向

台

所

の

三

つ

の

昼

間

は

仰

は

細

く

・

仰

は

と

れ

よ

り

太

く

・

間

は

さ

ら

K

太

く

な

っ

て

居

ま

す

。

っ

こ

の

卒

商

に

於

け

る

仰

ホ

1

ル

閉

居

間

何

台

所

は

い

づ

れ

も

全

く

同

じ

様

な

矩

形

で

只

そ

れ

が

鋪

張

さ

れ

、

航

少

さ

れ

た

形

態

を

な

し

て

M

h

り

ま

す

。

で

、

と

の

卒

商

闘

の

要

素

の

相

似

、

類

似

と

一

玄

ふ

と

と

が

如

何

に

建

築

の

構

成

に

及

ぼ

す

か

を

説

明

し

て

み

ま

す

。

私

は

と

の

卒

耐

闘

要

素

の

相

似

の

問

題

は

、

い

ろ

/

ー

な

意

味

で

新

い

し

室

内

構

成

(

建

築

〉

を

解

決

す

る

鍵

と

た

る

も

の

だ

と

考

へ

ま

す
。

い

ま

L

で

の

室

内

構

成

と

云

ふ

も

の

は

枇

今

の

生

産

閥

係

の

影

響

と

し

て

、

真

・

住

友

構

成

よ

り

脱

出

先

的

な

も

の

が

必

然

的

に

市

一

ぜ

ら

れ

て

居

ま

し

た

。

い

ま

ま

で

の

モ

グ

ン

建

築

家

は

背

の

表

凶

的

な

様

式

と

云

ふ

も

の

K

如

何

K

飽

迄

新

し

い

形

態

を

置

き

か

へ

る

か

と

云

ふ

の

が

恐

ら

く

問

題

で

し

た

。

で

必

然

的

に

室

内

構

成

で

は

、

叩

の

宰

聞

か

ら

乙

の

昼

間

へ

移

る

と

き

、

蜘仲

介

挫

世

的

鎚

化

が

前

じ

ら

れ

て

肘

ま

し

た

。

例

へ

ば

卑

近

な

例

で

す

が

、

欄

聞

の

透

し

彫

り

の

如

き

、

庭

闘

の

石

と

木

と

水

の

配

置

の

如

き

、

或

ひ

は

奔

殿

に

近

づ

く

時

の

一

の

鳥

居

二

の

鳥

居

の

面

白

さ

の

如

き

、

所

前

硯

宰

聞

に

お

け

る

暗

示

の

商

白

さ

、

1

1

サ

ゼ

ツ

シ

ヨ

ン

の

商

白

さ

と

云

ふ

も

の

が

、

か

な

め

考

へ

ら

れ

て

ゐ

ま

し

た

。

例

へ

ば

と

の

時

代

の

盛

期

に

現

れ

た

ラ

イ

ト

の

建

築

等

に

よ

く

と

れ

が

反

影

し

て

川

ま

ず

の

恐

ら

く

ラ

イ

ト

は

建

築

を

自

然

の

う

ち

に

草

木

の

費

生

す

る

様

K

考

へ

て

居

ま

し

た

。

野

や

山

を

散

歩

し

て

.

自

然

の

美

し

い

丘

や

草

木

が

見

え

で

き

た

り

水

が

あ

ら

わ

れ

た

り

す

る

そ

の

問

先

的

た

面

白

さ

を

、

出

梓

採

に

入

れ

よ

う

と

し

た

と

の

考

へ

方

、

所

同

州

サ

ゼ

ツ

シ

ヨ

ン

的

な

考

へ

方

が

彼

の

建

築

の

到

る

と

と

ろ

に

力

強

く

現

は

れ

て

居

ま

す

。

し

か

し

か

か

る

自

然

的

.

生

物

的

な

考

へ

方

よ

り

建

築

と

云

ふ

も

の

は

む

し

ろ

利

聞

学

的

に

生

前

の

両

を

初

み

立

て

L

行

く

織

な

も

の

で

は

な

い

で

せ

う

か

コ

我

k

は

と

の

平

凡

友

相

似

的

危

共

通

共

同

の

画

(

{

会

問

)
で

.

最

少

努

川

市

の

生

活

を

生

活

し

な

け

れ

.
は

な

り

ま

せ

ん

。

と

の

意

味

で

ク

ラ

イ

ン

の

卒

商

闘

要

素

の

相

似

類

似

の

批

判

は

取

ぶ

べ

き

だ

と

思

ひ

ま

す

。

試

み

に

ラ

イ

ト

の

代

表

的

建

築

を

と

れ

に

よ

っ

て

解

剖

し

て

み

ま

す

と

‘

動

線

と

か

所

勤

刷

積

K

於

て

は

極

め

て

す

ぐ

れ

た

も

の

が

多

い

の

に

も

か

か

わ

ら

や

、

と

の

平

副

の

相

似

と

云

ふ

貼

か

ら

批

判

し

ま

す

と

殆

ど

債

依

な

い

も

の

が

多

い

の

で

す

。

と

れ

は

ラ

イ

ト

の

建

築

が

ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

か

ら

様

式

選

鐸

時

代

に

か

け

て

の

例

へ

ば

シ

ン

メ

ト

リ

ー

偏

重

と

い

っ

た

様

な

形

式

主
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義

‘

フ

ア

サ

l

ド

主

義

を

克

航

し

て

武

韓

的

な

建

築

を

つ

く

り

あ

げ

た

初

航

が

あ

の

た

く

み

な

動

糾

.

活

動

刷

積

の

蓮

川

に

よ

っ

て

一
不

さ

れ

て

届

る

と

同

時

に

と

の

卒

刷

刷

要

素

の

相

似

的

統

一

と

云

ふ

問

題

か

ら

批

判

し

ま

し

て

、

蹴

に

今

明

日

の

建

築

ハ

証

明

で

は

な

い

と

一
五

ふ

と

と

建 築 と 祉 舎 ( X I V) 572 

要

の

凡

そ

-枇

芥

の

目

谷

川

が

の

う

ち

で

佐

官

ぐ

ら

ひ

多

種

多

様

に

取

り

似

は

れ

て

居

る

も

の

は

あ

る

ま

い

と

思

ふ

。

叉

市

・

賀

多

利

多

犠

に

放

は

る

べ

き

で

.

申

の

問

、

乙

の

園

、

川

中

の

地

方

.

乙

の

地

方

‘

叩

の

風

習

、

乙

の

風

判

。

有

産

階

級

、

小

産

附

級

.

狛

叉

伽

…

産

批

川

級

等

、

等

。
一

杭

界

唐

の

復

柑

刊

紙

の

な

さ

に

一止

比

例

す

る

引

は

一
一

円

を

侠

た

な

い

。

。

洋

服

の

入

、

和

服

の

入

、

し

る

し

ぼ

ん

て

ん

に

パ

ッ

チ

の

人

、

シ

ャ

ツ

k

b

T

ズ

ボ

ン

の

入

、

枇

の

人

桟

々

に

共

寝

ふ

も

の

は

任

意

で

あ

る

如

く

、

共

生

前

の

存

保

も

人

そ

れ

ん

¥

に

よ

っ

て

採

る

べ

き

行

き

方

は

任

意

で

②

る

。

只

と

の

種

を

日

帯

保

し

て

尉

ま

す

。

と

も

か

く

‘

平

面

圃

要

素

の

相

似

性

か

ら

生

ず

る

効

果

は

-

性

宅

K

於

け

る

る

ら

ゆ

る

技

術

的

な

エ

フ

ェ

ク

ト

を

強

制

す

る

と

と

が

出

米

る

と

と

。

-

:

・

同

時

に

そ

れ

は

制

端

な

経

桝

-・岨.

黒占

の

谷

川

泌

を

試

討

す

る

人

々

が

如

何

な

る

形

式

を

探

ぶ

に

し

て

も

.

総

て

の

方

同

か

ら

イ

l

ヂ

l

ゴ

l

イ

ン

ク

に

陥

ら

ぬ

掠

K

努

め

ね

ば

な

ら

な

い

引

だ

と

必

ふ

。

。

北

ハ

イ

ー

ジ

ー

ゴ

ー

イ

ン

グ

で

不

快

な

一

つ

は

椋

式

偏

重

で

あ

る

。

と

の

過

ち

か

ら

割

出

さ

れ

た

貨

川

の

述

慮

と

か

、

意

義

無

き

手

法

や

‘

装

飾

は

よ

ろ

し

く

切

り

拾

て

る

べ

き

だ

が

、

狛

も

う

一

っ

と

の

病

が

匙

で

設

計

者

か

ら

受

椴

い

だ

居

住

者

の

日

常

生

活

K

迄

一

様

式

の

芝

居

」

が

割

り

込

ん

で

行

く

布

。

尤

も

と

れ

ば

居

住

者

の

悦

鎖

に

も

よ

る

事

だ

ら

う

が

設

計

者

の

不

畳

か

ら

そ

う

し

た

結

性

を

暗

示

し

て

居

ま

す

。

で

例

へ

ば

窓

の

サ

ッ

シ

ユ

の

様

に

同

じ

紘

-

な

工

業

生

産

に

よ

る

型

で

室

の

機

能

を

融

通

さ

せ

て

ゆ

け

ま

す

。

-

e何

も

識

別

さ

れ

な

い

杢

聞

に

自

前

に

柴

k

と

休

息

し

て

居

る

と

云

ふ

感

が

州

k

人

K

無

意

識

の

う

ち

に

生

じ

笹

川

市

を

生

む

い

引

は

世

上

屡

々

見

受

け

る

事

で

。

山

内

震

被

す

る

け

れ

ど

も

、

様

式

K

負

け

た

ぷ

計

者

の

消

化

不

良

の

技

術

が

居

作

者

の

生

前

線

に

迄

及

ん

だ

様

は

、

ち

ゃ

う

ど

胃

横

山

町

患

者

が

意

地

汚

く

あ

れ

と

れ

三

凱

食

し

て

胃

の

舶

に

つ

か

へ

た

良

物

が

一

向

と

な

れ

注

い

で

車

内

息

を

つ

い

て

駈

る

さ

も

し

い

姿

を

見

る

の

と

同

じ

様

友

不

快

さ

を

感

じ

る

も

の

だ

。

。

総

て

の

立

場

か

ら

健

康

な

消

化

カ

を

作

っ

て

相

肱

に

意

匠

さ

れ

た

快

さ

を

得

る

矯

め

に

は

‘

設

計

者

の

生

や

さ

し

か

ら

ぬ

自

党

と

努

力

を

要

と

す

る

。

モ

グ

l

ン

の

山

氏

を

被

て

毛

、グ

1

ン

・

な

ら

ざ

る

も

の

、

一

見

古

き

が

如

く

し

て

素

晴

ら

て

ん
米

ま

す

。

恐

ら

く

そ

れ

は

最

も

近

路

を

と

っ

た

形

の

な

い

純

米

の

建

築

へ

共

同

共

通

の

建

築

へ

憤

憶

し

て

進

ん

で

行

き

ま

す

。

一ー己O 一一

-

;

:

各

部

患

を

窓

ガ

ラ

ス

と

か

、

ド

ア

で

相

互

に

明

快

に

す

る

と

と

が

存

易

に

友

っ

て

来

ま

す

0

(

了

)

l

 

l

 

曹

E

E

/

J慎

し

く

新

鮮

な

も

の

、

何

れ

も

古

事

者

の

心

の

健

康

.

不

健

康

に

蹄

す

る

引

は

言

ふ

も

む

ろ

か

友

部

だ

。

そ

れ

か

ら

合

理

化

の

凱

刷

ー

ー

と

れ

も

住

宅

建

築

に

屡

々

起

る

デ

イ

レ

ン

マ

だ

と

思

ふ

。
。

と

ん

友

例

が

あ

る

。

あ

る

家

K

作

り

つ

け

の

折

山

川

町

式

ア

イ

ロ

ン

台

を

取

り

つ

け

て

、

使

用

人

の

丈

の

高

さ

に

舷

じ

て

使

用

の

位

置

を

三

段

位

匝

別

し

て

祢

へ

て

置

い

た

庭

、

質

際

使

用

の

際

に

は

丈

の

高

い

も

の

が

高

い

位

置

K

、

低

い

者

が

低

い

位

置

に

据

え

て

使

用

す

る

功

が

滅

多

に

た

く

、

い

つ

も

最

初

下

し

た

位

置

の

ま

L

で

高

い

者

も

低

い

者

も

共

俊
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.  

使

用

し

て

向

共

段

を

利

則

し

な

か

っ

た

と

云

ふ

事

。

と

れ

を

設

計

し

た

人

は

大

K

合

理

的

に

や

っ

た

心

算

だ

ら

う

が

、

何

事

K

も

問

単

純

化

す

取

に

妙

を

得

て

柑

る

日

本

人

に

は

一

k

と

の

高

さ

の

発

別

が

却

て

娯

は

し

い

引

に

な

っ

て

、

一

向

共

効

果

を

あ

ら

は

し

て

く

れ

な

い

。

。

と

ん

な

場

介

設

計

者

は

使

川

者

の

副

脳

の

働

が

思

い

か

ら

だ

と

不

卒

を

と

な

へ

る

だ

ら

う

が

.

と

れ

位

一寸

は

融

に

で

も

共

通

な

治

世

な

・

高

さ

を

附

叫

ん

で

そ

の

品

川

段

に

か

な

っ

て

居

る

の

を

只

一

つ

に

す

れ

ば

経

附

的

に

も

.

亦

合

理

的

に

も

、

却

て

非

合

理

の

合

理

と

云

ふ

引

に

在

っ

た

の

で

あ

ら

う

。

く

だ

ら

な

い

一

例

に

過

ぎ

友

い

が

.

こ

れ

に

知

似

の

例

は

あ

ま

り

に

多

く

、

あ

ま

り

に

屡

々

机

宅

建

築

に

起

り

作

る

市

町

で

あ

る

。

。

本

市

の

意

峡

の

合

理

化

は

総

て

の

意

味

で

疏

純

化

さ

れ

た

あ

る

一

附

却

を

見

出

す

乍

℃

・

共

一

吋

ー
を

ど

う

す

れ

ば

掘

り

得

る

か

が

設

計

者

の

ね

ら

ひ

所

で

あ

る

。

そ

れ

を

盲

さ

が

し

す

る

背

心

と

そ

誠

に

味

ひ

深

い

事

だ

と

思

ふ

‘

世

物

を

い

く

ら

禅

山

従

べ

た

底

で

‘

叉

如

何

に

腕

乞

振

て

器

川

K

細

部

を

仕

卜

げ

た

底

で

共

一

叫

ー
を

外

し

て

居

た

ら

一

柳

戸

地

方

に

於

け

る

風

向

の

時

別

愛

化

夏

の

風

が

ど

・

つ

い

ふ

方

向

か

ら

吹

く

.
刀

気

温

が

最

も

昇

る

時

刻

K

、

或

は

室

内

視

度

が

長

も

高

〈

-

な

る

時

刻

に

、

主

と

し

て

ど

う

い

ふ

風

が

吹

く

か

。

そ

う

い

ふ

事

は

知

っ

て

尉

て

も

悪

く

な

い

事

で

あ

る

が

、

一

般

に

測

候

所

の

統

計

の

中

に

見

出

せ

な

い

の

は

甚

だ

不

便

で

あ

る

。。

一

肺

戸

地

方

で

.

屡

k

住

宅

の

計

制

を

し

て

、

そ

う

し

た

不

便

を

感

じ

て

、

紳

戸

の

洲

候

所

か

ら

貰

っ

た

統

計

が

る

る
。

と

れ

は

高

山

四

郎

氏

が

同

測

候

所

の

機

闘

紙

『

海

と

空

L

第

一

谷

第

五

披

(

大

王

十

年

九

月

殻

行

)

に

護

表

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

が

、

同

氏

の

殻

表

の

も

の

L

う

ち

‘

夏

捌

の

六

七

八

九

の

四

タ

月

の

も

の

だ

け

を

、

見

易

く

す

る

矯

め

闘

表

K

I

h

き

換

へ

て

見

た

。

第

一

聞

に

属

す

る

同

刷

は

各

月

に

於

け

る

風

向

鐙

化

の

卒

均

時

刻

を

表

す

も

の

で

あ

る
。

即

ち

風

向

を

八

方

向

と

し

て

、

各

時

刻

に

吹

く

長

も

多

い

風

向

を

示

す

わ

け

で

る

る

3

第

二

附

に

屈

す

る

四

阿

は

、

平

均

風

向

と

そ

の

同

教

の

パ

ー

セ

ン

テ

ー

ジ

を

ベ

ク

ト

ル

K

て

表

し

た

も

の

で

あ

り

、

各

ベ

ク

ト

ル

の

端

に

一
不

す

数

字

は

時

間

で

あ

る

。

。

日定

位

一

吋

の

表

を

見

て

見

る

と

、

一

日

の

風

向

の

鎚

化

は

大

憶

に

於

て

夜

宇

北

風

で

る

り

、

午

前

東

風

に

鑓

り

、

}
北

午

に

近

く

南

風

と

友

り

、

午

後

西

岡

山

と

な

っ

て

一

泊

す

る

事

に

友

る

》

其

設

計

は

零

に

等

し

い

も

の

で

あ

る

。

。

市

一

ね

て

言

は

う

、

世

に

は

と

の

例

が

あ

ま

り

に

多

過

ぎ

る

.

川

単

純

化

さ

れ

た

要

の

一

期

を

得

る

矯

め

に

軒

々

は

常

々

最

大

の

努

力

を

惜

ん

で

は

な

ら

た

い

引

だ

と

思

ふ

。

南

て・

一
口

，
R

l

'

 

と

れ

は

風

向

の

控

化

が

太

陽

の

方

向

に

一

致

す

る

と

い

ふ

の

で

太

防

風

と

名

付

け

て

居

る

と

い

ふ

と

と

で

あ

る

が

、

か

な

り

明

瞭

に

そ

の

傾

向

を

見

出

す

u

神

戸

地

方

及

び

阪

榊

地

方

に

於

て

は

一

般

に

西

の

聞

い

て

な

い

家

は

暑

い

と

信

じ

ら

れ

て

居

る

が

、

室

内

温

度

の

最

も

上

昇

す

る

午

後

四

時

前

後

か

ら

‘

住

宅

と

し

て

の

機

能

を

最

も

殻

卸

す

る

夕

刻

の

多

く

の

時

聞

に

於

て

、

商

問

乃

至

北

西

の

風

を

持

つ

事

は

、

此

の

信

仰

に

劃

し

て

可

な

り

の

重

み

を

持

た

せ

る

事

に

な

る

。

一- 3 1  一一
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第一 l司Cb) 風向望号イヒの時刻 ・七月

ι  

第一同( の 風向型軽化の時刻・九月

νv 

第二闘( b) 平均風向及四重量・七月

/;;匙

第一同( a . ) 風向型軽イヒの時刻・六月

第 一 |晶lCc) 風向質化の時刻・八月

担

.s' 

第二闘Ca) 2 J 三均風向及回数・六月
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E  w  

住

企 . . . . .  

℃ 

の

我

が

閣

民

の

最

初

の

住

家

形

式

は

、

「

天

地

線

源

の

富

造

り

」

が

共

の

相

根

本

で

あ

っ

た

が

、

時

と

北

ハ

に

護

達

し

て

三

韓

征

伐

、

俳

敬

渡

来

友

ど

の

事

費

が

あ

る

ん
切

に

念

速

の

進

歩

を

と

げ

、

卒

安

朝

K

-
な
っ

て

か

ら

は

途

に

所

謂

「

寝

殿

浩

り

」

と

い

ふ

上

流

邸

宅

形

式

が

成

立

ち

、

と

の

時

代

の

一

般

庶

民

達

は

寝

殿

浩

り

の

中

の

一

一

棟

で

あ

る

封

屋

の

組

米

な

の

を

均 風 向 及 回 数・八 月第 二|回Kc )

同

』
:

 

ロ

ド

l

就

取

に

住

家

と

し

た

と

見

な

し

て

斧

支

友

い

。

鎌

倉

時

代

に

は

「

武

家

造

り

」

の

一

つ

の

新

た

友

形

式

を

作

り

‘

之

が

け

た

利

時

代

に

及

ん

で

は

武

家

浩

り

中

の

表

座

敷

を

襖

を

以

っ

て

区

分

し

、

又

上

段

の

構

へ

に

は

明

り

附

子

即

ち

書

院

を

設

け

て

m

m

A

を

し

き

つ

め

、

附

戸

を

し

つ

ら

へ

て

所

制
閉
「

書

院

造

り

」

の

形

式

が

出

米

た

の

で

あ

る

。

是

等

の

住

宅

の

形

式

-K

鎚

化

す

H  

Lγ  

て

柴

る

引

は

そ

の

時

代

の

思

潮

風

俗

に

大

い

に

閥

係

の

あ

る

所

で

あ

る

が

そ

れ

に

加

へ

て

の

趣

味

道

即

ち

茶

道

、

華

道

.

盆

景

等

・

々

の

力

も

亦

大

い

も

の

で

あ

る

。

此

の

書

院

造

り

は

抑

々

今

日

の

住

家

形

式

の

元

組

で

あ

る

。

書

院

逃

り

は

豊

臣

時

代

の

前

後

K

於

て

大

い

に

殻

達

し
、

徳

川

三

百

年

聞

に

は

武

家

邸

宅

.

商

家

.

民

家

等

各

種

各

棋

の

形

式

で

完

成

し

て

平均風向及回数・九月第二凶( d)

谷

多目

子

来

た

。

現

代

に

於

て

は

維

新

後

既

に

六

十

有

余

年

を

超

え

て

文

物

は

非

常

に

改

ま

っ

た

の

で

る

る

が

、

住

宅

は

今

日

向

徳

川

末

期

時

代

の

も

の

が

多

い

。

住

宅

は

生

祈

の

容

総

で

あ

る

。

生

一
品川

要

件

が

鑓

れ

ば

.

之

に

と

も

な

っ

て

容

器

の

控

る

事

は

至

首

の

事

で

あ

る

‘

鑓

ら

ね

ば

生

活

能

率

の

拳

が

ら

ぬ

事

も

亦

憤

然

の

事

で

あ

る

。

- 33 
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。

抑

々

住

宅

は

と

れ

を

最

小

限

度

に

縮

少

令す

れ

ば

、

居

間

口

三

口

問

問

。

。

g

華

所

百

円

n

y

g

便

所

を

え

2

n

-

2

2

の

三

部

に

掃

着

す

る

の

で

あ

っ

て

、

共

の

他

の

諸

室

は

あ

り

と

し

て

も

是

等

か

ら

そ

れ

ノ

ー

分

化

し

た

も

の

と

見

倣

し

て

よ

い

の

で

あ

る

。

例

へ

ば

客

問

、

食

事

室

、

寝

室

、

若

松

川

、

納

戸

等

は

居

削

か

ら

援

化

分

化

し

た

も

の

で

あ

り

、

日

本

流

の

内

室

‘

女

中

室

等

は

高

所

か

ら

分

化

し

た

も

の

で

あ

る

と

み

て

議

文

へ

が

な

い
。

現

今

中

流

住

家

K

必

要

友

諸

室

は

共

の

附

途

か

ら

、

家

族

刑

(

奥

の

部

)

調

理

川

(

働

の

部

)
接

客

用

(

表

の

部

)

の

一二

部

に

大

別

せ

ら

る

L

が

是

等

は

各

々

樹

立

し

つ

L

通

首

K

組

合

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

生

前

の

程

度

、

人

々

の

趣

味

等

に

依

っ

て

更

に

雇

人

用

浴

室

、

化

粧

室

.

物

口

問

貯

蔵

川

共

他

の

諸

室

が

共

の

問

に

附

加

せ

ら

れ

る

と

と

も

あ

ろ

。

住

宅

の

間

取

は

共

線

本

に

於

て

二

つ

の

方

式

医

大

別

す

る

引

が

出

来

る

、

即

ち

一

は

各

家

を

澗

ぷ

さ

せ

夫

々

の

ん軍

一
を

厳

格

に

其

職

能

司

ロ

コ

門

広

O

ロ

を

保

持

さ

せ

る

も

の

で

あ

ろ

o

即

ち

食

事

室

は

食

事

室

‘

客

聞

は

存

問

、

寝

室

は

寝

室

と

し

て

樹

立

す

る

も

の

で

此

の

方

式

は

大

邸

宅

に

は

便

利

で

あ

る

が

、

小

規

模

の

中

流

性

宅

に

腔

附

す

れ

ば

勢

ひ

J
U

2

1

を

数

多

く

作

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

事

に

な

っ

て

使

用

上

甚

だ

不

経

済

で

あ

る

。

他

の

一

つ

の

方

式

は

家

族

は

属

聞

を

中

心

と

し

て

生

寸

前

し

‘

属

聞

の

ほ

か

に

数

例

の

室

が

あ

っ

て

そ

れ

等

が

必

要

に

舷

じ

て

種

々

の

円

的

に

使

用

さ

る

L

や

う

に

つ

〈

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

日

本

在

来

の

中

流

住

宅

の

ゆ

き

か

た

は

全

く

此

の

方

法

で

比

較

的

小

さ

い

住

家

に

於

て

は
、

茶

ノ

間

が

中

心

と

な

り

、

茶

ノ

間

で

食

事

も

と

り

、

北
米

客

と

の

際

特

も

と

L

で

し

、

夜

に

な

る

と

是

を

寝

山
γ

主

と

し

て

使

用

さ

る

L

の

で

あ

る

o

同

程

度

の

生

活

者

で

少

し

大

き

友

家

族

に

怠

る

と

、

茶

ノ

聞

の

ほ

か

に

二

三
山

涯

を

と

り

、

そ

れ

等

が

大

低

家

族

の

疲

主

と

し

て

別

び

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

。

一史

ら

に

少

し

大

き

な

家

族

に

な

る

・
こ

茶

ノ

聞

の

ほ

か

に

客

間

即

ち

ル

一敷

と

い

ふ

も

の

が

世

か

れ

て

る

る

o

八ん

が

来

客

と

の

面

令

所

で

あ

り

、

来

客

K

射

す

る

食

必

定

で

あ

り

、

滞

在

客

の

寝

室

K

刑

ひ

ら

る

L

の

で

あ

る

。

と

の

や

う

陀

使

用

す

れ

ば

非

常

に

経

済

で

中

流

生

活

者

か

ら

は

喜

ば

れ

る

の

で

あ

Z

。

更

に

西

洋

の

住

宅

で

は

附

労

働

者

の

住

家

や

ア

メ

リ

カ

中

流

生

活

者

の

住

宅

は

、

附

労

働

者

の

住

家

か

ら

自

然

稜

達

し

た

も

の

で

日

本

在

来

の

と

ほ

ピ

似

て

居

て

居

間

】

r

z

m

m目

が

・

中

心

と

・な

り

、

と

の

室

が

家

中

で

最

も

大

き

な
J

山主

で

あ

る

、

共

庭

は

家

族

の

日

常

闇

壊

す

る

場

所

‘

来

客

の

接

待

所

、

来

客

を

含

め

て

の

食

事

室

と

も

な

る

の

で

あ

っ

て

他

K

は

小

さ

い

寝

室

だ

け

で

あ

る

口

I<b/IJ・叫

イ

ギ

リ

ス

の

中

流

生

活

者

住

宅

・

:

:

・

そ

れ

は

最

も

多

く

日

本

に

影

響

を

及

し

で

居

る

西

洋

住

宅

で

あ

る

。

北

口

十

九

世

紀

の

頃

に

完

成

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

が

ヴ

ク

ト

リ

ア

王

朝

時

代

に

失

第

K

富

ん

で

来

た

康

民

は

中

流

生

活

者

で

あ

り

乍

ら

.

貴

族

の

邸

宅

の

様

式

乞

模

倣

し

た

の

で

あ

る

。

即

ち

レ小

さ

い

家

で

あ

り

乍

ら

出

色

を

と

り

.

立

誠

左

客

問

、

食

事

室

を

設

け

、

そ

し

て

各

々

家

族

の

寝

室

を

出

来

る

丈

け

別

々

に

と

る

と

い

ふ

や

う

友

有

様

で

あ

る

。

故

K

同

じ

家

族

数

で

あ

っ

て

も

比

較

的

多

く

の

坪

数

を

必

要

と

し

且

つ

一庭

人

の

予

を

多

く

要

し

て

経

漕

上

甚

だ

不

利

な

も

の

で

あ

っ

た

。

し

か

し

各

k

自

己

の

去

は

他

人

K

沿

か

さ

れ

ね

と

い

ふ

句

門戸〈

mw

R

が

保

持

さ

れ

る

貼

は

長

所

で

あ

る

。

我

圏

在

来

の

住

家

は

中

流

生

活

者

の

簡

易

生

祈

に

は

最

も

便

利

な

も

の

で

みの

っ

て
、

殊

に

室

と

室

と

の

聞

の

仕

切

が

西

洋

人

の

号

口

ふ

凶

ロ

己

目

口

問

) . i r;"'rt. . ，. 司悦+，む バ主容に司法画}
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同

】

白

℃

史

認

印

一一切

で

関

さ

れ

て

居

る

と

い

ふ

市

中

は

一

朝

一
事
の

あ

る

時

に

は

、

襖

を

取

り

は

づ

し

て

雨

方

の

宝

を

一

つ

の

山
γ

主

と

し

て

使

用

す

る

と

と

が

出

来

る

と

と

L

な

り

、

経

情

上

の

立

場

か

ら

見

て

も

推

賞

さ

る

べ

き

も

の

と

思

ふ

。

た

ピ

襖

で

あ

る

と

と

は

飾

棚

と

か

本

箱

等

の

家

具

を

世

〈

時

に

落

ち

つ

き

が

な

い

。

放

に

襖

を

と

り

さ

っ

て

州

安

を

一

っ

と

し

て

使

川

す

る

の

に

妨

げ

の

左

い

場

所

に

相

訪

の

佐

一
耐

を

と

る

や

う

に

考

ふ

る

べ

き

で

あ

る

。

近

ボ

簡

易

生

前

者

は

生

前

改

善

の

た

め

に

精

子

式

の
J

討

を

必

要

と

す

る

が

、

鯨

製

の

椅

子

及

抑

る

い

い

ネ

子

位

一

寸

が

是

等

の

ん

ま

に

刑

ひ

ら

る

L

と

い

ふ

事

は

、

経

前

上

非

常

K

便

利

な

事

で

あ

っ

て

、

日

記

等

の

制

仰

い

家

具

は

山

南

を

必

要

に

肱

じ

て

寝

室

・

な

ど

K

使

ふ

場

合

K

.

凶

洋

風

の

袋

内

家

具

と

ち

が

っ

て

安

々

と

他

の

場

所

K

運

搬

す

る

一

ゆ

が

出

来

て

一

つ

の

去

を

種

々

の

朗

建

K

川

ひ

得

る

便

宜

が

あ

る

。

鑑

定

所

を

川

ふ

る

事

の

最

も

利

益

な

事

は

床

面

一

尺

以

下

の

高

さ

の

所

に

は

塵

挨

と

徽

菌

と

が

最

も

多

い

か

ら

そ

の

中

に

頭

を

償

た

え

ぬ

と

い

ふ

事

で

る

る
。

放

に

狭

い

家

で

あ

れ

ば

筆

聞

は

折

品

目

ん

で

押

入

の

中

に

始

末

を

す

る

や

う

な

便

利

友

寝

墓

を

使

用

す

れ

ば

よ

ろ

し

い

。

以

上

の

棋

な

二

つ

の

異

っ

た

方

式

が

る

る

と

同

時

に

卒

家

な

ら

ぬ

二

階

建

の

住

家

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

室

の

使

肘

法

は

二

つ

の

方

式

を

見

出

す

と

と

が

出

米

る

の

で

b

る

。

一

つ

は

階

下

を

同

問

、

張

所

、

家

肢

の

寝

不

等

に

あ

て

.

来

客

に

閥

係

あ

る

や

う

友

ぃ

苦
戦
州

、

客

間

位一寸

を

二

階

K

も

っ

て

ゆ

く

と

い

ふ

ゃ

う

危

都

合

地

K

張

達

し

た

形

式

と

.

今

一

つ

は

階

下

K

居

間

、

忍

所

、

食

事

室

、

客

間

を

と

L

町

、

二

階

は

全

身

家

族

問

の

寝

室

友

ど

に

首

て

る

や

う

念

作

風

試

の

間

取

と

が

あ

〆

。

何

れ

が

よ

ろ

し

い

か

は

住

む

人

の

職

業

と

か

‘

趣

味

、

家

族

の

以

態

等

か

ら

し

て

判

断

す

べ

き

で

あ

る

が

、

衛

生

上

の

立

場

か

ら

考

へ

れ

ば

家

族

の

寝

室

を

比

較

的

臨

検

の

飛

散

の

少

・

な

い

、

清

浄

な

ん

全

集

の

あ

る

.

高

所

や

玄

関

等

の

繁

雑

左

記

円

響

か

ら

述

ざ

か

っ

た

二

階

に

と

っ

た

方

が

有

効

で

あ

る

。

。

以

上

の

や

う

に

馬

問

中

心

と

相

問

中

心

と

の

二

つ

の

形

式

を

述

べ

た

が

‘

現

代

の

中

流

生

前

者

が

は

た

し

て

ど

ち

ら

を

取

り

入

る

る

で

あ

ら

う

か

?

仰

人

主

義

個

人

意

識

の

強

い

近

代

は

家

族

全

館

一

つ

所

に

居

る

よ

り

も

各

k

専

川

室

を

持

ち

他

人

に

ゐ

か

さ

れ

ぬ

安

の

あ

る

事

を

欲

し

て

魁

る

の

で

は

あ

る

ま

い

か

?

u

ハ

経

済

k

最

も

便

利

な

貼

の

み

で

な

く

愉

快

を

欲

す

る

心

と

か

.

縫

っ

た

も

の

を

好

む

心

と

か

、

問

洋

風

の

生

活

を

と

り

入

れ

た

い

心

と

か

の

働

き

の

多

少

に

依

っ

て

、

前

者

を

え

ら

ぶ

べ

き

ル

或

は

後

者

に

し

て

よ

ろ

し

い

か

が

決

定

さ

る

ぺ

き

引

で

あ

ら

う

。

'

H

-A

等

は

間

取

を

す

る

際

K

J械

念

的

に

考

へ

ゐ

く

べ

き

主

で

あ

る

が

‘

そ

の

ほ

か

間

取

の

際

の

注

意

事

項

を

山

市

げ

て

み

や

う

。

一

、

各

出

の

迎

仙

析

を

よ

く

す

る

と

と

.

、

各

室

と

も

各

季

節

を

通

じ

て

成

る

べ

く

多

く

の

日

光

射

入

を

う

け

る

と

と

。

一

、

泊

風

が

よ

く

室

内

が

乾

燥

し

う

ス
U

F

」

ム

」

O

一

、

家

会

胞

の

ま

と

ま

り

が

あ

る

と

ム

」。

一

、

家

に

は

桐

岱

の

ゆ

と

り

を

持

つ

と

と

。

一

、

最

も

経

梢

的

K

建

て

る

と

と

。

一

、

家

と

道

踏

と

の

連

絡

を

よ

〈

す

る

と

と

。

一

、

非

常

時

の

相

場

合

に

は

越

難

し

や

す

き

と

と

。

等

で

あ

っ

て

、

前

に

も

一

寸

述

べ

た

が

室

の

配

置

を

表

ノ

部

l

v

A
閥
、

肱

接

室

、

客

室

.

室

田

生

部

尿

及

之

に

附

属

す

る

便

所

、

洗

面

所

。

奥

ノ

部

|

居

間

寝

主

.

見

送

主

・

食

市

川

巧

納

戸

、

女

中

一部

尼

及

之

K

附

脱

す

る

浴

宝

、

便

所

、

洗

面

所

。

働

ノ

部

|

議

所

川

擢

所

等

に

分

類

す

る

0

・

奥

ノ

部

K

届

す

る

去

を

ば

多

く

は

京

市

或

は

市

K

向

は

せ

る

の

が

最

上

で

わ

る

υ

と

L

は

一

家

の

中

心

ω
ぷ

で

あ

れ

ば

、

日

光

の

射

入

を

充

分

に

う

け

、

風

通

し

よ

く

街

生

に

か

の

ふ

た

佐

世

に

す

る

必

姿

が

あ

る

。

表

ノ

部

は

多

く

は

他

人

の

出

入

に

便

利

の

や

う

に

、

道

路

に

近

く

し

、

北

或

は

東

北

に

む

け

、

働

ノ

部

は

水

や

火

を

取

扱

ふ

べ

弁

一
所

で

あ

る

か

ら

、

大

凡

と

れ

等

を

ま

と

め

誕

口

に

近

い

方

が

便

利

で

あ

る

。

恒

し

+

へ

邸

宅

は

道

路

の

南

側

が

敷

地

で

あ

れ

ば

.

重

要

な

宝

が

大

韓

日

光

を

-
つ

け

て

術

生

的

危

位

家

が

川

来

反

封

に

小

住

宅

の

場

合

に

は

道

路

の

北

側

k

b

っ

た

方

が

衛

生

的

で

あ

る

バ

凶

参

照

)

悲

し

叉

東

西

に

狭

く

南

北

に

細

長

い

間

取

で

は

笠

聞

の

充

分

注

目

光

を

う

け

る

事

が

少

友

い

か

ら

か

ι

る

家

は

冬

季

陀

は

寒

く
、

夏

に

は

朝

夕

の

仰

角

の

小

- 3S ー
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主え踏

令

I

T

-

-

友

る

日

光

の

射

入

か

ら

一

川

掛

川

柴

刺

で

一

日

中

朝

か

ら

悦

迄

劫

く

て

耐

え

難

い

欣

態

に

な

る

口

岡

山

'

川

き

か

ら

一
式

て

も

南

北

の

方

向

に

風

が

泊

る

家

は

涼

し

い

。

昔

幕

末

の

奇

士

松

浦

北

海

翁

の

帯

粛

に

一

愚

政

の

も

の

が

あ

っ

た

三

て

珍

脊

且

つ

理

想

の

や

う

K

評

さ

れ

た

の

を

読

ん

だ

事

が

あ

る

が

、

是

は

趣

味

の

も

の

と

し

て

な

ら

よ

ろ

し

い

の

で

あ

っ

て

、

官

際

と

L

に

と

じ

と

も

っ

て

m
m

究

し

た

り

読

書

し

た

り

す

る

の

は

衛

生

上

よ

ろ

し

く

友

い

。

何

ぜ

な

ら

ば

居

室

は

一

人

宛

の

呼

吸

に

よ

る

瓦

斯

の

量

に

依

e

て

き

め

ら

れ

る

ホ

の

で

あ

る

。

最

小

限

度

大

人

一

人

宛

十

五

立

方

米

の

院

さ

と

さ

れ

て

脳

る

。

故

K

子

供

ヘ

で

で

も

作

ろ

う

と

忠

ふ

て

、

二

人

の

姉

妹

を

一

山

で

に

ゐ

く

な

ら

最

小

限

度

三

十

立

方

米

即

ち

八

μ

へ

の

高

さ

の

天

井

で

六

投

開

以

上

友

け

れ

L.:t:_ f 乞 位L 二l、

ｾｄＧ＠ ｾ＠

防

ば

不

術

生

友

の

で

あ

る

。

之

は

コ

ツ

ペ

ン

ハ

ウ

ヱ

ル

と

い

ふ

術

生

緋

有

の

世

胎

報

告

さ

れ

て

居

る

も

の

で

俄

戚

あ

る

州

主

で

あ

る

。

さ

れ

ば

家

肢

の

教

に

依

っ

て

そ

の

出

帆

さ

が

ト

へ

凡

き

め

ら

る

ぺ

を

も

の

で

あ

り

の

O

。

宅

は

使

附

上

正

方

形

‘

h

d

ば

長

方

形

が

よ

ろ

し

い

、

む

や

み

に

き

ど

っ

て

鋭

角

と

か

凶

品

川

の

附

を

も

っ

た

ん

宝

は

家

具

を

ゐ

く

の

に

不

便

で

あ

っ

て

使

用

し

に

く

い

。

住

宅

は

家

庭

の

外

包

1

あ

わ

生

活

の

容

絡

で

b

っ

て

、

風

間

来

一
暑

を

凌

ぐ

の

用

の

み

で

は

友

〈

人

聞

は

そ

の

山

中

に

生

れ

、

育

ち

、

い

と

ひ

.

老

を

養

ふ

の

で

る

る

o

M

人

に

あ

っ

て

は

向

一

史

凶

六

時

中

金

生

慌

を

崩

じ

て

、

今

生

析

を

と

の

中

で

営

む

の

で

あ

る

か

ら

.

住

宅

は

他

出

版

.

他

性

、

和

然

、

所

助

等

家

政

金

棺

の

心

身

を

支

配

し

、

や

が

て

は

枇

=

合

の

そ

れ

等

を

支

配

す

る

の

で

あ

る

。

大

一

一

位

家

は

或

意

味

に

於

て

は

人

間

生

活

を

川
町
一
一

支

配

す

る

と

い

ふ

事

が

出

来

・

人

生

K

J

b

=

釘

し

て

重

大

な

意

義

を

有

す

る

も

の

で

r
=
-
あ

る

。

ι

主

O

臥

w

=

近

一

米

は

都

A

W

H

生

早

川

者

K

も

山

谷

H

却

K

簡

い

却

に

性

ま

わ

れ

る

や

う

に

‘

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ハ

ウ

ス

が

匙

て

ら

れ

、

利

便

を

は

か

ら

れ

て

居

る
。

と

の

や

う

な

所

か

ら

考

へ

る

と

、

あ

へ

て

仙

人

五

日

k

が

闘

を

な

や

ま

し

て

設

計

を

し

家

を

建

て

る

の

必

要

が

な

い

や

う

に

も

思

は

る

L

が

一

方

政

府

の

一

つ

の

岡

山

象

的

制

念

悩

養

の

た

め

の

政

策

か

、

中

流

生

目

的

者

に

は

低

利

資

金

を

貸

興

し

て

側

人

の

位

ひ

を

建

て

さ

せ

、

関

心

然

の

根

本

た

る

「

家

」

の

制

念

を

も

た

せ

る

と

い

ふ

織

な

と

と

を

参

酌

し

て

み

て

も

‘

此

の

階

級

官

す

で

に

、

円

む

か

ら

各

々

の

性

・

援

を

建

て

る

と

い

ふ

引

は

盆

k

あ

る

と

思

ふ

。

そ

れ

に

各

階

級

を

通

じ

て

昔

は

住

家

は

第

二

の

も

の

と

し

‘

服

装

を

第

一

一K

考

へ

る

峨

な

傾

向

が

あ

っ

た

り

き

ら

び

や

か

な

附

叫

訟

を

し

た

人

の

行

く

さ

き

は

川

し

い

長

尾

に

は

い

っ

た

り

或

は

と

ろ

び

そ

う

な

家

の

中

に

消

え

た

り

と

い

ふ

桟

左

わ

け

で

、

そ

の

纏

ふ

て

明

る

も

の

と

位

家

と

は

あ

ま

り

に

か

け

離

れ

て

居

っ

た

。

し

か

し

最

近

は

そ

の

犠

友

極

端

ゑ

不

釣

合

友

犠

を

み

る

の

も

少

な

く

た

り

住

家

と

間

接

と

は

均

術

さ

れ

た

や

う

に

見

う

け

ら

れ

る

。

。

「

性

の

た

め

に

多

く

の

財

貨

を

費

ふ

人

聞

は

文

化

人

な

り

L

「

真

の

文

化

生

析

は

よ

〈

住

む

と

と

」

等

の

言

葉

を

き

い

て

も

現

代

は

「

住

宅

時

代

」

の

忽

明

朗

で

あ

ら

う

。

住

宅

以

外

の

公

共

建

築

は

長

足

の

進

歩

を

き

た

し

、

我

閣

に

も

ピ

ザ

ン

チ

イ

ン

建

築

る

り

・

ゴ

シ

ッ

ク

建

築

あ

り

、

メ

ン

デ

ル

ス

プ

ー

ン

律

挺

あ

り

、

ラ

イ

ト

建

築

あ

り

、

且

つ

そ

の

設

備

も

科

皐

の

'

M

K

依

つ

C

紋

も

愉

快

に

能

率

的

に

張

反

さ

れ

て

居

る

今

日

、

住

宅

に

も

世

界

の

一

大

潮

流

に

ゐ

し

怖

さ

れ

、

い

つ

ま

ε
も

坐

式

生

析

に

の

み

拘

泥

せ

や

、

能

察

衛

生

的

危

ぶ

椅

子

式

に

改

め

.

・文

明

の

利

絡

を

佐

川

し

最

も

愉

快

な

住

み

良

い

牧

家

を

完

成

す

る

意

気

迫

程

に

あ

る

現

代

の

我

閣

に

於

て

は

‘

特

に

一

家

の

主

制

た

る

立

場

よ

り

し

て

真

に

能

事

的

な

伐

採

K

叶

上

ぐ

ぺ

〈

カ

す

べ

き

で

あ

お

。

故

に

ハ朱

を

新

た

に

建

て

ゃ

う

と

す

る

に

は

、

間

取

及

設

備

の

計

制

芝

充

分

に

梨

を

つ

け

て

射

の

き

い

た

も

の

に

し

て

ゆ

き

た

い

。

百

際

上

非

常

な

多

- 36 ー



579 翁 建 k 量 士 曾 ( 玄I V)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..................................・・・・・・・・・z・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

額

な

建

築

費

を

か

け

、

見

事

友

材

木

を

使

用

L

て

建

て

ら

れ

た

家

で

毒

つ

で

も

担

て

川

出

来

上

っ

て

み

て

不

便

た

所

に

附

段

が

つ

い

た

が

た

め

に

家

中

を

廻

っ

て

二

階

に

昇

っ

た

り

1

食

事

績

と

高

所

と

が

徐

り

に

か

け

離

れ

て

能

率

が

あ

が

ら

・

な

か

っ

た

り

す

ろ

捗

で

は

、

恐

ら

く

一

室

内

装

床

の

m

kは

、掛

け

物

、

押

花

]

等

と

き

ま

り

き

っ

た

装

飾

、

設

，右

一ぺ

き

庭

K

在

る

J

と

い

ふ

と

と

κ
自

分

建

の

限

は

徐

り

に

馴

れ

過

ぎ

て

は

居
・

な

い

だ

ら

ふ

か

。

と

と

に

婦

人

室

や

再

開

は

却

っ

て

無

頓

着

に

，過

ぎ

で

は

居

な

い

だ

ら

ふ

か

居

間

の

明

り

、

茶

の

間

の

火

鉢

の

世

ぎ

、
、

場

所

、

臨

滞

闘

の

色

が

も

た

ら

す

や

は

ら

ぎ

迄

に

も

制

筏

芹

丘

、主

b

L

は

ら

ひ

た

い

と

思

ひ

ま

す

。

O

 

各

告

に

そ

れ

λ

〈

の

調

度

備

品

は

定

'

ま

っ

た

も

の

で

は

あ

り

ま

す

が

、

ど

う

し

て

も

日

本

間

で

は

各

阜

の

出

入

り

が

自

由

遁

釘

七

つ

い

客

聞

の

火

鉢

を

一

、
す

香

曹

戸
内
へ

持

-
っ

て

来

て

そ

0

・
ま巴

主

で

あ

っ

た

り

、

ま

だ

茶

の

間

の

座

蒲

圏

を

念

ぎ

生

涯

佐

は

ね

ば

な

ら

ぬ

そ

の

位

家

が

、

毎

日

の

生

前

に

不

快

と

不

便

と

不

粧

栴

と

左

味

は

せ

て

、

住

む

人

に

困

難

を

感

じ

さ

せ

る

や

う

な

事

の

友

い

や

う

に

祭

を

つ

け

た

い

。

そ

れ

等

の

失

敗

を

な

く

す

る

た

め

に

は

只

主

人

の

計

制

や

趣

味

の

み

で

す

る

の

で

は

な

く

‘

主

婦

と

共

飾

就

い

vと

の

場

合

に

玄

闘

へ

持

ち

出

し

て

間

に

合

せ

た

り

す

る

も

の

で

す

か

ら

、

装

飾

t

f

い

ふ

事

K

至

る

迄

に

も

、

各

部

尾

K

調

和

す

る

様

陀

考

へ

た

、

そ

の

部

尾

/

¥

に

キ

ツ

チ

リ

あ

て

は

ま

っ

た

備

品

調

度

を

動

か

さ

な

い

様

に

し

た

い

も

の

だ

と

思

ひ

ま

す

っ
O

 

そ

し

て

各

部

屋

K

は

、

ど

う

し

て

も

一

っ

と

し

て

動

か

す

事

が

出

来

無

い

程

に

シ

ッ

ク

リ

と

あ

て

は

ま

っ

た

形

B

f

l

色

調

子

と

を

持

っ

た

も

の

を

そ

な

へ

つ

け

た

い

と

思

ひ

ま

す

。

O

 

客

聞

か

ら

玄

閥

、

客

を

送

り

出

し

て

ホ

ツ

と

休

息

す

る

茶

の

聞

の

な

ご

や

か

念

集

八

刀

に

入

る

、

寝

室

の

ま

ど

ら

か

に

に

古

川

.

分

に

よ

く

研

究

し

て

プ

ラ

ン

を

練

h

町、

大

韓

プ

ラ

ン

の

出

来

上

っ

た

時

に

は

家

族

中

の

老

人

も

子

供

も

共

に

家

族

の

集

合

を

聞

い

て

、

そ

れ

A

¥
意

見

を

き

く

べ

き

で

あ

る

。

特

に

事

所

と

か

洗

濯

場

、

子

供

室

‘

押

入

等

に

つ

い

て

は

日

頃

よ

り

賓

際

使

用

上

篤

く

べ

き

護

見

て

キ尾

静

か

な

た

れ

と

め

た

色

に

つ

L

ま

れ

て

の

感

じ

‘

そ

う

し

た

い

ち

/

¥

各

部

照

毎

に

臭

っ

た

感

じ

と

居

心

地

を

味

は

ふ

た

め

・

一

部

厚

毎

に

細

心

な

心

く

ば

り

を

致

し

た

い

も

の

で

あ

り

ま

す

U

O

 

洋

間

で

あ

り

ま

す

と

壁

紙

の

色

が

そ

の

部

照

の

大

部

の

気

分

を

な

し

て

居

り

ま

ず

か

ら

、

そ

の

主

色

に

合

せ

て

そ

れ

ん

¥

調

度

備

品

を

作

っ

て

ゆ

け

ば

よ

い

と

思

は

れ

ま

す

が

、

日

本

間

は

墜

の

色

は

比

較

的

洋

聞

の

様

に

壁

そ

れ

自

身

を

抜

飾

風

に

作

る

わ

り

に

は

参

ら

ぬ

様

で

す

か

ら

、

自

然

襖

の

色

を

考

の

中

に

入

れ

た

い

と

思

ひ

ま

す

。

襖

の

色

は

従

来

の

場

合

簡

単

な

ゅ

は

ゆ

る

襖

紙

で

-

あ

り

ま

L

て

、

そ

れ

も

大

抵

は

白

地

に

雲

母

を

さ

れ

て

肘

る

主

婦

の

意

見

を

慎

重

に

傾

聴

し

‘

そ

れ

を

と

り

入

れ

て

ゆ

く

べ

き

で

あ

る

。

そ

う

す

る

と

間

取

に

於

て

も
、

め

っ

た

に

失

敗

す

る

様

な

事

も

な

く

、

一

生

町

生

前

し

や

す

い

住

家

が

出

来

る

の

で

あ

る

。

(

出

先

)

原

緋

子

佐

で

m

単

調

な

形

を

し

た

様

友

も

の

で

あ

り

ま

し

て

、

そ

れ

が

可

成

り

無

保

件

に

客

告

に

も

居

聞

に

も

強

ら

れ

て

居

た

り

致

し

ま

す

が

、

せ

め

て

そ

の

雲

母

摺

の

模

様

に

た

り

と

d

h

各

・宗

の

気

分

に

合

は

せ

て

新

ら

し

く

嗣

を

作

っ

て

摺

っ

て

ほ

し

い

も

の

だ

と

思

ひ

ま

す

。

O

 

と

れ

は

或

る

美

術

家

の

あ

性

居

で

拝

見

し

た

の

で

す

が

、

そ

の

婦

人

室

と

も

い

ふ

べ

き

庭

の

‘襖

が

白

拙

に

し

だ

れ

棲

を

雲

母

摺

に

し

た

も

の

で

あ

り

ま

し

た

が

、

大

そ

う

よ

い

調

和

を

見

せ

て

い

た

ピ

い

た

事

で

し

た

。

襖

紙

等

は

可

成

り

自

由

な

も

の

で

あ

り

ま

ず

か

ら

ま

だ

/

1
柴

し

ん

で

考

へ

を

入

れ

る

事

部

州

議

る

桟

に

思

ひ

ま

す

。
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Q

 

そ

の

他

明

り

の

と

と

等

い

る

/

¥

l

祭

づ

い

て

居

る

黙

d

、

あ

り

ま

す

が

ま

づ

前

-m
し

ま

し

た

部

局

毎

の

主

調

の

色

や

感

じ

を

き

め

て

あ

と

は

自

づ

か

ら

合

せ

て

ゆ

き

た

い

と

思

ひ

ま

す

o

自

分

の

乎

で

好

み

遇

り

に

最

初

か

ら

建

築

し

て

か

L

る

自

由

さ

の

ゆ

る

さ

れ

た

人

ば

か

の

で

な

〈
、

・恨

り

位

居

の

閉

院

も

日

常

の

生

し

の

調

査

肇

所

改

善

資

料

長

近

生

所

改

善

、

生

所

改

善

と

云

ふ

聾

が

暗

じ

く

世

間

で

幅

へ

ら

れ

て

来

て

沿

り

ま

す

が

、

と

り

わ

け

我

闘

民

生

活

の

欣

況

か

ら

部

ヘ

ュ

す

と

、

生

所

改

諮

問

の

先

づ

第

一

一

は

食

物

及

び

食

物

調

理

の

ム

円

理

化

で

あ

る

と

思

ひ

ま

す

o

し

か

も

主

婦

の

一

日

中

の

仕

事

の

食

物

調

理

に

闘

す

る

も

の

が

共

大

学

を

、占

め

て

お

り

ま

す

。

合

理

的

危

調

理

法

を

し

ゃ

う

と

す

れ

ば

科

接

的

嘉

所

施

設

を

し

-

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

高

所

の

能

率

精

進

を

計

っ

て

行

く

上

に

沿

い

て

は

是

非

と

も

必

要

た

事

C

あ

り

ま

す

。

如

斯

姦

所

は

家

庭

一生

前

上

京

要

注

位

置

を

占

鐙

て

た

り

ま

す

が

練

っ

て

我

閣

の

今

日

の

牽

所

を

覗

い

て

見

ま

す

と

淘

に

寒

心

に

塔

へ

な

い

ゐ

の

が

そ

の

多

数

を

市

め

て

お

り

ま

す

。

母

性

同

教

育

と

云

て

ふ

一山中

が

盛

ん

に

唱

へ

ら

れ

て

ゐ

る

今

日

、

主

婦

の

思

想

向

上

の

震

の

時

聞

を

も

此

・

議

所

の

能

率

化

に

よ

っ

て

生

み

出

角 鷲

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

か

と

思

ひ

ま

す

如

斯

す

る

に

は

先

づ

現

代

の

住

宅

の

議

所

の

賓

際

欣

態

宣

調

布

し

、

そ

の

結

(

注

意

表

某 匝 一 五| 大阪府盟問 萱野 村 間

家の職業 | 無 限 |家族人鍛1 4人

家 |  家会位の 間取問を跡、て下さい 縮尺 τ占百

ヨモ | 保 光 | 頁 否 1 "" 大阪の 郊外住宅 として 日常

値 I  iili ｭｾ＠ 1--;-ゴz m 風 よ し廃 も子供本位で

羽 風 I K 1'1 1 ノ あ る

|  苓所 の設計柄1を綜i I ミ3干十分 のーで舎いて戸棚、流し、電、

燈 その{也の目Efi 量も 入れて下 さい

12 R  ｶ Ｖ 刈 むと ｬ 泣 ｩｾ [  l 度よし

入 口 峨 I 2  1問 | 警 な し

大 脅さ 16 )，そ x 2 尺 IT i 骨子戸障子|その他な LI 天窓有無

慾 |一一一 一|一一一一 一 l一一一三 三I - - - - I __一二二一一

個 扱 I 2  1問 |臭気扱有無| 撃 な し

床 1  :1.. ｲ ，ｾ＠ 1板 政 |μ 1: 床 は 揚板l

木 製 | 品 下 は戸棚 、 t は棚l

第

7宝

何名

府

tti. 

落

所

石 ｗＡｾし流

段 式 |号|遣 戸。食務戸棚は聞き戸( 関口 3 尺奥行 1. 2尺)

戸

ハ

空

欄

を

瀦

し

そ

大きさ ! 間口 ι 尺 |奥行 l 尺吋 高 さ 6尺

棚 l 内容物 |戸棚には 不用品乾物。食然棚には 食器類瓶詰等

閥 、| 禍 | 設 備 |す ;認 fJJv需給付あ

廃 | 所 作 lRZ女三三所の中にてはバケツ

設 備 |木紳1にコ ーノレターノレを塗る

の

他

不

用

市

の

線

本

で

あ

る

家

の

中

の

気

分

を

出

氷

る

だ

け

生

か

し

て

生

活

す

る

事

は

何

よ

り

の

装

飾

だ

と

悶

仰

ひ

ま

す

。

井

静

清

子子

- 38 ｾ＠

川

市

に

立

脚

し

種

々

細

か

い

貼

を

も

改

善

し

て

行

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

へ

先

づ

大

阪

地

方

の

富

山

肌

調

茶

を

始

め

文

字

の

下

に

線

あ

る

も

の

は

味

油

田

を

意

味

す

)

底
の

個

所

調1

物

[名
行 方 !外郊 の耳古溝に入り流れ る

五 無 |改善の必要| 五

1  - ' 0- " ' "  1備 ;a{ JiJrの出口のす (' 右官!I! 。

物 置 | 亙 無 |考 屋 根 不 用 品 薪 炭漬物を永れる

ｾ＠ Ｊ 十 日瓦 ｉ ｾ 戸 ｼ ポン プ ドの 他 な じ

ヌ 斯 1 ! L A 1  同

噴号臭 気

E

 

・

4

U

し

官2

は

消

し

て

下

さ

ν、

、J

L J 墨
料燃

戸棚の中の木製米糠 の中米 の置場所

戸棚 の中又は調理蓋

一定 二皐与之i

野楽その他の食品の置 |

場 所 |  

調理豪 Y ス芸をその他 の

認の首i さ
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宝
叱，

岡A  

平 面 圃第 - f富

ロ主

面 国早

L

M

'
n
 

，

島

『

t .  

a: 

隣

家

札

5  

4  

@

串

耳

e
作

i聖

主.

$:. 

圃

t  .. "  tI '  

面
平

事 エー ?官

，，r 

-
F  

， 

t  
、

、
、

、
、 ，ーー、，

、，

v  

古7

ヘ2

隣

ふ、- "  

向

、ー

叫
t  

家

隣

家

九

ロ

F  

t ‘  
ロ

え

向

tマE

%  

t  
H

E

片

畑

F

時

下

)

前産

X  

芝、扇 [信サ

蹄it 

内

転他 I b  0 坪

語 ｾＱ 平 Ｓ Ｐ 坪 .. 

，; p官 I ， Ｎ ｾ Ｕ＠ ，平.
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No. l  第 二 表 調 査 結 果 調 査戸 鮫 35戸

t

-
戸

w

v

v

v

v

v

一

坪

V

O

桝

H

M

一

j

j

t

i

-

-

4

2

5

1

4

一
8

0

2

1

2

2

1

一

コ
.

8

6
.

一

-

l

-

q

u

『

，

・

1

&

坪

一

下

上

下

上

一

数

一

以

w

u
v

w

u

以

以

以

一

知

H

M
W

処

一

川

ω

日

ω

m

叫

m

m

一

利

献

恥

-

圃

明

t

u
H

M
M

主

一

戸

M
M

μ

“w

u
w

M
H

U
H

-

ω

5

5

一

-

0

4

6

i

d

{

一

0

4

6

4

7

2

2

-

U

4

l

A

一

下

k

一

鮫

数

政

一

以

M
W

W

H

O

M
M

以

一

坪

坪

畑

町

立

一

伴

一

均

大

小

型

一

ω

ω

∞

引

∞

∞

∞

一

平

最

哉

一

t

a

T
』

弓

4

q

d

q

u

-

下

ト

M

M

H

H

H

H

H

H

H

H

ト

h

I

H

H

M

M

H

H

H

H

U

H

-げ

H

H

H

J

H

H川

1

1

リ

リ

川

目

1

1

1

l

l

一

一

員

員

家

州

一

戸

w

w

u
μ

M
H

H

U
H

-

紅

行

業

J

一

ロ

7

5

4

4

2

l

一

舎

銀

賞

E

一

貝

-

ョ

一

行

職

員

業

師

支

家

一

数

鍛

t

一

郎

業

一

多

少

単

一

尉

無

数

尚

融

商

宵

賢

一

最

最

一

一

合

一

一

-

内

一

戸

M
P

μ

F

h

一

一

一

市

均

一

7

ロ

b

川

田

新

医

一

-

-

一

居

一

内

内

浦

方

一

数

一

市

市

一

多

佐

一

裕

新

都

地

一

最

ー

リ

1

1
汁

H

日

川

I

l

l

l

}

1

1

1

J

H

H

H

H
川

H

H

H

H

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

r

I

l

l

i

-

-

l

i

l

-

-

i

一

戸

w

w

H

μ

μ

M
V

U

N

N

W

-

以

ν

v

v

一

-

，A

内

J

人

一

9

5

4

5

2

5

2

2

1

-

6

族

一
?

i

一

味

一

一
族

一

均

員

民

一ザ

一

家

u
p

uド

M
W

M
M

M
W

W

N

W

-

人

人

イ

一

人

H
H

U
W

M
M

M

U
W

M
W

M
M

M
W

一

大

小

-一

3

4

5

6

7

8

9

0

2

一

卒

最

最

1

3

圃

No 2  

ｾ＠ 数 3長 所 の 位 'j{(

3差 所 の m さ

1τ  主主 〈坪 〉 |  坐 主主 と の 比 人 員 と の 比
一 一 一

x 坪 以 下 13  東 にあ る家 5 戸 j j 年以下 l 戸 o護所山康 ;; 'c 1  ｾι ＱＮＩ＠ Ｈ Ｑ 人＿寄りの ｾ所 申府書 、

40 

"  
10  東 南 fI 

5  "  
1. 5  fI 7  I1 

3前後 4 戸 0.:1坪 以 下 B 戸

5  I 南 H5ο 
fI 2  fI I1 

5  fI 5  fI 7  fI 
0. 5 W前 後

14  I1 

6u  

"  
|  南 西 I1  

3 ρ  
3  

fI 
10 fI 'J fI 13  fI 0. 7 I1  も fI

70 
fI 

3  西
fI 8  fI 4  

fI 3  fI I  10 ゲ

8  I1 fI 4  fI 

80  
fI 

2  西北 I1 1  11 
5  

I1 4  11  
15以 トー

3  fI 1. 5  fI 1  I1  

9:) fI 

北
fI 

6  fI 6  
fI 2  fI z  

I1 
2  fI 

100  
fI !  東 北 H  5  '1 6坪 以 上

3  fI 

I(但 し 雌は 坪 になほ

して ffl "'; 、) :  

平 均 昼鍛 39.9  卒 均 坪 数 2.8 

最 大 ・忍 Ｇ ｾ ｾ 92.5 鼠 多 数 四
最大 I1 11. 0  

最 少 fI 最 少 数 西 北 最 少 fI 0.94 

No. 3 

窓

窓 の大 きさ( 坪〉 床 面 と の よb 窓 のｾ 具 天 窓、

板 政 11 戸 l 2均三 l 戸 (窓 を! と して) 精 子 戸 : 28 戸 有 る も の 8 戸

タ ダ キ
20 I1 1 - 0. 5  10  fI l 以下 1 戸 降

=子 J 11 
無きも の 27  fI 

nll 
5  fI O.Sー 0. 3 11 fI 

3前後 4  fI 慾なき もの 4ρ 

0.1前 後 8  fI 5  11 3  fI 

ｾ な き もの 4  fI 7  fI 6  I1 

10  fI 
色 "

最 多 数
タ ダ キ |  

最 大 2坪 最 多 重 立 晴子戸

ｏＮ ｉ ￞Ｇｾ＠
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No.4 

臭 気 抜

戸 世田

対: 具 奥 行 詰i
号、

内 草手 物

有るも の 6 戸 引 遠 戸 32 戸 1尺の もの 5 戸 3 尺 2 戸 食 2佐 35 戸

無 き も の
2 9  11 聞 き 戸

9  11 1. 2  Jo<i. 11 5  11 
4  

11 
1

11 Ｉｨｾ＠ 腕
2 1  11 

1. 5  
11 

1 0  11 4.5  11 1
11 

米
:76  11 

2.0  
11 

1 2  11 5  11 12  11 
調 味 i TI 1 2 "  

3.0  
11 8  11 5 5  11 

2
11 

殺 類
9  11 

6  
11 11 11 

食

ロ ら 11

ロロ

作付なるも の 2 1  11 8  
11 

1
11 

瓶 百古
2  11 

作 付 な らざる

5  '1 弓ミ JjJ J  
6  ，1  

M 
2ν 

もの

不 明 な る も の 9  "  r:司 仁l
4早l; 物

3  11 

3 X のもの 15 戸 不 用 品
2  11 

4  
11 2  11 

会
卓 L 1  11 

L¥.5 
11 

1
11 

茶 者E
1  11 

6  
11 

1 8  11 
百主 4lJ 

1 11 

.  

8  
11 1  11 ri"l 

2 ク

9  11 
2  11 大 工道 具

1  11 

果 物
1  11 

l そ の 他

|… 数 2 尺 最 多 数 同

間 1-1 11 6 1辻

No. 5 

米 の 入 れ 場 所 流 し
告宣 給 71< 排 71< 

木製米相互[ 史J I ] 25 戸
;w 製 15 戸 燃 料 :n- 戸 17 戸 ( 流し S の7Jくの 行 方 )

ブ リキ製米械

木 製
1 2  11 

薪
炭 。 27 戸 7]<. ;首

2 9  11 
71< 7 戸

イ史用
3  11 

木 のトタ Ｏｾ民 6  11 
主L Jt庁

2 6  11 ，j f : / プ汲上
13  11  

t背 1 0
11 

戸棚 の中
7  11 

木 の 銅 張
3  11  

12  11 11針 1長 11
11 

石 炭

一炭
6  11 池 1  '1 

石 1由 1
11 

111 ら 11

コ ー ク ス 1

11 

I  7f '  
H，月

1  11 

臭事まの・4守無 1 都 炎 1由
1  11 

有 b ク 11 ォ ガ }f' !
1  11 

生｜ｾ 2 9  /1 I  rll ，xJ  ・ 3  '1 1  

改 詳 の 必 嬰

;有

1!tc  

一

薪炭 |  最 多 数 水道 |  

- 41 -
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No. 6 

ｾ物慮置 防 鼠 ｾｊｪ＠ 蝿 物 置 i 調 理 選 其他 慈の高さ

際 紺J好救 設 備 な し 。 33 戸 設 備 なし 33 戸 有 る も の 22 戸

裏 口 外 3 ) 戸 むずみと り 需Eに 命 綱
3  11 

無電も の 13 11 一 定なるも の。 19 戸

f"l  9ト 5  11 
ね と 2  11 

蝿 取 器
2  11 

不 一定のも 令: 18  11 

表 の 軒 下 2  11 

姿 所 l亡トタ。

1  11 
蝿 I反 紙

1  "  
屋 級ト F ン 張

ら 11

ン銀日

屋 根 瓦 張 5  11 

( 但 し一 定 な。るも還が

不 明 11"  
低 いもの が ある〉

護 所 にて は

ぐケ 入 l  
.，T"; ' /  !!' Iζ 28 11 

れる 。

ちりとり 3 ゲ 1

育h 内 容 物

箱
不 用 品

薪 *: 
14 11 

滋 物
6  11 

廃 紺 設 備 m鉢空宇
1  11 

Jコι 塗ーノ・!l - :  27 11 11  調 味 品
1  /! 

傘 1 "  

土 i談 。 1 /!
凶著書 具 1

/1 

司
4

E月
4  /! 

食 LE1U  '  l /! 

商 1C1U  1  

そ の {也
1  '1 

.  

内容 物 最 多 数 献 1I  

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

そ

の

第

一

歩

と

致

し

ま

し

て

大

阪

所

女

子

専

門

皐

校

家

政

理

按

科

一

年

の

三

十

五

名

の

人

k

k

第

一

表

及

A

闘

の

形

式

を

も

っ

て

調

布

記

入

を

し

て

戴

き

ま

し

た
。

制

作

.

結

巣

と

し

ま

し

て

は

大

関

第

二

表

Z

0
・
同

l

Z

0
・
c

の

械

に

な

り

ま

す

が

，

調

脊

家

庭

三

十

五

戸

中

家

政

人

数

は

卒

均

六

・

二

故

大

家

族

人

員

三

十

二

人

、

最

小

家

族

人

数

三

人

で

あ

り

ま

す

。

〈

〉

訓

十

代

住

宅

の

分

布

欣

態

は

や

は

り

新

山

内

が

故

多

数

で

三

十

戸

中

十

二

戸

で

あ

り

ま

す

。

思

い

似

の

枕

世

の

閥

係

上

作

古

川川

の

d

h

の

が

剖

A

H

K

多

く

あ

り

ま

し

た
。

家

主

の

職

業

は

銀

行

員

合

枇

討

が

最

多

数

次

い

で

無

職

・

教

は

の

順

で

あ

り

ま

す

住

宅

敷

地

は

大

惜

二

五

昨

l

三

O

昨

の

家

が

多

く

最

大

は

三

凶

問

・

五

坪

の

郡

部

の

性

宅

、

け

収

小

は

一

六

・

五

坪

の

新

市

内

の

住

宅

で

る

り

ま

す

。

卒

均

は

一

O

O

坪

と

な

の

ま

ず

。

之

に

劃

し

て

建

附

放

は

二

O

坪

前

後

の

家

が

一

番

多

く
、

最

大

建

坪

数

七

八

・

五

、

最

小

一

六

・

五

坪

.

卒

均

三

0

・

四

坪

で

る

り

ま

す

。

と

の

数

字

と

前

の

敷

地

の

数

字

と

を

比

較

し

て

見

ま

す

と

卒

均

及

び

最

大

は

約

建

川

町

一

に

釘

し

敷

地

三

で

理

想

的

の

割

合

に

な

り

ま

す

が

‘

最

小

は

敷

地

の

殆

ん

ど

全

部

に

家

屋

が

建

て

ら

れ

る

と

云

ふ

事

に

友

り

・

市

街

山

川

建

築

物

法

の

最

小

度

限

よ

め

も

更

に

割

合

の

一

惑

い

も

の

で

あ

り

ま

す

口

部

教

は

犬

積

二

五

l

三

つ

設

が

一

得

多

く

・

最

大

は

九

二

・

五

川

説

最

小

一

五

山

純

で

あ

り

ま

す

。

〈

〉

張

所

の

佐

世

は

阿

向

が

多

い

の

で

す

が

、

之

は

大

い

に

改

良

さ

る

べ

き

で

る

ら

う

と

思

ひ

ま

す

。

け

れ

ど

も

市

街

地

等

で

都

合

の

う

ま

く

行

か

な

い

も

の

も

あ

り

ま

ず

か

ら

、

そ

の

時

は

な

る

べ

く

窓

や

入

口

等

党

線

の

入

る

と

と

ろ

を

他

の

方

向

ヘ

向

け

友

ほ

し

た

い

も

の

で

あ

り

ま

す

。

西

に

次

い

で

北

向

が

多

い

の

で

あ

わ

ま

す

が

、

之

は

窓

さ

へ

大

き

く

取

っ

て

採

光

を

充

分

に

す

れ

ば

良

い

と

思

ひ

ま

す

。

普

通

大

て

い

は

居

間

や

客

問

、

寝

室

等

に

市

や

束

を

と

り

ま

す

の

ー- 42 -
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で

ど

う

し

て

も

蚕

所

は

割

の

悪

い

方

向

に

な

り

ま

す

が

‘

そ

れ

か

と

云

っ

て

墓

所

を

山

に

と

っ

て

失

敗

し

た

終

験

の

あ

る

方

も

あ

る

棋

で

す

o

夏

は

冷

房

と

し

て

使

用

す

る

誠
一

川

な

の

予

す

か

ら

や

は

わ

北

や

東

の

方

が

良

い

と

思

び

ま

す

。

議

所

の

附

教

は

一

帯

多

い

と

と

ろ

が

三

坪

で

そ

の

次

が

一

・

五

昨

で

あ

り

ま

す

。

一

開

高

所

は

狭

い

方

が

働

き

よ

く

整

理

も

し

や

す

い

も

の

で

す

o

で

す

か

ら

三

人

く

ら

ゐ

ま

で

は

一

昨

で

も

充

分

で

す

。

共

他

一

・

五

叩

か

ら

、

相

官

友

家

で

も

三

坪

あ

れ

ば

烹

分

で

せ

う

口

制

在

の

結

果

北

(

内

K

最

大

十

一

一

時

の

も

の

が

あ

り

ま

し

た

が

普

通

の

家

と

し

て

は

と

て

も

大

き

す

ま

ま

す

が

、

之

は

女

専

の

安

で

三

十

二

名

も

住

居

し

て

ゐ

る

と

と

ろ

で

す

か

ら

さ

も

あ

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

し

か

し

此

の

場

合

之

の

牛

分

く

ら

ゐ

で

も

ぷ

怖

さ

へ

芥
4

分

に

す

れ

ば

良

い

も

の

が

川

4

4

た

で

あ

ら

う

と

思

ひ

ま

す

。

叉

附

合

の

家

で

は

割

合

民

事

則

が

附

く

.

土

山

κ
し

て

大

へ

ん

働

き

に

〈

い

も

の

で

す

が

、

今

日

で

は

段

々

改

良

せ

ら

れ

て

い

ル

住

宅

で

は

理

想

的

に

行

き

つ

L

あ

る

様

で

す

。

。

石

川

の

仏

、
さ

と

説

教

の

比

に

つ

い

て

巾

し

ま

す

と

品

数

は

住

居

面

積

を

意

味

し

そ

れ

を

附

敢

に

て

出

し

た

も

の

と

華

所

の

坪

数

と

を

比

較

し

た

も

の

で

あ

り

ま

す

が

、

同

盟

蚊

七

K

射

し

て

張

所

の

厨

さ

一

の

家

が

一

蒋

多

〈
‘

次

い

で

十

劃

一

の

も

の

.

五

割

一

の

.

順

に

な

っ

て

ゐ

ま

す

。

平

均

し

て

約

住

居

面

積

の

八

分

の

一

が

葺

所

の

蹟

さ

と

・

な

っ

て

ゐ

る

の

が

普

通

の

棋

で

あ

り

ま

す

。

京

所

の

脱

さ

と

家

族

人

員

の

比

、

即

ち

一

人

世

り

志

川

の

院

さ

は

0

・

三

坪

|

0

・

一

一

時

で

一

坪

以

下

が

大

部

分

を

山

め

て

居

り

ま

す

っ

家

族

人

員

三

名

の

家

が

最

も

多

く

あ

り

ま

し

た

が

一

入

賞

り

0

・

五

坪

と

し

て

三

名

の

家

で

は

一

・

五

附

即

ち

三

挫

の

京
一

川

と

な

り

ま

す

o

特

泊

五

人

以

下

の

家

庭

と

し

て

は

J

度

趨

首

な

山

さ

の

も

の

と

注

り

ま

す

。

で

す

か

ら

院

さ

に

つ

い

て

は

大

慨

に

於

て

理

想

的

・

な

も

の

で

あ

り

ま

す

。

出

作

は

や

は

わ

閥

回

式

そ

の

ま

L

の

夕

、

キ

が

多

く

板

放

の

家

は

そ

の

半

数

で

る

り

ま

す

。

更

に

板

敷

か

リ

ノ

リ

ウ

ム

敷

民

改

良

し

て

食

事

室

か

ら

で

も

ど

と

か

ら

で

も

下

り

た

り

上

っ

た

り

す

る

必

要

の

な

い

〈

ら

い

の

高

さ

に

し

た

い

も

の

で

あ

り

ま

す

。。

存

一
所

の

窓

に

つ

い

て

は

窓

の

無

い

と

と

ろ

が

凶

戸

、

内

二

戸

は

一大

窓

も

な

〈

入

口

の

所

謂

誕

切

戸

を

開

け

放

っ

て

そ

と

よ

り

光

線

を

と

る

と

一

五

ふ

家

が

あ

り

ま

し

た

。

世

際

吹

き

す

さ

ぶ

股

去

に

於

て

戸

を

開

け

放

た

友

け

れ

ば

直

接

外

光

線

を

入

れ

る

事

の

出

来

な

い

慌

な

不

便

念

事

で

は

議

所

作

業

の

能

率

上

よ

く

な

い

ば

か

り

で

友

く

、

非

衛

生

此

の

上

も

な

い

も

の

で

あ

り

ま

す

。

窓

の

友

き

さ

に

つ

い

て

は

大

悟

二

分

の

一

|

三

分

の

一

の

高

窓

が

多

く

.

戸

は

引

謹

ひ

の

附

子

戸

が

大

部

分

を

い

山

め

て

ゐ

ま

す

。

。

設

備

と

い

た

し

ま

し

て

は

第

一

に

戸

棚

で

ご

ざ

い

ま

す

が

戸

は

引

泣

戸

が

大

部

分

を

山

め

て

居

り

ま

す

。

議

所

に

開

き

戸

を

つ

け

る

と

兎

角

邪

慨

に

な

り

勝

ち

で

す

か

ら

、

之

は

別

に

改

良

す

べ

き

貼

で

は

無

か

ら

う

と

思

ひ

ま

す

。

し

か

し

割

合

に

金

網

を

川

町

っ

た

戸

棚

等

を

使

つ

て

な

い

の

を

逃

憾

に

氾

ひ

ま

す

。

大

て

い

作

り

付

け

で

、

奥

行

き

ニ

パ

が

一

帯

多

い

の

で

b

れ

ま

す

が

戸

棚

は

た

る

べ

ぐ

浅

く

一

尺

二

寸

位

κ
し

た

い

も

の

で

す

。

間

口

は

大

て

い

一

聞

の

戸

棚

が

多

く
‘

又

戸

棚

全

惜

K

わ

た

る

大

き

な

戸

を

つ

け

た

の

が

多

い

様

で

す

が

、

な

る

べ

〈

な

ら

戸

棚

の

内

怖

を

細

か

く

仕

切

っ

て

一

つ

/

¥

l

k

戸

を

付

け

て

、

入

m
な

円

川

物

を

取

る

た

め

に

不

必

裂

友

所

ま

で

開

閉

せ

ね

ば

な

ら

な

い

大

き

な

戸

は

改

め

た

い

も

の

と

思

ひ

ま

す

。

米

の

世

場

で

φ

り

ま

す

が

大

て

い

は

在

来

の

米

附

を

刑

ひ

て

ゐ

る

棋

で

す

。

近

叫

考

策

さ

れ

た

舶

底

式

の

米

入

れ

を

用

ひ

て

ゐ

る

と

と

ろ

は

一

戸

も

あ

り

ま

せ

ん

。
戸

棚

の

内

』容

K

つ

い

て

は

大

て

い

安

抑

制

が

大

部

分

を

山

め

て

ゐ

る

技

官

す

野

菜

そ

の

他

の

壇

場

所

と

し

て

は

流

し

の

上

や

下

等

が

一

帯

多

〈

、

意

外

K

感

じ

ま

し

た

の

は

冷

脱

出

を

使

川

す

る

と

と

ろ

が

大

へ

ん

少

ぐ

一

戸

し

か

な

い

事

で

し

た

。

文

明

の

利

部

も

あ

ま

り

両

債

な

も

の

は

や

は

り

川

ひ

ら

れ

に

く

い

の

で

あ

ら

う

と

感

じ

ら

れ

ま

す

。

〈

〉

流

し

は

石

製

が

一

株

多

く

、

次

に

木

製

の

も

の

が

多

い

様

で

す

口

一

慨

に

低

す

ま

で

同

る

と

云

ふ

人

が

多

く

あ

り

ま

し

た

。

と

れ

ま

で

の

帯

物

等

に

も

理

恕

的

友

商

さ

の

寸

法

等

は

出

て

は

い

川

り

ま

す

が

貧

際

改

良

さ

れ

て

ゐ

る

家

は

対

ん

ど

無

い

様

で

す

。

背

か

ら

あ

る

流

し

等

で

も

そ

の

官

時

K

於

て

は

泊

首

友

両

さ

に

つ

く

ら

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

の

で

せ

う

が

‘

近

凶

段

々

と

女

子

の

他

絡

も

良

〈

-

な

っ

て

来

、

母

の

時

代

の

道

具

ソ

て

の
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ま

L

で

は

低

す

ぎ

る

と

併

す

る

も

あ

へ

て

過

言

ぜ

は

な

い

と

思

ひ

ま

す

o

よ

し

新

し

く

つ

く

ら

友

〈

と

も

下

K

足

つ

ぎ

を

す

る

と

か

の

方

法

で

聞

に

合

ふ

と

思

ひ

ま

す

。

笥

は

燃

料

に

よ

っ

て

広

ま

る

も

の

で

す

が

燃

料

と

し

て

は

薪

決

が

一

蒋

多

く

そ

の

次

に

瓦

斯

で

あ

h

り

ま

す

。

瓜

品

川

と

し

て

訂

炭

が

大

部

分

川

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

級

で

す

0

・

屯

筑

前

向

能

の

時

代

に

な

り

ま

し

た

が

電

筑

の

利

川

は

割

人

け

に

少

い

様

で

す

。

航

段

か

ら

云

ひ

え

し

て

も

や

は

り

瓦

斯

が

一

株

安

的

K

便

利

で

あ

る

様

で

す

。

A

V

 

給

水

の

方

法

は

水

道

が

一

得

多

く

、

井

戸

で

も

ポ

ン

プ

泌

上

ω
割

合

に

多

い

の

は

井

戸

の

大

分

改

良

せ

ら

れ

つ

L

あ

る

引

を

示

し

て

ゐ

る

と

忠

ひ

ま

す

。

排

水

と

し

て

流

し

の

水

は

何

庭

へ

流

れ

る

か

を

見

ま

す

と

ほ

に

下

水

と

咋

い

て

る

る

の

が

七

、

溝

が

一

O

、

附

渠

が

一
一

で

あ

り

ま

す

口

下

水

は

晴

梨

か

、

開

講

か

の

岡

山

が

は

っ

き

り

し

ま

せ

ん

が

大

た

い

川

端

、

町

一

尖

を

比

較

し

ま

す

と

同

教

ぐ

ら

い

で

す

o

も

っ

と

排

水

装

置

の

改

良

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

は

な

い

か

と

忠

ひ

ま

す

。

流

し

の

臭

気

の

布

無

は

、

無

い

の

が

多

い

の

で

す

が

臭

気

有

.

改

良

の

必

妥

な

し

と

し

て

ゐ

る

人

も

あ

の

ま

ず

か

ら

無

頓

着

と

云

へ

ば

一

広

へ

ま

す

が

、

そ

れ

が

非

街

生

で

あ

る

か

否

か

と

云

ふ

事

も

気

づ

か

・

?

に

只

あ

り

来

り

の

ま

L

を

毎

日

機

械

的

に

た

し

て

、

改

良

し

た

い

と

云

ふ

慾

望

も

持

た

危

い

前

人

が

多

い

の

で

は

た

い

か

と

疑

は

れ

ま

す

。

改

普

の

必

要

の

有

無

も

無

し

と

し

て

ゐ

る

人

が

か

な

り

多

く

あ

り

ま

し

か

。

。

・

版

物

底

む

と

い

た

し

ま

し

て

は

控

桁

は

誕

口

の

外

に

世

く

の

が

一

祈

多

く
、

引

所

の

中

で

は

バ

ケ

ツ

を

使

川

す

る

の

が

一

帯

多

い

様

で

す

。

時

一
箱

は

大

て

い

コ

ー

ル

タ

ー

ル

を

塗

っ

た

の

を

使

川

し

て

ゐ

ら

れ

ま

す

。

近

頃

考

楽

さ

れ

た

、

流

し

又

は

制

理

事

か

ら

す

ぐ

以

外

K

出

せ

る

強

世

の

砲

桁

を

使

川

し

て

ゐ

ら

れ

る

と

と

ろ

は

②

り

ま

せ

ん

。

此

改

良

擦

も

山

県

川

し

た

人

の

経

験

で

は

似

利

で

は

あ

る

が

臭

気

が

夜

川

に

後

振

り

を

し

あ

ま

り

感

じ

の

よ

い

も

の

で

は

無

い

と

云

ふ

て

ゐ

ら

れ

る

方

も

あ

り

ま

す

。

と

れ

ら

の

便

利

な

総

具

も

-史

k

m
筑

さ

る

べ

き

も

の

と

思

ひ

ま

す

o

〈

〉

物

世

を

有

し

て

ゐ

る

家

が

搾

山

あ

り

ま

し

た

が

、

多

く

ト

タ

ン

同

根

や

瓦

屋

棋

に

な

っ

て

・

お

り

ま

し

た

。

そ

の

中

に

は

主

に

薪

表

、

情

物

等

を

入

れ

て

ゐ

ら

れ

る

の

が

普

通

の

様

で

す

。

調

理

一

位

、

配

膳

、

そ

の

他

の

哀

の

高

さ

が

一

定

で

あ

る

か

一

定

で

友

い

か

と

云

ふ

引

に

つ

い

て

見

ま

す

と

大

韓

同

教

で

あ

り

ま

し

た

。

之

も

改

良

の

途

上

に

あ

る

引

を

示

し

て

ゐ

る

と

思

ひ

ま

す

。

此

訓

理

京

そ

の

他

の

京

の

高

さ

が

一

定

か

否

か

を

制

べ

ま

し

た

の

は

.

引

い

引

所

作

業

の

能

容

を

高

め

る

に

は

ど

う

し

て

も

そ

の

作

業

耐

を

一

定

K

し

、

中

肢

に

な

っ

た

り

、

し

ゃ

が

ん

だ

り

す

る

引

に

よ

る

胞

の

疲

努

、

時

山

の

妙

技

を

挫

け

た

い

か

ら

で

し

た

o

家

庭

の

財

人

が

円

十

く

老

け

る

と

云

ふ

の

も

と

う

し

た

毎

日

の

疲

弊

が

度

市

一
っ

た

鮎

川

市

か

ら

だ

と

云

ふ

校

友

引

を

聞

き

ま

し

た

が

成

程

賞

然

の

ー

だ

と

思

ひ

ま

し

た

。

で

す

か

ら

設

備

を

完

全

に

し

、

紐

K

な

る

五

日

川

器

具

の

配

む

を

順

序

よ

く

・

州

米

る

だ

け

文

化

的

設

備

を

ほ

ど

と

し

、

作

業

能

率

を

高

め

る

と

云

ふ

引

が

H

F

の

念

務

で

あ

り

ま

す

。

。

と

れ

で

制

有

内

'

併

に

つ

い

て

は

終

り

ま

し

た

が

此

内

.

特

K

感

じ

ま

し

た

取

を

二

三

の

べ

ま

す

と

・

第

一

に

術

生

設

備

の

料

少

で

あ

る

い

下

で

ご

ざ

い

ま

す

。

窓

の

商

積

と

床

面

積

と

の

比

率

が

大

へ

ん

謡

く

、

是

れ

で

は

到

底

光

線

を

充

分

に

導

く

背

景

は

出

来

に

く

い

と

思

は

れ

ま

す

。

方

向

を

も

考

へ

て

な

る

べ

〈

聞

に

し

友

い

様

に

し

た

い

も

の

で

す

。

之

が

最

も

改

良

を

要

す

る

も

の

と

考

へ

ら

れ

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

そ

の

他

給

水

設

備

の

改

善

と

共

に

排

水

設

備

を

考

へ

る

必

要

が

b

る

の

で

は

無

い

で

せ

う

か

。

特

に

一砿

品

目

的

K

此

方

耐

に

つ

い

て

考

へ

て

ほ

し

い

も

の

だ

と

思

ひ

ま

す

。

叉

防

附

防

鼠

等

に

つ

い

て

も

在

米

あ

ま

り

考

へ

ら

れ

て

ゐ

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

金

網

を

張

る

に

し

て

も

牛

間

四

方

で

二

回

五

O

鋭

位

で

出

来

る

の

だ

そ

う

で

・

す

か

ら

.

も

っ

と

利

川

さ

れ

た

ら

良

い

と

思

ひ

」

え

ず

。

〈

〉

d

人

能

率

の

方

商

か

ら

巾

し

ま

し

で

も

議

所

の

床

面

を

揃

へ

る

と

云

ふ

一品

と

、

高

所

に

世

く

物

の

配

世

を

仕

事

の

順

序

に

際

じ

て

世

く

様

に

す

る

と

云

ふ

引

と

仕

事

耐

を

一

定

に

す

る

と

云

ふ

一

ゆ

が

大

鑓

軍

要

な

那

と

思

ひ

ま

す

。

調

査

に

於

て

見

ま

し

で

も

之

に

附

し

て

は

今

ま

で

あ

ま

り

注

意

を

向

け

ら

れ

て

ゐ

な

い

様

K

思

は

れ

ま

す

。

今

後

は

大

い

に

考

へ

て

頂

き

た

い

も

の

で

あ

り

ま

す

。

或

識

者

は

完

全

な

高

川

の

必

刻

傑

件

- 4 4 -



を

次

の

様

に

穆

げ

て

居

ら

れ

ま

す

。

一

、

清

潔

四

、

機

策

二

、

便

利

五

、

防

畑

一二

、

光

線

六

、

防

鼠
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組

マ
J jミ

台

所

は

一

家

の

生

命

の

糧

を

調

理

す

る

所

で

あ

る

。

明

る

く

.

清

潔

に

す

る

と

と

は

勿

論

で

あ

る

が

.

三

度

の

食

物

を

作

る

鴛

に

四

六

時

中

使

用

さ

れ

る

所

で

る

る

か

ら

、

働

き

よ

い

械

に

‘

夏

涼

し

く

・

b

h

J

暖

く

、

換

気

を

よ

く

し

.

器

具

は

便

利

友

配

置

に

沿

か

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

事

資

此

頃

新

築

さ

れ

る

性

宅

で

は

、

叶

Z

J

右

主

‘
n
n

阪

踊

M

U
畝

働

m

m

m依

問

答

也

院

V
動

e
z
E

一
一
一
よ
れ

い

世

R

m
レ

I

Be

-

-

a

昆

口

台

畠

円

園

田

・

f

l

1

i

a

p

 

紋

創

ペ

f

J

L

，h
P

6

'

 

ι
、

f

a

A

U

J

+胡

m

J

い

か

に

改

善

せ

ら

れ

・な

け

れ

ば

な

ら

友

い

か

す

わ

か

る

と

思

ひ

ま

す

。

(

完

)

七

、

防

蟻

八

、

文

化

的

施

設

本

制

脊

ど

此

理

想

僚

件

と

を

比

較

し

て

見

ま

し

で

も

以

上

の

様

に

雲

泥

の

差

が

あ

め

ま

す

。

と

れ

に

よ

り

ま

し

で

も

メ込

日

式

ぜ

筆

者

附

記

(

倫

之

は

調

査

の

一

部

を

報

告

し

た

も

の

よ当

日

所

岡

み

危

便

利

友

台

所

が

諮

ら

れ

て

居

る

。

建

築

家

の

介

所

に

到

す

る

刺

究

も

進

み

一

般

の

人

K

の

と

れ

に

謝

す

る

理

解

も

出

来

て

い

や

し

く

も

自

分

の

家

を

建

て

る

机

の

人

々

は

客

川

や

川

聞

と

同

じ

程

度

K

介

所

の

利

便

と

云

ふ

と

と

に

意

を

刑

ひ

る

犠

に

な

っ

た

。

そ

の

結

果

い

ろ

/

¥

便

利

左

台

所

が

考

案

さ

れ

.

質

施

さ

れ

て

片

'

H

同

計

む

棋
士博問

品

内問問

診

T

等一 図

A

H

て

ド

台

尾

間

第= 団 i孟経新氏まえ言f ' 台所

手三明書付時士扶計，台付

Ｇゆ ｲ ｟，ｩ色ｾ芳耳込 ｒ 寸ト ｳ ιＳ

で

不

自

冗

会

一
で

ご

ざ

い

ま

す

。

品

川

翻

査

は

綴

け

て

行

き

た

い

と

思

っ

て

居

り

ま

す

何

か

と

欠

勤

の

あ

る

惑

で

ど

ざ

い

ま

ず

か

ら

御

気

付

き

の

黙

は

御

注

意

頂

き

た

い

と

存

じ

ま

す

J

田

孝

男

居

る

の

は

喜

ば

し

い

と

と

で

あ

る

。

例

へ

ば

南

信

氏

の

考

案

(

第

一

一附

)

に

Ｑ Ｇ［ＧＢ 吋 かヂヂ人ム ｾ

桜針' 告内 、

( Dtt4 的 d 掛 : 1 '13 /  ｾＢ，り

ａｾ［Ｇ 必 納品叫九 ，ｾ

額 古t/台付

ｃ ｾ 噌地伶ｨ 勾・ ､ＭＮ 0. - . - / 宇oq" ーョ

同 一 t

れ- / レ
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し

で

も

.

叉

遠

藤

新

氏

の

そ

れ

(

第

二

附

〉

に

し

て

も

、

藤

井

博

士

の

そ

れ

(

第

三

闘

〉

武

問

時

士

の

考

案

(

第

四

凶

〉

K

し

て

も

・

い

づ

れ

も

便

利

術

生

を

主

と

し

た

巧

な

台

所

?

ゐ

る

口

。

と

れ

等

は

い

づ

れ

も

仙

人

の

住

宅

の

台

所

と

し

て

考

楽

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

か

ら

い

い

と

し

て

、

一

度

凶

を

併

起

の

台

所

に

む

け

る

と

、

と

れ

は

又

そ

の

純

一

頓

靖

、

無

設

備

に

一

鰐

す

る

で

あ

ら

う
。

二

帖

か

三

帖

仰

の

士

山

に

、

流

し

と

ガ

ス

台

と

棚

の

一

牧

牧

が

巾

し

詳

に

つ

き

そ

れ

に

奥

行

三

尺

の

押

入

が

つ

い

て

居

る

位

が

せ

い

ぜ

い

の

所

で

あ

る

。

引

越

し

て

来

て

台

所

道

具

を

配

世

し

ゃ

う

と

し

て

.

そ

の

不

'
使

さ

に

あ

き

れ

、

仕

方

な

し

に

水

原

や

削

入

ら

宇

を

引

っ

て

来

た

り

、

棚

P

釣

っ

た

り

し

て

、

そ

の

不

備

を

制

ふ

の

で

あ

る

が

、

ど

う

も

雑

然

と

し

て

不

便

な

と

と

が

多

い

。

そ

う

か

と

云

っ

て

費

用

を

か

け

て

改

造

す

る

の

も

他

人

の

家

で

は

あ

る

し

・

叉

何

時

引

越

す

か

分

ら

ぬ

の

を

考

へ

る

と

.

一

寸

沿

っ

く

う

で

乎

が

出

せ

な

い

。

仕

方

な

く

不

便

を

忍

ん

で

使

っ

て

居

る

と

云

ふ

現

献

で

あ

る

。

改

治

す

れ

ば

便

利

に

怠

る

と

と

も

知

り
・

改

造

の

方

法

も

知

り

、

場

合

K

よ

つ

て

は

そ

の

設

計

築

住

す

ぐ

書

く

の

で

あ

る

が

‘

併

ハ

同

生

所

者

は

‘

上

速

の

わ

け

で

改

造

民

子

を

出

し

か

ね

て

居

る

の

で

る

る

。

即

ち

新

築

の

場

合

と

か

、

自

分

の

家

を

改

造

す

る

場

介

と

か

の

、

同

定

し

た

台

所

は

川

氏

利

左

も

の

が

考

案

さ

れ

て

居

る

が

‘

山

川

村

人

の

移

動

性

を

考

へ

た

、

移

動

の

川

米

る

使

利

な

ム

川

川

は

考

策

さ

れ

て

居

た

い

。

。

も

っ

と

も

仏

家

及

川

川

家

人

の

一歩

、

米

に

肱

じ

て

、

移

動

性

の

あ

る

水

足

、

蝿

入

ら

歩

、

冷

政

庫

.

調

理

台

位

一

寸

の

頁

り

出

さ

れ

て

居

る

が

、

と

れ

等

の

形

欣

寸

法

は

互

に

相

連

絡

し

た

も

の

で

な

く

、

個

々

別

k

k

考

策

さ

れ

、

各

K

他

を

考

へ

や

に

そ

の

形

や

寸

法

を

き

め

た

も

の

で

あ

る

o

例

へ

ば

冷

蔵

山

仰

に

は

そ

の

寸

法

は

左

去

の

如

き

も

の

が

あ

る

が

‘

と

れ

は

容

れ

る

も

の

の

寸

法

か

ら

出

た

大

さ

に

製

活

家

の

手

心

を

加

へ

た

寸

法

で

あ

っ

て

、

流

し

ゃ

調

理

台

と

の

閥

係

は

考

へ

ら

れ

て

居

な

い

。

又

水

原

K

は

第

五

回

の

如

き

形

と

寸

法

が

あ

り

、

雌

入

ら

A

Y

K

は

叉

大

小

種

々

あ

る

が

.

と

れ

等

も

内

界

物

か

ら

は

州

た

ら

し

い

が

互

に

闘

係

の

な

い

寸

法

で

あ

っ

て

、

似

り

に

と

れ

を

並

ぺ

叉

は

京

ね

て

台

所

に

配

世

Ｕ ＮｴＮ Ｎｾｸ＠ Ｑｾ ＺｊＮ Ｇ ｳ￞＠食... 人，

@  

令
ち

，
、

…
…
 

@

占m

⑤

す

る

場

合

は

雑

然

と

し

て

不

撃

頓

と

な

り

、

従

っ

て

不

潔

と

も

な

り

や

す

く

、

所

間

仙

似

の

台

所

と

友

る

の

で

あ

る

。

品 zん，JI:..t.:!'オ〈屋

冷

議

庫

寸

法

表

シ

ル

バ

ー

冷

宜

秘

書

庫

小

中

凡

尺

-晶

一

-
一
、

ェ
一

丸

二

、
車八

間

口

一
、

孟

一

、

回五

奥

行

一

、D

E

一
、

Z

ロ

ス

J

l
ラ

ン

ド

冷

議

厳

二

、
一
品
。
ニ

‘罰

口

一
、

回

口

一

、
回

口

一
、

一一口

一
、

-
一
買

、、、 ー』
V可 也 = ノ r ( f.!. 7;、
Cコ Cコ 三E

二 九 三ミ尺級

3i .  1c. - . .1-_  

C コ Cコ 三三 ノ、、

、、、 」ー
三三 守す: -t孟 ノ、、

3 言 Cコ cコ

相

聞

大

一
品

、
口口

一
、七

口

一

.

国

軍

奥 川 高

rr 口

i':丞λ

@  

岩

製

谷

間

口

奥

行

パ

ー

ラ

ー

奥問i ¥' :j

越 行 口

製

奥 n円 高

行 u

二

、
坑

口

一
、
回

口

一
、
三

五

三 三 二小

三三 :;ri. にコ

二

、
口口

一
、
=

。

一
、

〔口
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、
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蝿

入

ラ

ズ

寸

法

表

奥 rt司 高

口行

一
、

七一尺

一
、

軍

パ

一、ロ

パ

一
、九

一パ

一
、E

M

ハ

一
、

一
パ

一
、九

日
パ

-
一
、九

尺

一
、

口

五
氏

と

。

二

、

如

何

な

る

介

所

K

も

越

感

す

る

大

さ

と

形

欣

を

有

す

る

と

と

。

即

ち

引

越

し

た

先

の

か

一

川

に

も

泊

臨

す

る

椋

に

、

種

K

の

組

み

合

せ

が

山川

氷

る

と

'
t

o

三

、

制

み

ん

け

せ

に

よ

っ

て

完

全

な

行

所

が

出

来

る

だ

け

の

性

能

を

各

自

が

有

す

る

と

と

。

が

必

裂

で

あ

る

0

0

 

(

-

)

の

運

搬

を

容

易

に

す

る

に

は

、

此

等

の

総

兵

を

制

み

立

て

式

と

す

る

か

又

は

利

み

A

H

せ

式

と

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

組

み

立

て

式

は

椅

位

、

縦

段

、

側

板

な

ど

を

棋

や

ボ

ー

ル

ト

や

捻

釘

な

ど

の

助

を

併

り

て

大

き

な

戸

棚

K

組

み

立

て

る

も

の

で

.

組

搬

の

際

K

は

一件

び

八

刀

併

し

パ

ラ

/

¥

と

し

て

運

ぶ

の

で

あ

る

。

利

み

合

せ

式

は

先

づ

運

搬

K

適

す

る

程

度

の

千

頃

の

大

さ

に

戸

棚

た

ど

を

造

り

、

と

れ

を

制

作

市

一

ね

又

は

隣

り

合

せ

に

つ

け

て

ム

ハ

川

を

棉

成

す

る

も

の

で

、

運

搬

の

際

は

タ

ン

ス

を

運

ぶ

椋

に

す

る

の

で

あ

る

。

と

と

で

は

、

制

み

立

て

式

b
z

と

ら

や

.

組

み

合

せ

式

を

採

用

し

た

o

そ

の

方

が

す

べ

て

の

駄

に

有

利

で

あ

る

。

話

搬

の

使

利

な

震

に

は

組

み

合

せ

式

の

各

仰

の

大

さ

は
、

せ

い

ぜ

い

衣

服

タ

ン

ス

科

度

の

大

さ

で

友

〈

て

は

な

ら

ぬ

。

タ

ン

ス

は

日

本

の

整

衣

道

具

と

し

て

、

貨

に

理

惣

的

な

も

の

で

あ

る

が

と

の

タ

ン

ス

を

介

所

へ

も

油

川

す

る

と

と

に

し

て

、

従

来

の

不

完

全

な

水

屍

の

み

に

た

ょ

っ

た

食

山

内

食

品

の

整

理

を

と

れ

に

代

へ

た

と

考

へ

れ

ば

よ

い

。

(

ニ

)
の

如

何

な

る

介

所

に

も

脳

際

す

る

棋

な

形

と

大

さ

と

す

る

に

は

先

づ

大

さ

の

M

M

準

を

定

め

ね

ば

・

な

ら

ぬ

口

そ

の

関

係

す

る

所

を

棋

げ

る

と

(

4

)
川

口

及

奥

行

関

東

地

方

で

は

柱

の

毘

A

を

六

パ

に

採

る

か

ら

、

れ

を

三

五

角

と

し

て

杭

の

内

法

は

、

五

パ

六

寸

五

分

と

な

る

o

五

分

は

徐

裕

と

し

て

践

し

、

五

什

八

六

寸

が

基

本

と

た

り
、

そ

の

1

一
2

の

ニ

パ

八

寸

.

1

Z

の

一

H

八

四

寸

‘

1

3

の

七

寸

が

川

口

及

奥

行

の

寸

法

と

し

て

考

へ

ら

れ

る

。

閥

同

地

方

で

は

三

パ

一

寸

五

分

に

六

パ

三

寸

の

控

寸

法

を

基

本

と

し

て

や

る

故

に

杭

内

法

は

六

パ

三

寸

で

あ

る

が

、

他

の

ヘ

魚

と

の

閥

係

で

少

し

せ

ば

め

ら

れ

る

場

A

H

が

多

い

。

似

に

六

帖

又

は

八

帖

に

釘

し

・

三

帖

と

二

帖

が

涼

ん

で

あ

る

様

な

時

は

六

帖

の

長

乎

又

は

八

帖

の

一

溢

は

十

二

日

八

九

寸

五

分

で

あ

る

o

之

を

三

帖

と

二

帖

で

分

け

る

か

ら

台

所

の

杭

買

は

六

パ

凶

寸

七

分

の

場

合

が

多

い

。

と

れ

か

ら

桂

一

本

分

を

引

き

去

る

と

六

パ

一

寸

二

分

が

内

法

と

な

る

。

一

寸

二

分

を

徐

裕

と

見

れ

ば

闘

凶

で

は

六

パ

が

基

本

と

友

り

そ

の

1

一2

の

三

パ

、

-

一
4

の

一

H

八

五

寸

、

-

一
8

の

七

寸

五

分

が

間

口

及

奥

行

の

棋

準

と

た

る
。

と

と

で

は

闘

点

の

方

の

寸

法

を

採

川

す

る

と

と

に

す司

令
(

ロ

)

高

さ

二

告

に

ま

た

が

っ

て

戸

棚

を

積

時

重

ね

て

世

く

場

合

が

考

へ

ら

れ

る

か

ら

、

鴨

居

に

か

ま

は

・
?

に

配

置

出

来

る

様

に

、

大

胆

叩

建

具

の

内

法

五

パ

七

寸

に

ゐ

さ

ま

る

高

さ

と

し

て

沿

く

が

よ

い

。

叉

流

し
、

ガ

ス

台

、

調

理

介

等

は

高

さ

ニ

パ

五

寸

が

棋

準

と

友

っ

て

居

る

か

ら

‘

高

さ

は

下

山

を

ニ

パ

五

寸

と

し

、

五

パ

七

寸

か

ら

二

川
八

五

寸

を

引

い

た

三

パ

二

寸

を

上

K

重

ね

る

と

と

と

す

る

。

吏

K

鴨

居

よ

り

上

K

戸

棚

を

取

り

つ

け

る

場

合

が

あ

る

か

ら

、

と

れ

は

高

さ

を

一

け

八

六

寸

と

す

る

。

之

は

二

つ

重

ね

て

三

パ

二

寸

の

代

用

と

な

る

か

ら

で

あ

る

、

粕

川

タ

ン

ス

の

如

く

三

つ

軍

ね

る

と

、

下

が

二

日
八

五

寸

‘

中

が

三

パ

二

寸

‘

上

が

パ

六

寸

で

総

高

が

七

パ

三

- 47  -

一
、

ニ
J

一
、

車

尺

一

、
軍

尺

一

、
現

尺

一

、六

比

一
一

、

口

尺

一

、
ニ
尺

一
、

一

一

六

ハ

一

一

三

尺

一

、
百一バ

C

、
主

尺

口

、
八五

尺

口

、
九

五
パ

口

、九

況

は

一

、

一川へ

と

と

に

於

て

、

先

づ

台

所

器

具

即

ち

流

し

、

食

器

棚

‘

食

料

品

戸

棚

、

調

理

台

、

蝿

入

ら

や

、

米

入

等

の

全

般

を

見

渡

し

て

、

と

れ

を

調

和

的

に

、

過

章

一
過

軒

の

そ

し

り

な

く

並

ペ

ム
n

せ

、

叉

は

積

ね

合

せ

の

出

来

る

様

互

に

連

絡

あ

る

秋

山

肌

寸

法

に

逃

り

、

引

越

し

の

際

に

は

符

易

に

持

ち

運

び

得

る

手

頃

の

大

さ

と

し

引

越

先

の

台

所

で

も

ま

た

院

さ

に

肱

じ

て

・

自

在

に

組

み

合

せ

の

向

来

る

様

な

形

と

す

る

必

要

が

起

っ

て

来

る

。

。

従

来

、

と

う

し

た

組

み

合

せ

介

川

器

具

に

鈴

木

式

台

所

流

し

及

ガ

ス

ム

け

と

云

ふ

の

と

、

T

Y

式

と

云

ふ

の

と

二

種

類

あ

る

が

、

何

れ

も

流

し

及

ガ

ス

ム

H

を

宇

一

と

し

た

も

の

で

‘

食

部

戸

棚

.

食

品

戸

棚

共

他

台

所

全

般

の

設

備

に

限

を

つ

け

た

も

の

が

な

い

。

否

情

照

に

於

て

は

流

し

と

ガ

ス

ム

口

は

抵

K

設

備

が

あ

る

か

ら

等

ろ

必

要

な

の

は

食

品

戸

棚

、

食

繰

戸

棚

、

蝿

入

ら

や

、

調

理

ム

け

の

便

利

に

制

み

合

せ

得

る

も

の

で

あ

る

。

即

ち

併

庭

向

の

台

所

用

と

し

て

は

一

、

運

搬

に

乎

頃

の

大

さ

と

す

る

と
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日
H

臼
知日

ヨ

当

一
国
日

附

件

ι

口

一〕一

呂

田

の

I

l

-

-

-

-

寸

と

な

る

。

即

ち巾

ニ

尺

八

寸

奥

行

一

円
八凶

寸

七

寸

高

サ

ニ

尺

五

寸

=
一

尺

ニ

寸

一

川

ヘ

六

寸

と

れ

等

の

寸

法

の

コ

ン

ビ

ネ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

れ

ば

、

巾
、

奥

行

、

高

さ

の

迷

っ

た

種

々

の

形

が

出

来

る

が

、

い

歩

れ

も

台

所

内

法

寸

法

と

関

係

が

あ

り

、

且

つ

互

の

寸

法

に

は

供

教

の

開

係

が

あ

る

か

ら

組

h

沖

合

せ

る

時

は

存

易

に

簡

市

な

整

然

と

し

た

も

の

が

出

来

と

り

、

E

つ

何

底

の

台

所

に

も

越

服

す

る

と

と

に

な

る
。

一国

E白!日
目…百

@

 

。

(

三

)

の

組

み

合

せ

に

よ

っ

て

完

全

な

介

所

が

川

米

る

だ

け

の

性

能

を

各

自

に

持

た

せ

る

と

と

は

紋

も

主

要

な

と

と

で

あ

る

が

外

形

と

し

て

の

寸

法

が

上

辿

の

如

く

き

ま

れ

ば

、

と

れ

を

使

っ

て

戸

棚

な

り

調

理

台

な

り

の

各

例

に

工

夫

す

る

と

と

に

す

る

o

勿

論

上

越

の

寸

法

は

主

と

し

て

去

の

大

さ

か

ら

外

部

的

陀

き

め

た

の

で

あ

る

か

ら

と

れ

の

み

で

決

定

す

る

わ

け

に

い

か

ぬ

。

内

へ

容

れ

る

食

総

や

洗

桶

や

鍋

釜

等

の

大

さ

を

も

相

究

し

て

L

L

越

の

寸

法
エナ占ノ舌戸庁

φ 歯J Jlr ii 1， 

(lJ ＧＱｾ ｬＡｴ ￡＠ 1  

@ 朱 1;

曲 f 之官 1.  

@ 官以 略)，，7.(. - J ，.. 

7 膏 歯 入 品 1.  

a  千織俊I T - z，.

ー

翻

列

苓

!

引

向

附

;

翻

m
w惜

|幅 内 --re14 ぷぜ 1，

11 .  1Id1倉 天台 比

四 l I t a遠 忌 此

巴← 一 一一 一切 zfdaλ ど

院

さ

一
M

ハ尻

寸

ニ

尺

鼠

寸

六f古' 台 tt

。鋼里聖白 ' t  

@司会常利章宮_ ' ，

()I ;t .  1.  

<31 .-，レY 十 九

a l Ur繍 久

｀色 畢 ＱｊＮ 略 ヘペ ｾ 't-

⑦ 食 品 釣 1， 

@ 干俸僻入チタ

3

流

V

4

ガ

ス

窪

5

食

捺

戸

抑

制

B

食

器

及

蝿

1

入

ら

ず

'

食

品

入

;

釣

戸

棚

尺

八

寸

尺

八

寸

尺

八

寸

一

尺

回

寸

一

尺

回

寸

七

寸

日 口 許 ③干命館入川 l j E L

口口口 l口口l 日

f斤T司 }!口? UZ午L

2- 芸名川4Y

Z?ヰ訟込

を

訂

正

し

及

く

て

は

左

ら

ぬ

。

今

似

り

に

次

の

八

麗

を

治

っ

て

見

た

。

巾

奥

行

ニ

尺

八

寸

一

日

ハ

回

寸

一
一
尺

八

寸

一

尺

阿

寸

エ

尺

ん

寸

一

尺

回

寸

尺

八

寸

-f:: 

寸

二

尺

豆

す

一
一
尺

豆

寸

百
一
パ

一
一
す

ヨ
一
尺
一

一
寸

一

日
ハ
六

寸
第七回 組み合せ式 護所( とのうち四帖午の霊 所 は笈物を怒っ て八月 十 五日から 二十 日迄デー越

で隙列した 〉

48 一一
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-

激

備

会

f

株

入

亡

、

r

'

'

J

-

、

一

氏

凶

寸

一
尺
一

一寸

(

第

六

同

参

照

」

ー × 珂

"  

耳

目

千

四

万

V

周

台
一
一

一
一

一

帖

蓋

所

二

備

、

落一

所

二

帖

夜

所

三

帖

蓬

所

内

帖

芸

所

四

帖

A

T

宵

惜

別

六

帖

筆

所

二= _.  - x  

倒

的

似

の

介

所

を

改

也

す

る

と

と

に

友

れ

ば

.

ー

辿

の

時

比

の

う

ち

一

拍

山

首

友

も

の

を

選

定

し

て

利

み

合

せ

る

の

で

る

る

が

、

そ

の

前

に

、

土

聞

を

板

張

り

じ

宇

品

抵

所

ム

台

所

は

似

利

で

、

経

棋

で

、

能

率

的

で

友

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

・

ぷ

ふ

抑

制

は

今

日

津

々

浦

々

か

ら

山

村

僻

地

民

主

る

ま

で

、

し

き

り

に

高

唱

さ

れ

て

き

た

言

葉

で

あ

る

が

、

一

誠

に

み

ば

し

い

感

じ

が

す

る

。

が

共

反

聞

に

台

所

が

る

ま

り

に

も

一

足

飛

び

K

新

し

い

設

備

に

襲

っ

た

低

め

に

、

折

内

の

古

い

沿

道

具

制

酬

が

役

に

立

以

上

の

戸

棚

、

流

し

を

組

み

合

せ

て

"

帖

か

ら

六

帖

迄

の

台

所

を

構

成

す

れ

ば

次

の

如

く

な

る

。

，

、

f

t
撚

y

f

戸

棚

を

×

一

×

一

×

一

一

一

一

γ

ス

レ

ン

ヂ

ニ

ガ

ス

レ

y

ヂ

ニ

一 一 一 一 一 一 合 流

柚

凪

ι

「

宣

明

白

入

一
一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一
一
一

一

一

四

(

第

七

凶

参

加

」

量

三

及

錦

人

ら

予
×

 

×

 

宜

品

入

F

F
叶

J

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

(

板

張

の

介

所

が

土

川

式

の

洗

ひ

流

し

台

所

よ

り

俊

れ

て

居

る

事

は

師

K

常

識

・

こ

友

っ

て

出

る

)

板

雌

り

し

た

上

へ

然

具

を

町

市

出

す

る

の

数

種

た

友

く

な

っ

た

り

、

新

し

い

台

所

と

し

た

が

泊

め

に

、

無

駄

が

多

く

な

っ

た

り

す

る

と

と

も

段

々

と

あ

る

。

つ

ま

り

改

良

・

改

善

に

つ

い

て

点

意

を

川

ふ

べ

き

川

で

あ

る

。

ム

台

所

は

勿

論

人

に

見

せ

る

た

め

の

場

所

で

は

な

い

が

、

北

ハ

設

備

、

整

理

.

品

目

見

頓

の

以

態

を

み

て

廿

犬

家

の

質

献

を

説

ふ

と

と

が

山川

氷

る

と

云

は

れ

て

加

る

o

t λ ロ

====ニこL
、ー

. ‘ ー， 

で

あ

る

が

、

比

較

的

狭

い

台

間

に

あ

っ

て

は

、

今

迄

の

例

氏

一
示

す

如

く

.

町

一

-
ぎ

は

へ

放

ベ

て

、

中

央

を

益

地

に

挫

す

方

が

よ

い

。

中

央

に

制

理

ム

ー

な

り

ガ

ス

ム

u

を

置

く

と

と

は

、

ム

ハ

山

川

を

狭

く

す

る

か

ら

飴

担

脱

い

台

所

守

友

い

と

不

利

で

あ

松

ム

台

所

の

む

似

を

見

て

共

家

の

節

約

浪

費

の

闘

係

、

衛

生

か

不

衛

生

か

、

規

律

、

不

規

律

闘

係

ま

で

が

知

り

得

ら

る

る
。

ム

今

日

ま

で

色

ん

な

台

所

を

試

作

し

て

み

た

の

で

あ

る

が

、

…

世

際

上

に

使

勝

手

の

よ

い

と

云

は

ゐ

L

一

一

一

二

種

の

も

の

を

選

び

出

し

て

見

た

。

仰

は

M

氏

邸

介

所

の

.

フ

ラ

ン

と

共

出

ろ
。

改

也

の

一

例

は

初

八

凶

の

如

く

で

あ

る

。

第

八

回

の

上

回

は

改

也

前

の

併

日開

の

台

所

で

院

さ

は

凶

帖

あ

る

が

大

部

分

が

土

問

で

流

し

と

ガ

ス

ム

口

と

棚

が

一

枚

あ

る

ば

か

り

で

あ

っ

た

。

第

八

闘

の

下

は

改

造

後

の

も

の

で

、

先

づ

土

山

は

宇

帖

程

凶

出

し

て

板

張

り

と

し
、

と

れ

に

組

み

合

せ

式

の

器

具

を

入

れ

て

、

台

所

を

緋

成

じ

た

も

の

で

あ

る

。

改

造

後

の

も

の

は

便

利

友

と

と

。

整

頓

せ

る

と

と

は

勿

論

で

あ

る

。

(

を

は

り

)

程式借 家選所改造の伊j第八回

本

儀

入

来

上

り

を

撮

影

し

た

も

の

で

あ

る

‘

山

窓

を

利

用

し

て

、

保

光

、

通

風

を

充

分

K

-取

入

れ

よ

う

と

云

ふ

と

と

に

な

っ

て

居

る

、

家

族

五

人

向

板

聞

と

土

川

と

の

面

積

の

比

も

H

L

C

見

官

。

ω

I氏

邸

台

所

の

プ

ラ

ン

と

共

川

来

上

旬

沼

尻

で

あ

る

・

台

所

の

枕

世

を

女

巾

室

、

食

堂

、

浴

室

と

隣

接

せ

し

め

、

設

備

も

プ

ラ

ン

で

比

る

如

き

椛

へ

ん

な

- 49 ー
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一

、

班

氏

明

壷

所

(

六
且

m

一

の

問

)

(

本

文

叫

w
m〉
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道

局
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舟
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し

、

来

客

、

共

他

十

四

五

人

位

ま

で

柴

に

調

理

出

来

る

台

所

で

る

り

皮

い

と

一
玄

ふ

と

と

を

、
玉

な

る

コ

ン

ヂ

シ

ヨ

ン

の

一

っ

と

し

て

出

来

上

っ

た

も

の

。

食

堂

へ

も

直

か

に

ハ

ッ

チ

を

ま

た

げ

炉、

農

我

住

宅

は

生

活

の

容

器

で

あ

る

と

は

古

く

よ

り

謂

は

れ

て

尉

る

が

そ

れ

は

即

ち

家

族

生

祈

上

に

於

て

人

聞

の

着

衣

の

役

を

友

す

も

の

で

あ

る

o

従

っ

て

ど

ん

な

衣

服

を

着

用

し

ゃ

う

と

個

人

の

好

み

に

よ

っ

て

全

く

自

・

別

で

あ

る

如

〈

、

住

居

も

其

人

の

趣

味

噌

好

に

擦

っ

て

如

何

友

る

住

宅

を

俸

む

も

全

く

自

由

で

あ

る

。

さ

れ

ば

千

世間

高

別

新

し

き

を

求

む

る

も

の

、

古

き

を

向

ぶ

も

の

、

或

は

中

腐

を

主

張

す

る

も

の

等

あ

れ

ど

蹄

す

る

と

と

ろ

は

生

前

を

快

適

に

し

、

人

柴

を

柴

ま

し

む

る

に

足

る

も

の

で

る

る

事

が

終

局

の

目

的

で

あ

る

。

と

t

A

K

我

が

住

居

を

設

計

す

る

に

首

り

考

へ

た

事

と
、

三

年

数

ヶ

月

聞

の

居

住

に

よ

っ

て

得

た

る

杭

験

と

を

主

題

と

し

て

一
一

般

的

仕

る

住

宅

槻

と

を

述

べ

て

見

た

い

。

な

い

で

廊

下

越

し

に

之

を

利

則

し

よ

う

と

云

ふ

識

で

あ

る

。

同

K

氏

邸

台

所

の

プ

ラ

ン

と

其

出

来

上

ゎ

幻

民

で

る

る

。

安

の

佐

世

は

食

堂

浴

室

、

女

中

室

、

便

所

等

に

最

も

便

利

の

耕

、
.

E

E

J

 

h
a
 

住

上.._

Z 己

的

。

似

世

は

大

阪

北

郊

陥

商

傾

斜

の

丘

陵

地

に

し

て

、

北

に

山

を

脊

ひ

樹

木

よ

く

繁

茂

す

る

所

な

り

。

建

物

と

敷

地

と

の

開

係

は

凶

の

如

く

建

咋

は

出

来

る

限

り

縮

少

し

最

小

限

度

の

も

の

と

し

必

要

欠

ぐ

べ

か

ら

ざ

る

も

の

の

み

と

せ

り

。

各

室

は

総

て

仲

縮

自

在

の

融

通

性

あ

る

事

を

如

し

、

従

っ

て

援

飾

的

ま

た

は

趣

味

的

な

る

も

の

を

取

り

去

り

・

全

然

宜

用

本

代

と

し

て

利

用

慣

値

を

高

む

る

を

主

眼

と

し

、

都

合

よ

り

逃

避

し

て

土

に

親

し

み

自

然

に

還

る

践

耕

的

回

国

生

活

を

営

む

た

め

、

敷

地

は

出

来

得

る

だ

け

聞

く

し

徐

裕

を

践

す

に

努

め

た

り

o

さ

れ

ば

建

坪

は

敷

地

面

積

の

一

割

程

度

に

過

ぎ

ヂ

。

。

近

械

の

何

向

と

し

て

和

洋

併

用

式

住

場

所

を

い
内

め

て

居

る
、

ふ

だ

ん

は

家

族

五

六

人

の

目

安

で

あ

る

が

、

矢

張

十

七

八

人

位

ま

で

は

.

さ

ほ

ど

無

理

な

く

利

用

さ

る

L

台

所

た

ら

し

め

皮

い

と

云

ふ

課

け

で

あ

る

、

室

の

中

央

に

換

気

接

世

堀

宅

は

加

速

度

的

に

増

加

し

つ

L

あ

り

て

或

人

の

統

計

に

擦

れ

ば

約

五

割

が

併

刈

式

に

し

て

約

三

割

が

純

洋

式

、

約

二

制

が

純

日

本

式

と

い

ふ

事

で

す

が

.

約

二

割

の

純

日

本

式

の

も

の

の

み

猫

り

漸

減

の

傾

向

を

と

り

全

轄

と

し

1

洋

風

化

し

つ

L

あ

る

が

、

全

般

的

に

考

へ

て

そ

ダ

1

ン

日

本

の

趨

勢

を

語

る

も

の

と

言

ふ

ぺ

〈

、

す

べ

て

K

瓦

る

洋

風

化

は

必

然

的

の

根

強

き

h

の

な

れ

ば

共

聞

の

融

合

調

和

を

計

る

べ

き

で

②

る

が

相

首

難

し

い

問

顕

で

あ

る

。。

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

K

於

て

は

各

局

室

を

院

く

と

り

玄

関

を

二

帖

大

と

な

し

た

る

も

、

少

し

く

狭

き

に

失

し

来

客

の

時

は

多

少

不

使

あ

れ

ど

卒

常

は

十

分

で

る

る

縁

側

の

巾

を

四

尺

と

た

し

た

る

が

三

尺

巾

の

も

の

に

比

し

て

は

面

積

の

増

加

少

を

施

し

た

主

も

飴

ほ

ど

有

効

に

働

い

て

居

る
、

夫

れ

か

ら

土

問

b

L

板

ノ

聞

か

ら

ほ

り

出

し

て

物

世

待

。

の

押

入

を

つ

け

出

入

御

川

商

人

へ

の

肱

接

所

と

し

た

事

も

一

入

便

利

に

利

用

さ

れ

て

居

る

。

田

猷

ヲた

夏日

く

し

て

使

用

上

使

宜

多

く

且

つ

叉

快

油

で

あ

る
。

徐

り

腕

く

す

る

時

は

康

敷

を

陰

榊

院

に

す

る

側

向

が

あ

る

D

階

下

南

国

の

縁

側

乙

そ

は

全

く

必

要

欠

ぐ

べ

か

ら

ざ

る

も

の

に

し

て

冬

は

暖

く

・

夏

ま

た

涼

し

く

・

庭

と

座

敷

と

の

よ

き

連

絡

貼

と

も

な

り

最

d
n

快

い

も

の

で

あ

る

。

ま

た

南

耐

の

八

帖

六

帖

の

二

室

は

冬

暖

〈

茶

の

間

は

東

向

に

し

て

夏

涼

し

く

強

制

の

効

果

を

邸

中

け

て

居

る

o

納

戸

は

女

中

京

殺

枕

衣

告

と

な

り

と

れ

も

多

少

の

不

便

が

・な

い

で

も

な

い

。

今

一

室

位

欲

し

い

様

に

思

ふ

ο

間

仕

切

は

襖

・

陣

子

等

な

れ

ば

必

要

に

際

じ

極

め

て

簡

単

に

取

去

る

事

を

得

て

二

室

を

一

室

に

し

て

使

用

し

得

る

外

、

通

風

上

に

も

効

岡

市

あ

り

。

郵

政

は

非

衛

生

的

で

あ

る

と

の

設

も

栴

へ

ら

れ

て

居

る

が

掃

除

が

容

易

で

あ

る

故

衛

生

的

に

保

つ

事

も

比

較

的

容

易
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-

な

れ

ど

、

ベ

ッ

ド

、

カ

ー

ペ

ッ

ト

等

は

帰

除

に

も

機

械

等

を

刑

ふ

る

を

姿

し

且

つ

ま

た

多

く

の

ス

ペ

ー

ス

を

い

内

む

る

も

の

に

比

し

て

は

融

活

性

に

宵

作

足

の

感

個

h

好

ま

し

く

多

く

の

美

知

を

有

す

れ

ど

も

、

椅

子

式

も

ま

た

欠

ぐ

べ

か

ら

ざ

る

も

の

に

し

て

舷

接

叉

は

軒

務

友

ど

は

精

子

式

と

な

す

方

断

然

ょ

い

と

考

へ

ら

る

k

た

め

書
一

新

銀

腔

接

は

柿

子

式

と

な

し

た

れ

ど

、

隣

虫

が

日

本

式

な

る

た

め

全

然

洋

式

と

は

な

さ

や

既

に

板

敷

と

し

敷

物

を

敷

き

裂

張

の

膿

的

予

を

刑

ふ

る

市中

に

し

て

居

る

が

、

日

本

山

敷

と

一

つ

の

室

と

し

て

使

川

し

で

も

不

調

和

友

く

ま

た

場

合

κ
よ

っ

て

は

佐

敷

と

も

左

す

a

事

を

得

る

椋

考

案

せ

り

口

玄

関

、

民

間

、

炊

事

室

等

康

加

の

要

た

き

虫

は

松

山

町

と

た

し

た

る

が

麗

々

の

貼

よ

り

考

へ

て

よ

い

と

忠

ふ

口

精

子

式

と

隙

式

の

雨

様

の

安

あ

れ

ど

も

共

は

二

重

生

前

と

は

考

へ

ら

れ

十

、

何

れ

も

呉

り

た

る

特

長

を

有

し

別

種

の

も

の

に

し

て

、

何

れ

も

必

要

と

言

ふ

べ

き

で

る

る

口

古

い

級

友

左

ど

に

封

し

て

は

佐

敷

の

宗

で

崎

臥

封

談

す

る

な

ど

誠

に

親

し

み

を

探

く

す

る

も

の

で

あ

る

。

。

外

棚

上

よ

り

言

ふ

時

は

凶

周

の

安

気

と

調

和

よ

く

保

つ

、

』

と

必

要

な

れ

ど

、

内

部

を

日

本

式

と

な

し

外

接

を

伴

式

と

友

す

も

弁

.

文

た

き

が

、

外

仰

上

に

利

作

併

川

式

を

川

ふ

る

も

の

に

は

杭

k

に

し

て

ふ

調

和

を

極

む

る

も

の

あ

り

て

、

内

部

を

椅

子

式

と

せ

る

た

め

外

相

を

何

等

の

考

慮

も

な

く

孤

立

的

に

洋

風

と

た

せ

る

も

の

等

に

王

り

で

は

合

く

頭

の

働

き

な

き

を

一

示

す

が

如

く

、

此

家

に

洋

室

あ

り

と

ば

か

り

人

に

誇

ら

ん

が

た

め

の

如

〈

不

快

を

感

十

る

広

の

す

ら

見

ゆ

c

官

ら

ん

が

矯

め

は

口

一

さ

ん

が

た

め

の

情

主

的

住

宅

な

り

と

却

も

、

今

少

し

気

品

あ

る

も

の

と

し

、

内

容

充

世

せ

し

め

、

口

川

格

を

保

つ

十

山
中

が

早

ま

し

く

、

在

来

の

日

本

式

に

は

多

く

の

英

則

特

長

を

有

す

る

も

の

な

れ

ば

そ

の

美

賠

特

長

を

生

か

し

て

行

〈

椋

に

す

れ

ば

宜

し

く

、
間

半

怠

る

外

岡

松

倣

よ

り

気

保

風

土

に

一泊

A

H

せ

ざ

る

様

式

を

採

る

本

は

飴

り

氏

側

…

思

慮

と

い

ふ

べ

く

、

笹

川

的

に

は

日

本

式

の

方

が

良

く

‘

ま

た

親

し

み

を

持

つ

引

が

出

来

る

。

鈍

筋

混

擬

土

地

は

郊

外

の

小

机

宅

と

し

て

は

組

め

て

不

油

首

な

り

と

い

ふ

ぺ

く

、

保

健

上

に

も

不

便

の

貼

多

く
、

木

m
m
v
-
フ

ス

張

モ

ル

タ

ル

塗

排

出

も

防

撰

法

不

完

全

な

る

は

腐

蝕

し

易

く

且

つ

叉

白

蛾

等

の

被

害

を

最

も

受

け

易

く

油

首

な

る

排

匙

法

と

言

ひ

難

し

o

十

代

米

の

日

本

式

構

造

法

も

原

線

五

は

箆

主

過

品
川

に

し

て

徒

ら

に

杭

の

負

'

踏

を

京

か

ら

し

む

る

ヘ

新

し

く

考

案

さ

れ

た

る

も

の

も

多

く

は

外

判

貧

弱

な

り

〕

等

の

欠

貼

は

改

良

す

べ

き

も

の

な

れ

ど

柿

強

鈍

物

筋

違

等

の

使

川

に

よ

り

て

相

官

耐

法

的

た

ら

し

む

る

を

作

ぺ

く

、

我

閤

土

に

最

弘

一通

A

n

せ

乙

も

の

と

い

ふ

ペ

〈
、

芳

季

高

温

度

に

制

し

で

も

開

放

的

と

た

す

を

得

て

誠

に

涼

し

〈

.

E

つ

ま

た

民

営

締

結

は

混

凝

土

及

大

控

K

比

し

最

も

m

r

く

摂

策

を

欣

散

す

。

ま

た

抑

策

法

は

利

町

内
十

的

に

計

算

し

難

き

も

自

然

的

K

天

井

叔

の

軍

一

ね

目

.

障

子

紙

等

に

よ

り

て

徐

々

に

快

気

さ

れ

特

殊

の

装

置

を

要

せ

歩

、

ま

た

ラ

ン

マ

の

川

欣

に

よ

り

て

自

然

療

養

法

等

に

も

泊

令

す

る

夜

間

外

気

と

の

変

通

自

在

と

な

す

事

を

得

て

、

経

桝

的

に

保

他

上

の

目

的

を

迷

す

。

ま

た

窓

に

庇

な

き

洋

風

の

L

の

は

降

雨

量

多

き

地

方

に

は

防

倣

上

不

便

多

し

。

雨

戸

、

硝

子

戸

、

紙

附

子

、

日

除

格

子

、

網

戸

等

を

夫

々

共

必

要

に

よ

り

油

首

に

組

合

せ

使

用

す

る

事

に

よ

り

求

人

分

所

期

の

目

的

を

達

す

る

を

得

。

建

築

費

の

鈷

よ

り

考

ふ

る

時

は

日

本

式

と

せ

ば

税

山

内

低

き

も

の

に

あ

り

て

も

相

訟

の

品

格

を

保

ち

得

れ

ど

洋

風

の

も

の

に

て

間

何

度

低

き

も

の

は

前

者

に

比

し

謡

陀

円

川

絡

な

き

も

の

多

し

o

即

ち

草

慣

安

き

も

の

に

て

は

臼

本

式

と

な

し

た

る

場

合

が

最

も

有

利

な

り

と

一言

ふ

ペ

く
、

本

来

の

日

本

式

を

基

調

と

し

之

に

新

時

代

の

必

要

を

加

味

し

た

る

様

式

が

質

際

的

K

見

て

多

く

の

契

鈷

を

持

ち
・

妹

K

一

般

的

な

る

小

牧

宅

に

於

て

其

感

殊

に

深

〈

所

前

文

化

住

宅

と

栴

す

る

も

の

に

は

往

々

に

し

て

遊

戯

的

気

分

を

包

蔵

し

新

脊

を

好

み

、

構

市

川

材

料

に

誼

首

せ

ざ

る

表

現

法

を

友

し

、

飴

り

に

も

ロ

マ

ン

チ

ッ

ク

に

し

ず

・

世

間

上

不

便

多

く

、

長

き

住

居

に

耐

へ

難

品

目

も

の

さ

へ

あ

り

。

世

柄

の

拙

淀

川

嘩

激

し

く

合

部

度

に

す

べ

て

が

進

む

時

代

な

れ

ば

飴

り

K

永

き

耐

久

力

を

要

せ

歩

、

普

通

の

木

治

に

で

も

二

十

ヶ

年

は

十

分

使

用

に

耐

ヘ

得

べ

〈

人

間

一

代

と

し

て

了

度

池

山

市

川

の

年

限

な

り

と

言

ふ

ぺ

し

。

銀

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

遺

等

・

こ

な

す

と

き

は

必

要

以

上

K

耐

久

的

な

り

し

矯

め

、

却

っ

て

子

孫

を

し

て

不

便

な

る

位

宅

に

永

く

居

住

せ

し

む

る

一事

と

な

為

。
。

最

後

K

敷

地

と

建

物

庭

と

座

敷

友

ど

の

閥

係

に

つ

い

て

一言

へ

ば

、

現

代

人

の

都

合

集

闘

生

前

は

徐

め

に

も

物

質

的

機

械

的

K

偏

し

、

人

間

自

然

の

本

性

に

反

す

る

部

甚

だ

し

く

・

日

々

不

健

康

と

な

り

行

き

‘

危

股

思

想

を

抱

ぐ

も

の

明

加

一55 -
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し

、

世

相

険

悪

に

傾

き

、

悠

久

な

る

天

地

自

然

の

聞

に

人

生

を

柴

し

む

徐

裕

な

き

に

至

り

全

く

憂

慮

す

べ

き

な

り

。

住

宅

は

慰

安

休

息

の

た

め

、

閑

静

に

し

て

落

着

き

た

る

も

の

と

し

、

強

烈

な

る

刺

戟

、

騒

育

、

繁

雑

よ

り

全

く

開

放

さ

る

る

事

が

望

ま

し

く

、

敷

地

は

成

る

べ

く

前

〈

裕

あ

る

を

欲

す

口

庭

同

と

建

物

と

の

閥

係

は

在

来

別

何

の

も

の

と

し

て

其

川

辿

耕

民

欠

ぐ

る

も

の

多

く

・

全

く

侃

υ

閥

心

の

結

果

K

し

て

種五

-(:九

七久

(案)

ｾ色

℃ 住

イ田

雨

A

相

侠

ち

、

建

物

は

庭

に

よ

り

て

生

き

、

融

和

し

て

一

つ

の

も

の

と

な

り

削

る

も

の

の

け

を

悦

ば

し

.

心

を

山梨

ま

し

む

る

棋

な

す

外

宮

川

的

に

し

て

且

つ

衛

生

的

に

設

計

す

べ

き

で

あ

る

。

多

ぐ

の

古

き

茶

一

十

建

築

等

を

見

れ

ば

其

聞

の

閥

係

は

全

く

巧

妙

に

計

差

せ

ら

れ

能

く

共

目

的

K

添

へ

る

も

の

あ

り

。

築

山

、

米

地

.

日

大

友

る

飛

石

或

は

必

要

も

な

き

府

能

等

を

所

狭

〈

列

べ

、

只

徒

ら

に

樹

木

を

植

込

み

た

る

も

の

乍

は

川

快

を

欠

ぎ

‘

小

供

の

遊

ぶ

事

な

ど

思

ひ

も

よ

ら

子

。さ

れ

ば

駐

は

成

る

ぺ

〈

康

さ

を

生

か

し

明

快

卒

知

一
を

己

円

と

せ

め

。

橡

側

前

は

一

商

の

芝

生

と

し

小

供

等

の

遊

び

場

と

な

し

た

る

た

め

外

気

の

内

に

延

び

/

¥

と

'

刷

か

に

全

く

危

険

な

し

、

ま

た

芝

生

の

内

聞

に

孫

葉

樹

を

主

と

し

て

常

緑

樹

を

.父

へ

植

へ

た

れ

ば

夏

は

趨

首

の

日

訟

を

有

し

涼

風

波

り

、

b

p

J

も

い

紙

日

防

光

を

浴

び

て

諜

さ

を

知

ら

や

応

放

の

延

長

と

タテ ｊｾ タメ ｊ

30.5ツホ

ヤマテニ

ココロ三

193 1  

.;; ? ダ・ヵメト シ

B ガ ツ 3 ニ チ

は

な

る

。

ま

た

間

関

住

宅

K

し

て

菜

園

、

花

壇

等

を

有

せ

ざ

る

は

不

具

に

近

く

、

新

鮮

な

る

野

菜

は

営

養

償

高

く

‘

ま

た

一

方

耕

作

の

た

め

趨

蛍

な

る

附

労

働

を

な

す

を

以

て

、

心

身

を

健

か

に

し

て

全

く

一

摩

雨

得

で

あ

る

。

向

然

に

親

し

め

ば

凡

て

の

憂

慢

も

忘

れ

、

精

一

糾

明

朗

そ

の

心

境

は

全

く

何

物

K

も

比

肩

す

べ

き

も

の

が

か

他

い

0

へ
終

)

む !函 11、

る 目

費庖

一「

7象 は

?象

建

定 百

買
で 買 貨

築
aぅ 庖 庖

ｾ＠ り 及 本 • 
枇 ま 百

三1十1→aIL2  B  

百

告

編命

す 貨

。

応 月

貨

輯 建築 の蹴

庖

苦11
を !持 L -

車号 車専

一- 56 -
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長 j ) ; 築 と 肩 上 舎 ( X TV )

E宣計村野建築事務所



建 築 と 枇 舎 ( XI ¥・〉

外 観

西 市 隅 の 庭問 から児たf Y r . ｾＺｲ ｉｊＡｾ 府Ｏｩ ｬｬ

の主主flll) と洋風食堂 前路抑l容 燃の碕 窓

Hi 窓 が腰板倉初日の t rこrmかれであ

る二階 和 風 符 rm抜似1) と小供' キーにあて

る洋風の 勉強手伝がr" ー フチ y パー」

の監に容、が 開いて共 に 西 風がＱ， Ｑ Ｑ ｾ しく

入 る様にして産、る

洋 風部 分 1:): 必¥' 汁滋i 1i iyW!A:I 椛 泣

平日 j鼠部分は 木 浩 純 日本式構 訟である

和 洋 繭 古 ＱＩ の 謝 何 に可 ｦ 曹を位 曹 ｨｾ 都 Ｇｾ Ｑ￭

タトの住宅や大和 地 方の良 民 家 内lJ1<を

調利し たか ら少しも 従 来の折 衷 式 と

言 」、ものの様 に木 に竹 をついだ綾な

感 じがない 桜 に W3f: ててる つ も り

属根 来は R 司リ紫色 の ものと大仰の瓦

l土議色 l'こ 「ス苧ヲクチj したl]!:Jι で

本 訴 に見 せ た

ＮｊＮｩ ｈ 量ｾ問

十 五 畳程 のI淀き、 構訟は t滋fめ「 コ y

F陸海上町線北畠・山本澄三郎氏部

住 宅 官 民 集 6 0  

検クリート l 天 井・は化粧名栗ちEに付 け床は

板張滅ｊￍＧ ｕ ｊｪｾ Ｎ 西信 ＱＱＱ 窓Ｚ下 に「ソ フ ァー ｊ 事し

の 方 ｬ 亡 小 さい普 ｾ Ｇｩ ｊ . 南側 宣言、ぎわに主人の

ねLと公然 廻 側 椅 子J t の.j! Lの右 flll)l 'こ啓処が

もうけ られて あ る。窓は | ロー ル スク リ-

:.- J '.l. tl 徐綱付北 fl!I) :: t食' ]i t・と述絡 してある .

1 ，1' ツトエペー J t，友fjJ-

居 間

手 前 乃 六種は夫人Ａ哉 、 床 ｬ 土 茶 笥 ｊＡｾ に し て

級1邪茶 憶 を切り l ! : 所 の方から 7]<勝 下を廊

下で ｊ 函 へる 様 ｲ こし て 卒 棄 は夫人がｾ 所 の

1f， ｬｩＧｾｬ ｬ を す るに使なる 様 に し 、 ｾｾね て向」、

に凡へ る主 入居11"本 床付 の八金 に' A絡し

て快 をひら けば二信 を 一 つ にし て世1:事 な

どのI侍に{l)f手りにし てあ る

主 人居間床 のj協に世I: t:宜、 rtli{家{lll) か ら床; : t .1

に も うけた家族 便 所 にiIDへ る惚に した

訟計 i遠谷五郎氏 施 工 前 回 工3海底

- 58 ー
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蛍 F斤

建 築 と 量t 舎 ( X I V )

和風審問

隠さは八 授 、客 間

と言」、ても泊り込

む様なヰ与 の縫 室 で

北 1111] に巌根 の者f>合

で仰lの上に 月形 の

完宮、を小 さく取 る よ

り外に{ J : 方がない

が市 1111]1'こ様 nUI を設

けて充 分光 線 の入

る様に しておい た

人 口玄関

ギ ヨ ー ギ ヨ - j [ti A

閥め v た様にせ ず

J:・庇 を深 〈出 し自

動 j ] 1が其の下 に入

って雨 雲 に ぬ れ ぬ

様 に し 和 式 の味を

充分にした

.lt l!ll J に窓を DHν 、て流し 、i U折夜空宇を置き

中央に 商 ･ｮ 警護 、 丙 仰 Ｑ｝ にｾｾ Ｇ ｮＮ戸棚 、 東側 ＱＺＺＺ

内. Y: 閥 、浴 家宅事に i! I J ひ口をひら曹 、勝 手

tl: 入 口1-:: 北 京 の閑 に風呂 の燃き 口 をJt の

こ1-11¥] から JI '{ 扱 ひ袋 ね て 出 入 1m人や下虫牢の

U:¥入口にした

設言 j"iど庁 総 谷 五 良1¥

工 事 請 負 前 m 徳 松

現場主任 7)< ｽｊ ｾ＠ 古r 維

ｾ計 滋谷五郎氏 施工前回工務庖
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後

此

工

事

の

モ

ッ

ト

ー

で

あ

っ

た

。

腰

積

の

煉

瓦

は

出品川

過

や

、

烏

宇

、

〈

つ

付

の

弛

u

油

u

川

そ

れ

の

悶

列

と

色

の

調

和

と

は

設

計

者

の

窓

を

位

し

て

施

工

者

自

ら

共

の

衝

に

蛍

る

と

言

ふ

如

何

度

で

あ

る

。

内

部

の

遺

作

は

総

て

米

松

で

、

波

の

荒

い

板

自

の

杢

は

燈

川

T

の

様

に

ア

ン

チ

ッ

ク

塗

で

見

違

へ

る

様

に

際

接

や

食

会

一
を

形

諮

っ

て

居

る

。

溢

ド

タ

イ

ル

の

7

ア

1

プ

レ

l

ス

は

薄

茶

色

の

ク

ラ

フ

ト

ン

仕

上

の

壁

か

ら

シ

ッ

ク

に

浮

出

し

て

居

る

。

以

の

き

い

た

氾

般

と

…

治

付

い

た

家

具

は

一

一

府

此

部

同胞

の

感

じ

を

し

て

人

を

引

付

け

て

居

る

。

門

前

の

感

じ

、

そ

れ

は

大

手

を

蛾

げ

て

少

エ

ル

カ

ム

を

表

示

す

る

様

で

よ

く

あ

る

ブ

ル

ジ

ョ

ア

階

級

の

凶ム

回

l民ｾ＠宅イ主
( XI V )  

外

Wil 

fi !.: 

新

ｾｾ＠

E号

氏

令

総

て

を

地

以

に

し

た

い

と

言

-
t

主

人

公

の

窓

H

A

は

池

利

氏

に

依

P

巧

に

表

現

さ

れ

て

居

る

。

知

…

坂

飾

の

平

松

山

に

恥

る

侠

勃

は

出

入

の

多

い

プ

ラ

シ

か

ら

来

る

噌

耐

と

M

m

制限

の

強

化

に

依

っ

て

充

分

に

稲

は

れ

て

更

に

一

層

強

い

M
m
化

を

塊

は

し

、

そ

れ

は

や

が

て

叉

採

光

温

風

に

充

分

な

る

エ

ツ

7

7

z

y

v

ー

を

興

え

て

腐

る

。

L
W

い

材

料

を

活

し

て

使

ふ

尖

れ

が込

宥

量土と築m 

第二階平而間

主主

第一階平面画

接震E

纏政工務庖

- 60 ー
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( XI V)  

ゐ〈

鎖

し

た

京

苦

し

い

感

じ

は

少

し

も

な

い

。

外

側

は

彼

の

夙

川

の

大

松

山

川

を

西

に

し

て

谷

地

を

陥

て

ι

土

問

郷

山

の

翠

色

に

封

し

、

市

は

戎

一柳

枇

の

森

か

ら

泣

く

紀

山

が

紫

に

霞

む

。

此

慾

か

ら

は

叩

山

の

疋

而

が

抗

日

淡

く

北

織

の

連

山

に

綴
本

舎量士と築建ｾ＠長窯宅住603  

長

い

て

腐

る

土

手

の

下

を

流

ゐ

、

小

川

の

さ

込

苧

曹

は

松

胤

の

一晶

一

回

に

唱

和

す

る

。

前

の

揖

円

凹

は

賞

金

の

法

を

比

秋

に

は

見

せ

て

央

れ

る

で

あ

ら

う

。

黒

い

色

の

一九

土

色

の

笠

・

緩

い

勾

配

の

賊

根

、

総

て

は

平

岡

山

に

建

つ

明

る

い

家

の

感

じ

で

あ

る

。
一

川

市

坪

二

附

昂

-

ア

レ

ス

A

一z
H

六

回

、

一

六

五

三

五

、

七

間

三

一一
一

、

一
一
一
て

沢

一

O

一一
一

、

二

三

三

a・2女工務庖
施工Eま針阪急沿線夙)11 ・武居氏邸

- 61 ー



604 集民軍Z宅住

f旬、ヶ マ

悔

( X I V)  

氏

位

宅

uIf. 

土産

曾

照

合

同

肌

川

の

牒

を

凶

北

に

位

へ

た

小

高

き

止

の

上

一

附

側

は

ア

メ

リ

カ

量t

y

セ

ッ

ト

ル

メ

y

ト

風

の

純

洋

風

、

北

は

ス

バ

ユ

ツ

シ

ユ

の

ふ

爪

い

洋

』ヒ築

風

の

来

、

前

は

泣

路

を

距

て

、

或

懸

賞

住

吉

に

な

還

せ

る

と

か

言

-

t

切

髪

を

刷

出

く

し

た

和

洋

折

衷

の

家

に

附

f

れ

た

、

此

・

新

築

の

家

の

客

E主

聞

の

窓

か

り

は

亦

松

の

林

を

透

し

て

市

川

熊

闘

の

亦

い

同

盟

機

、

白

い

墜

凶山l平第 二 階

Cf; n胤の方 )官辺外

の

家

々

が

紘

ι

山

政

と

の

川

に

駄

々

し

て

比

え

る

。

屋

ー

の

7

?

ツ

ト

か

ら

は

問

闘

の

松

の

檎

を

越

へ

て

、

旭

日

に

抑

制

く

火

阪

階

。

紫

よ

り

剛

捕

に

後

り

行

〈

大

巾

、

-雌

那

の

山

総

は

A

W

光

を

吹

っ

入

日

の

笑

淑

其

れ

は

ピ

l

ん

の

尚

を

引

く

に

充

分

で

あ

る

。

淡

如

色

の

ソ

リ

ジ

ツ

ト

の

授

は

其

単

純

化

さ

れ

た

る

直

線

の

説

測

を

・

帆

献

の

時

H

1"，1  而第 一附

日

景

か

ら

ク

ツ

キ

リ

と

表

現

し

て

居

る

。

玄

闘

か

ら

府

間

小

じ

ん

ま

り

し

た

態

接

・

品
鴨
川

務

、

手

洗

、

酷

m

上

へ

の

使; OIt 

la破工務庖

- 62 ー
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*  

時川

ほ

本

位

物

は

英

世

情

訟

が

川

祉

協

コ

y

h

y

リ

l

ト

な

る

伐

め

之

れ

が

反

蜘

刊

の

お

に

剛

山

芯

し

内

( XI ¥・〉

利

な

交

通

は

コ

ル

ク

の

は

也

や

ア

y

チ

ヴ

タ

品

開

の

入

口

と

共

に

洛

着

い

た

内

に

7

レ

ツ

シ

ユ

径

の

仕

上

は

階

上

下

共

主

と

し

て

「

コ

ル

ク

ペ

イ

y

ト

」

の

組

而

と

、

端

凶

製

サ

ル

プ

ラ

千守

の

感

じ

を

奥

へ

る

。

量士

東

南

を

受

け

た

主

人

、

夫

人

の

階

上

の

滞

国

間

紙

、

叉

天

井

の

一

部

は

コ

ル

ク

板

張

り

を

使

k  

共

に

縦

〈

サ

Y

凡

I

ム

等

は

光

州

制

と

眺

望

と

川

し

、

色

は

総

て

鈍

色

を

使

川

し

て

務

付

を

築

を

充

分

に

融

制

し

て

居

る

。

小

供

・

折

口

一

治

揖

周

ν

見

せ

て

照

る

。

又

家

具

や

m

u

m
~
も

建

物

と

の

J t 

て

勉

川

崎

の

出

来

る

位

泣

・

次

の

拍

開

m

川

岸

川

府

制

和

を

考

服

し

簡

明

な

窓

医

と

な

っ

て

屠

る

段

を

上

っ

て

古

m

y

、

に

艇

剃

の

伏

泣

に

あ

っ

て

此

設

計

は

杉

村

念

。仰

の

技

師

松

似

忠

次

郎

氏

枚

一

半

F
K

叶

川

て

る

。

で

施

・ム

ば

徳

政

工

務

広

で

2

る

e

集11: 1  篤宅住( 605)  

徳政工務庖施工松保忠次郎氏殴劃'阪急沿線夙川 . i.度過氏邸

一- 6 3  - ー



建 築 と 世 舎 ( XI V) 住 宅 主 主 民 集 606 

-

e

A

 

域

川

間

同

平 面 悶 外 部J

刊 はｾ一 一 ｟｟ｵ ， t  I  Ｚｴ Ｎ ｉｾ＠ 1  

ａｾＩＵ 二二ーー一一一一ー ーー

ト」止ー_ _ J ' "

1  I結咋主主 37主lo6C

2 階坪数 15. 27 

延 坪 52. 8i

阪縛5宮線・番橿圃・ Y 氏 6 殻 針 小 笠 原 建 築事務所

- 64 ー



己07 住 宅 管 良 薬

Y  

l 階坪厳 41 坪 418

2 階 卸 数 19. 130 

延 坪 伺 . 548 

k  

河

南海沿線・東天下茶屋・ K 氏 邸

- ｾＵＭ

到3

F持

l ji 

面

凶

， f D UI I I I I I I  

，11 

え '

怖司

T_IIIIIIIIλ lC::j:!:j組出日l

建 築 と 最 上 舎 ( XI V)

E主〉
第

よ忌占相 ， ｉｉｾ 与
|犠

可邑

卒

ニ量

函

ｾ［ｦＮ＠
..... 

豆 油 F  

間

Ｑ ［ＺＱＱＱＱＱＱＱ 俳ｾｉｦ ｬ r 屯

E主 計 小 笠 原 建 築 事 務 所



ｾ築と ｩｩ ｈＺ 合 Ｈｘｉｖ Ｉ

外 協 御 三週 .

阪神沿線 ・打出 ・N 氏 郎

住 宅 'β 民 集 608 

l 附 坪 数 41 .，. 25 

2 階 咋段 17. 25 

延 安 J i 58. 50 

第

一

附

卒

i M 

加l

殺 計 小 笠 原 建 築事務所

- 6 6 -



45 別 限 新 Q 築 集 建 築 と 計 舎 ぐ 文TV) 附録

l 外糊 2 袋町li 詳細 3  jiJ 入 1_1 4 入口瓜lll t1 5 ロツ ピ ー 6  ff，HltJ 7，( 11-

米国・紐育 シチー・バンク・フアーマアス・トラス・カンパ= ー 鮫普f タロツツ・アシド・' J ロツス氏

JIII :IIIIII IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 川川川川川川川川l I i川 川 川 11111111111111111 切 取 "  11111111111111111111111111111川 川 川 川 川 l川 11111I 1! !日111111111111111111111111111

ヨーキヨＭｾメジト

ヨ四キヨ-憲Eメント
早 期 高 強 度 税 枠 迅 速

LI  ON BR/ . ¥ND 

年 産 鼠 百 廿 万 i噂資瓜全亙百万回

大阪害、業セ〆ンド応未来奮紅

穴 阪 間 北 区 喧 、 島j寝 過 ご す 白

霊 詰 北 白 一 一 0 豆 一 一 三 岳

王 1拡 大阪市? を巴帝盟、加息[ i j J

ーーー- 3  -ーーー

童 話 脇 1 I 1- - t. t ・二六OJl: 二八四三

東京出張町衆京市調回E 姦 漁 場 町

京都出込町烹 es 南 二 ヲ 特 色 尺 前



it 築 と 最上 o Ｈ文 ｬ ｖ Ｉｾ 付金 量 関際 華 ｲｲ 建築身 ｾ 46 

1  :m: IH外 似 2 階 段培 3- ' 1 位育場 5- 6 防 段 7 鑓 l滋:lft 7/<( ρ ンス ・ ガ イ ス マ ン 氏 作 )

濁濁・ 2貨当量・ベシデシ街小母校 2主計 フリツツ・シユーマツへ) 1 . . 教健

11111111111111111川 111111111111111111111111111川 川111川 川 川111川 川 川 川 川111切 車 組 :111111川川11111川1111川111111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111II!

新刊覇空53最近建築懸賞固集

定 俄 7 0 銭

税 1  0 錨

新刊 世 界 最 新 建 築 固 集

定 憤 5 0 銭

税 8 銭

キIIi 増 竺山子唱Z  

被 建 築 圃 集

定 憤 100 銭

税 1  8 銭

二 )以

嬬 人 ｾ＠ 住
三ｾ己 -

定 位 100 銭

税 12 銭

間日本建築協曾護行 |犬山 ;iro|責捌おき222



47 園 際 新 建 築 集 建 築 と 世 舎 ( X I V ) 附録

1- 2 ダト似 ユ主要階段集 4 講 堂 5 m1脊場 6 - 81;:;J1叶1 ' i ! J i 笠総絞噴水

海海・漢盤・アルスターターJ'" ・高等賞業事絞 殴計 フリツツ・シユーマツへJ J，. 教授

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111切 取 線11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

DUNL OP RUBBER F L OORI NG 

ダ

ン 市lド

ロ
戸

ツ市

プ 脇

各
護 之

Ｙ 幸 最 ｴｾ 見ゴム床敷は銃に重立多の官街 、

日 莫 演
合意士、内総放に奇書家庭 K 敷込まれ 、

f 一、

快適なる其の感 じは 御使用 者R各位の

地
極

東

御1荷足御貨統 を待つ L あります。

出
、、--'

御必要に) ! f l ¥じ何時に ても剥: 員を 波し

株
詳 細 に亘り 御要 求 事項 を御Z究明申上

張 式
げます。

曾

所 最t
ゲ ン

。、コ

フ 3蔓 議 床 敷

ーーー一司 "  - -



48  集築建新理事間( XT V) 附 録舎量士E二築llt 

3 ニュ ー・ 1 J レドニア iiff J1ij ・1<
l ニュー ・ カレド ニア ・ パリぬ ・ ニュー ・ヘプリド' i I {f Ｒ ヱ ユ Ｍｾ プリ ド白 ｔ

プ ー チノぐり -ui l ln巨官庁入口扇 5 パリ - J:.! j f/{f 6 トーテ ム$- 柄1117

{都圏 ・ 巴 里 ・ 殖 民 地 博 覧望書建 物
サーツケ +J ' ..f リー + モントノー氏設計

大

阪

市

西

淀

川

区

大

仁

策

二

了

目

-

ゃ

ん

電

話

土

佐

堀

川

五

位

輔

E

.4

白
謡
一

?

。

ハ

)

日

本

金

具

株

式

舎

社

一

u'
行

/

/

，
，

E

、

東

京

市

丸

ノ

内

有

柴

町

報

知

ピ

U

F

一

世

ψ

'

R

Y

山

ハ

庁

め

四

九

七

二

番

一

j

J

J
も

1

耳

j

電

話

丸

ノ

内

σ
三

六

O

四

番

一

特

徴

及

用

途

一

一

合

鍵

絶

無

、

盗

難

除

完

令

一

生

命

財

産

の

安

全

無

類

一

一
ポ

担

Y

一

つ

の

作

用

に

て

一

外

部

よ

り

は

鍵

無

く

し

て

-

は

開

扉

不

能

な

る

も

内

部

一

よ

り

は

鍵

を

川

ひ

ず

し

て

一

関

扉

自

由

な

る

故

地

震

火

一

惑

い
キ

の

非

常

時

に

安

会

一

且

一

便

利

至

極

一
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最

新

義

明

防

水

工

事

界

之

革

命

開

閉

セ

メ

フ

ア

ル

ト

プ

ラ

イ

マ

!

に

就

て

後

明

者

阪

口

芳

三

郎

防

水

工

事

の

施

工

に

際

し

従

来

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

コ

ン

ク

リ

ー

ト

に

完

全

に

密

着

せ

し

む

る

に

は

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

ブ

ラ

4

マ

l

(
ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

聴

泊

等

に

て

稀

殺

し

た

る

も

の

)

を

コ

シ

タ

リ

l

ト

而

に

塗

布

し

ζ

れ

に

依

り

て

コ

ン

ク

リ

ー

ト

と

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

と

の

需

着

を

容

易

な

ら

L

む

る

方

法

を

採

り

来

り

た

る

も

該

方

法

は

莱

閑

人

の

有

す

る

特

許

団

地

(

特

許

第

四

八

六

三

披

〉

に

採

慨

す

る

も

の

に

し

て

識

者

の

等

し

く

患

ひ

っ

h

あ

る

出

品

な

り

し

が

務

明

者

は

此

コ

ン

ク

リ

ー

ト

直

に

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

プ

ラ

4

マ

ー

を

塗

布

す

る

事

の

前

症

の

如

く

既

特

権

に

採

腕

す

る

事

は

亙

ロ

が

図

防

水

工

事

界

に

と

り

て

由

々

し

き

問

題

な

る

事

に

留

意

し

何

等

該

特

許

憶

に

燭

れ

ず

し

て

猶

一

層

有

効

且

つ

施

工

簡

易

な

る

プ

ラ

4

マ

ー

を

後

見

す

る

事

に

努

力

し

遂

に

今

凶

優

秀

な

る

現

想

的

プ

ラ

4

マ

ー

の

本

邦

獅

自

最

初

の

待

許

械

を

穫

得

す

る

に

奈

れ

り

。

次

に

従

来

の

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

ブ

ラ

4

マ

1

は

吹

の

如

き

鉄

陥

あ

り

。

ー

、

コ

y

p

p

l

ト

が

完

会

一

に

乾

燥

せ

ざ

る

場

合

は

と

れ

に

塗

布

す

る

惑

を

得

ず

即

ち

水

気

の

震

浮

上

り

て

そ

の

用

を

潟

き

ざ

れ

ば

な

p

o

(

施

工

能

率

低

下

)

2

、

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

プ

ヲ

イ

マ

1

は

塗

布

後

猶

相

常

時

間

の

惣

過

を

待

た

ざ

れ

ば

防

水

工

事

を

施

工

す

る

と

と

を

得

ず

。

(

施

工

能

率

低

下

)

3

、

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

フ

ラ

イ

マ

l

塗

布

後

防

水

工

事

前

に

於

て

降

雨

等

あ

P

た

る

時

は

洗

ひ

読

さ

る

L

虞

あ

り
。

(

惨

落

性

不

足

、

防

ホ

抽

出

力

不

備

〉
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、

ヨ

y

ク

ロ

ー

ト

と

ア

ヌ

7

ア

ル

ト

と

の

密

着

師

団

日
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(
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治

性
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)

セ

メ
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ア

ル

ト

ブ
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マ
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は

ア

ス

フ

ァ

ル
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と

最

も

完

金

に

融

合

す

る

待

性

を

有

L

日

一

つ

以

上

の

侠

隔

を

補

ふ

べ

〈

案

出

せ

ら

れ

た

る

も

の

に

し

て

次

の

特

徴

を

有

す

ー

、

特

性

コ

ン

ク

リ

ー

ト

に

氷

山

原

あ

る

も

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

完

全

に

密

着

せ

し

む

0

2

、

続

工

能

率

の

増

進

塗

布

後

一

時

間

内

外

に

て

防

水

工

事

を

施

工

す

る

と

と

を

待

。

3

防

水

性

セ

メ

フ

ア

ル

ト

ブ

ラ

4

マ

ー

は

そ

の

も

の

自

身

に

て

大

な

る

防

水

能

力

を

有

す

る

を

以

て

塗

布

後

降

雨

等

の

潟

絶

鈎

に

洗

ひ

流

き

る

A

と

と

な

し

。
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・

腿

着

栓

セ

メ

フ

ア

ル

ト

プ

ラ
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マ

l

は

コ

シ

タ

リ

l

ト

内

部

へ

迅

速

に

浸

透

し

、

旦

其

上

に

塗

布

し

た

る

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

と

強

く

結

合

す

る

散

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

と

防

水

田

唱

と

を

完

全

に

膝

着

す

る

も

の

な

り

。

5

、
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簡
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マ
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織
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に
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乾

燥
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に

刷
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に

て
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工

最

も

簡

易
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り

。
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途
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剤

は
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総
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過
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す
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築

物
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に
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す

れ

ば
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最
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よ
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。
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、

右

の
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(
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よ

〈
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の

特

性
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銭

リ

ノ

リ

ウ

ム

下

塗

布
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と

し

て

最

も

推

賞
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な
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Eヨ

今

年

内

に

も

う

一

度

‘

先

日

の

や

う

な

も

の

を

か

く

や

う

に

、

と

い

ふ

話

が

あ

っ

た

か

ら

、

古

''

品

や

古

寺

の

と

と

で

も

・

多

少

役

に

た

つ

な

ら

叶背

い

て

も

い

L

と

引

受

け

た

。

そ

と

で

今

度

は

正

体

寺

と

い

ふ

名

の

、

少

し

ば

か

り

あ

れ

て

ゐ

て

、

共

上

に

少

し

ば

か

り

川

洩

り

の

し

て

ゐ

る

寺

の

記

事

に

し

て

た

〈

と

と

に

し

た

。

荒

れ

て

ゐ

て

も

悶

が

洩

っ

て

ゐ

て

も

.

建

築

と

し

て

は

一

等

白

川

で

b

る
。

つ

い

近

頃

ま

で

、

所

布

地

は

京

都

山

愛

引

制

犬

山
H

山

村

大

山

「

阿

U

H
J

茂

と

い

っ

た

が

、

今

年

の

同

月

一

日

か

ら

京

都

市

上

京

師

と

な

っ

た

ο

別

段

寺

が

移

持

し

た

の

で

は

な

く

・

市

が

ひ

ろ

が

っ

た

の

で

る

る

J

思

ひ

切

っ

て

大

き

く

友

り

、

何

で

も

世

界

で

何

番

け

と

か

い

ふ

と

と

に

な

っ

た

と

か

で

、

大

崎

友

川

引

を

し

た

ゃ

う

で

あ

っ

た

が

、

一

一

唐

の

と

と

山

城

一

閣

を

編

入

し

て

し

ま

っ

た

ら

、

そ

れ

と

そ

世

界

第

一

で
、

大

分

威

張

れ

た

ら

う

に
、

惜

し

い

事

を

し

た

も

の

だ

と

思

っ

た

。

併

し

そ

の

様

な

と

と

は

ど

う

で

む

い

い

が

、

北

ハ

正

体

寺

本

堂

ー
ー

と

い

っ

て

ゐ

る

が

貨

は

方

丈

で

あ

る

ー

ー

は

岡

賢

建

築

で

あ

り

、

伏

見

城

の

遺

構

と

い

ふ

の

で

、

い

く

ら

か

人

陀

知

ら

れ

て

ゐ

る

や

う

で

あ

る

。

併

し

本

命

円

台

目

の

殆

ん

ど

全

部

は

、

と

ん

な

名

の

寺

の

作

在

は

知

ら

ぬ

で

あ

ら

う

。

尤

も

所

有

地

が

叫

阿

部

と

い

e

h

程

で

も

友

い
い
が

、

何

だ

か

パ

〈

の

に

億

劫

な

や

う

に

思

は

れ

る

せ

い

か

、

行

〈

人

も

あ

ま

り

な

い

ら

し

く

、

甚

だ

淋

し

い

寺

で

あ

る

。

け

れ

ど

も

共

本

引

は

既

に

明

治

三

十

七

年

八

月

に

阿

賀

に

指

定

き

れ

た

刊

だ

か

ら

と

う

の

止

日

に

識

私

自

民

認

め

ら

れ

た

だ

け

で

・

他

に

い

州

事

と

錦

織

が

一

棟

と

門

が

二

1  

( 上 )

天

沼

f変

ー 附

工

皐

博

士

棟
‘

何

れ

も

桃

山

時

代

の

建

築

が

あ

る

に

も

係

ら

十

，

此

等

は

絶

え

て

無

識

者

は

勿

論

有

識

者

の

注

意

も

ま

る

で

惹

か

ぬ

ま

L

枚

置

せ

ら

れ

.

鏡

楼

の

如

き

は

橡

は

落

ち

か

け

、

屋

根

金

時

生

子

板

を

る

で

が

っ

て

、

漸

〈

雨

露

の

伎

澗

を

防

い

で

ゐ

る

有

様

で

あ

る

が
、

夫

れ

は

中

中

大

し

た

傑

作

で
、

珍

ら

し

い

建

物

で

あ

る
。

常

局

は

よ

ろ

し

く

速

に

此

等

の

建

築

物

を

調

有

し
、

崩

壊

せ

ぬ

聞

に

閑

買

に

編

入

し

・

完

全

友

る

修

理

を

施

し
、

永

久

に

保

存

の

注

を

講

十

べ

き

で

あ

る

。

若

し

然

ら

や

し

て

現

似

の

ま

k

何

等

の

手

段

を

も

と

ら

や

、

在

科

目

を

費

す

と

き

は

、

或

は

寓

一

村

枇

十

六

所

榊

枇

奔

殿

1

|

奈

良

照

生

駒

郡

日

雄

村

↓

へ

字

中

(
Z

乙

肉

色

、

寂

山

寺

(

H

N

可

ん

Y

N

g

N

C

本

堂

丙

側

K

.

明

治

四

十

年

頃

ま

で

建

っ

て

ゐ

た

鎌

倉

末

期

の

形

式

を

も

っ

て

ゐ

た

制

奔

肢

で
、

#

て

拠

井

一

刊

枇

拝

殿

に

就

て

本

誌

に

記

し

た

と

き

一

度

判

介

し

た

と

と

は

あ

っ

た

が

、

も

う

一

度

と

L

K

記

し

て

必

く

ー

ー

と

同

じ

ゃ

う

友

持

運

に

週

一

過

せ

ぬ

と

も

限

ら

友

い

。

さ

う

な

っ

て

か

ら

い

く

ら

騒

ぎ

た

て

て

も

致

し

方

は

友

い

。

併

し

な

が

ら

、

い

L

と

か

よ

く

左

い

と

か

い

ふ

の

は

、

勿

論

烹

槻

的

の

も

の

で

る

る

。

私

は

非

常

K

吟

ら

し

い

も

の

と

思

つ

で

も

.

他

の

人

人

は

そ

れ

程

迄

に

考

へ

て

ゐ

な

い

の

か

も

知

れ

ぬ

。

此

場

合

ま

た

然

り

で

あ

っ

て
、

問

費

保

存

舎

の

諸

君

子

が

親

祭

さ

れ

た

ら
、

向

K

平

凡

な

も

の

だ

と

い

っ

て

、

暗

か

ら

暗

へ

葬

ら

れ

て

了

は

ぬ

と

も

映

っ

友

い

。

た

だ

私

だ

け

が

調

り

で

惜

ん

で

ゐ

る

の

み

か

も

知

れ

ぬ

。

け

れ

ど

d

h

私

は

、

桃

山

建

築

の

税

範

と

確

信

し

て

ゐ

る

か

ら

.

以

下

二

固

に

一旦

り

、

例

の

如

く

多

く

の

局

員

を

入

れ

て

紹

介

を

試

み

る

。

若

し

識

者

に

共

債

値

を

認

め

ら

れ

、

此

位

一寸

の

ほ

員

が

開

質

編

入

の

動

機

と

も

な

ら

ば

、

筆

者

拘

に

望

外



1

l

N

さ

京

都

市

上

京

一

邑

匂

賀

茂

・・・

正

湾

寺

木

室

平

一

窃

児

雰

園

・

叫

翼

手

育

x

e

製

園

・

・

・

⑧

句

前

六

平

士

一

月

三

十

一

e
迄

.

烹

都

集

長

后

郡

大

意

同

太

牢

霊

童

三

宮

に

h

o

月
一

θ

小

皇

巾

一
は
あ
っ
た

.

大

徳

寺

方

寄

れ

わ

忌

」

自

劃

車

抗

門

前

迄

行

/
示
、

上

質

設

の

方

小

、

り

は

.

十

四

五

町

徒

歩

せ

ね

ば

湾

ぬ

.

此

平

事

は

ほ

ん

の

足

取

薗

で

一

均

一

ゆ

か

り

、

太

朗

胞

の

見

嘗

ち

つ

け

得

有

/
」
的

い

の

き

で

.

後

十

宮

中

央

の

肪

た

り

は

.

少

レ

遭

っ

て

ね

毛

管

知

れ

が

.

4

u

-

三

度

笠

言

及

三

今

れ

だ

た

め

で

窓

.

問 宣 ⑤1官11は坊害問晦生梨犠魚. 六斐2制こ

大主く豹令ｾす ｩ 忍攻首州 ｴ 木 Ｎ ｴ 長め埼ｾＮ
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下
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主

浮
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且
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h
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の
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千製。引

沼

寒
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m
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の

幸

で

②

る

。

自

緒

【

大

日

本

寺

院

総

蹴

】

:

・
:

初

め

弘

長

年

中

、

γ

ん

庵

耐

川

の

削

化

す

る

や

、

東

巌

耐

帥

北

(

遺

鉢

を

刷

ぎ

、

一

一

係

今

出

川

に

一

守

を

川

制

す

コ

此

時

袋

古

製

米

の

事

あ

り

、

東

山

脈

之

を

翠

ひ

、

石

清

水

に

斬

る

、

地

山

天

長

傑

く

之

を

公

し

、

古

鮮

山

正

体

誰

閣

制

寺

の

勅

枕

を

賜

ふ

。

此

よ

り

大

に

伽

慌

を

地

位

し

、

務

北

の

名

叶践

と

怒

れ

り

、

後

醍

醐

天

主

勅

刷

所

の

輸

出

u

を

賜

ひ

、

昨

凶

を

附

せ

ら

る

。

盟

陀

氏

以

来

朱

印

の

地

を

給

せ

ら

れ

、

境

内

十

同

町

二

反

飴

歩

な

り

し

が

、

明

治

に

至

り

一

町

九

反

飴

歩

と

な

れ

り

J

と

あ

る

の

で

大

関

の

滑

革

は

判

る

。

北

ハ

方

丈

K

闘

し

て

は

同

ぃ

刊

に

桃

山

域

沓

殿

の

遺

物

な

り

、

梁

行

凶

山

牛

桁

行

七

問

、

陥

刑

辿

に

て

北

(

襖

納

は

狩

野

山

山

梨

精

将

山

水

金

泥

沼判

取

の

名

詔

一九

十

除

伎

を

存

す

、

特

別

保

維

建

古

物

、た

り

ハ

と

あ

る

の

み

。

【

日

本

古

美

術

祭

内

】

に

は

本

堂

・

:

・

は

寛

永

年

中

(

一

六

二

四

l

一

六

同

三

)

伏

見

城

の

御

成

肢

を

賜

っ

た

も

の

で

、

断

、

部

(

山

水

位

凶

)

は

狩

野

山

梨

の

市

と

停

ふ

、

出

風

は

山

柴

よ

り

も

そ

の

義

子

山

雲

氏

近

い

。

と

た

だ

と

れ

だ

け

で
、

建

築

K

就

い

て

何

等

の

解

説

も

な

い

の

は

地

憾

で

あ

る

。

【

日

本

古

建

築

脊

悲

】

の

は

杭

初

に

引

い

た

【

組

問

】

の

と

大

同

小

異

で

あ

る

u

本

品 比

五己

ヘ

平

宙

開

及

第

一

一

附

よ

J

f

p
第

二

十

九

岡

ま

で

」

本

堂

は

桁

行

三

間

梁

問

問

問

翠

暦

入

母

屋

也

柿

引

で

、

大

関

ど

と

の

方

丈

に

も

共

通

の

造

り

か

た

で

あ

る

。

先

づ

正

面

か

ら

矧

・

探

し

て

行

か

う

。

正

面

に

は

腕

橡

と

部

検

と

あ

り

、

共

境

K

什

れ

が

三

本

た

っ

て

ゐ

る

。

共

杭

の

大

さ

と

面

と

の

閥

係

は

、

五

寸

九

、

J

又

は

五

寸
)

T

」

師

見

付

三

分

冗

庫

、

即

ち

約

1

一げ

ノ

/

九

分

五

厘

」

t

F

で

、

と

れ

は

桃

山

と

い

ふ

よ

り

は

、

山

手

ろ

江

戸

時

代

の

割

合

で

る

る

。

然

る

に

王

面

中

央

雨

折

雨

開

桟

唐

戸

の

雨

脇

の

桂

は

二

溢

五

寸

三

分

間

見

付

三

分

五

犀

で

、

割

合

約

1

一
時

で

あ

る

。

と

れ

は

謂

は

ゆ

る

江

戸

時

代

に

普

通

の

「

十

両

」

へ

川

市

ト

唯

，

b

l

 

…
山
川

一
時

竹

)

よ

り

少

し

小

さ

い

刊

で

、

こ

れ

ま

た

桃

山

と

し

て

も

、

ヂ

っ

と

末

の

方

T

あ

る

。

さ

う

し

て

み

る

と

、

或

は

寛

永

移

特

の

際

‘

柱

等

は

か

へ

て

し

ま

っ

た

の

か

も

知

れ

な

い

。

像

日

付

の

外

側

に

泊

ひ

て

一

筋

が

る

り

、

雨

戸

が

走

る

や

う

に

し

で

あ

る

(

一

句

叫

附

)

，

側

一剛

の

方

も

後

の

端

に

同

級

の

接

世

が

あ

る

。

さ

う

し

て

勿

論

戸

を

あ

け

れ

ば

、

一止

聞

の

後

は

金

一
部

川

放

さ

れ

る

が

‘

側

商

は

雨

戸

の

前

一

ぐ

内

方

.

即

ち

橡

先

の

杭

の

川

に

鴨

川

が

入

れ

て

あ

る

と

と

ろ

を

み

る

と

、

以

前

に

は

何

か

建

具

が

絞

ま

っ

て

ゐ

た

ら

し

い

が

、

山

口

は

鴨

肘

ば

か

り

で

敷

居

が

な

い

か

ら

、

現

在

の

有

ヘ

第

十

枝

で

は

仕

方

が

な

い

。

以

前

は

ど

う

友

っ

て

ゐ

た

の

か

.

其

逃

が

刑

M
m

せ

ぬ

{

四

・

第

i

J

o

コ

，

作b

に
-

正

側

耐

北

ハ

欄

川

の

せ

い

は

随

分

高

く

.

引

泣

紙

貼

向

子

が

入

れ

て

あ

る

o

A

7

は

紙

が

や

ぶ

れ

て

随

分

ひ

ど

く

占

な

っ

て

ゐ

る

が

、

【

十

円

建

築

五

門

部

】

に

で

て

ゐ

る

凶

を

見

る

と

、

少

し

も

破

れ

て

ゐ

な

い

か

ら

・

あ

れ

は

欄

川

の

障

子

に

紙

を

は

の

た

て

に

と

っ

た

も

の

か

、

或

は

杭

板

を

修

正

し

た

か

、

と

に

か

く

き

れ

い

で

あ

る

(…

J

r

u
酬

)

。

さ

う

し

て

一

止

側

面

の

出

合

っ

た

所

.

即

ち

曲

り

角

は

二

方

は

引

述

杉

戸

、

他

は

外

川

安

戸

を

吊

込

み

へ

第

阿

・

第

十

四

て

杉

戸

の

外

を

正

商

の

落

後

が

廻

り
‘

/

及

第

十

五

問

¥

、

5

|

側

耐

の

後

と

は

切

目

長

抑

だ

け

の

秀

で

段

が

つ

け

て

る

る

(

附

よ

。

つ

ま

り

附

が

凹

ん

で

ゐ

る

や

う

に

・

な

っ

て

ゐ

る

が

、

慣

は

側

耐

の

橡

が

は

み

だ

し

て

ゐ

る

の

で

.

と

と

が

訴

後

に

さ

へ

た

っ

て

ゐ

れ

ば

‘

丁

度

正

面

の

が

と

と

へ

廻

っ

て

き

た

と

と

¥

第

一

同

州

/

に

な

り

、

さ

う

縫

っ

て

は

見

え

ぬ

の

で

あ

る

戸

第

四

州

)

正

面

の

院

械

の

上

は

板

天

井

で

、

後

耐

の

闘

い

に

も

係

ら

子

、

側

什

れ

と

橡

柾

と

の

つ

E
Cは

な

い

が

(

一

昨

)

・

側

面

は

狭

い

の

に

繋

一

則

梁

を

以

て

連

絡

を

と

っ

て

ゐ

る

(

一

昨

)

c

此

m

楽

器

産

眉

も

袖

切

も

友

〈

闘

が

と

っ

て

あ

り

、

古

い

形

式

を

も

っ

て

ゐ

る

。

普

通

友

ら

袖

切

の

と

と

ろ

に

パ

眉

迄

と

つ

で

あ

り

、

場

合

に

よ

っ

て

は

拙

友

形

の

若

業

を

、

甚

だ

無

遠

慮

に

ほ

り

つ

け

た

の

も

あ

る

が

、

さ

う

い

ふ

事

を

一

切

し

て

ゐ

な

い

と

こ

ろ

が

、

さ

つ

ば

り

し

て

ゐ

て

大

分

工

合

が

よ

ろ

し

い

(

一

昨

Y

此

部

分

は

化

粧

屋

川

伏

兵

に

な

っ

て

ゐ

る

が

・

前

越

の

泊

り

一

汁
一

一

間

だ

と

落

後

の

上

に

首

る

の

だ

か

ら

、

と

れ

で

い

L

鉱

山

で

あ

る

。

附 3
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正

一

陶

間

後

の

北

方

一

は

・

南

方

と

同

巳

く

引

泣

杉

戸

が

た

つ

て

ゐ

る

(

脚

什

一
-
一
昨

)

0

上

部

は

同

じ

椋

に

竹

の

節

が

あ

っ

て

、

共

下

部

と

中

4

へ

と

上

部

と
、

三

筋

卒

た

い

木

を

水

平

に

世

き

、

下

と

中

4

へ

と

の

水

卒

材

ω

聞

に

・

二

本

の

卒

行

せ

る

斜

材

を

入

れ

た

も

の

で

(

一

一

一

l

k

v

一

位

)

、

側

問

機

の

妻

戸

上

亦

一然

り

(

綿

什

組

問

)

l

h

L

る

手

法

は

市

制

寺

方

支

橡

の

欄

聞

に

於

い

て

も

亦

見

る

所

で
、

首

代

相

官

に

流

行

し

た

収

扱

方

で

あ

っ

た

の

で

あ

ら

う

。

成

橡

の

戸

袋

は

北

端

に

-あ

る

υ

此

戸

袋

は

同

じ

く

桃

山

時

代

で

、

営

初

の

も

の

と

思

は

れ

る

o

E

と

で

判

る

か

と

い

ふ

と

、

上

の

破

風

板

で

あ

っ

て

、

共

木

尻

の

さ

と

ろ

に

紛

様

が

ほ

つ

で

あ

る

が

.

そ

の

形

か

ら

み

て

友

様

判

断

が

で

き

る

の

で

あ

る

(

仰

什

一

-
一
剛

一
。

か

う

な

る

と

戸

袋

位

と

い

っ

て

中

中

一

馬

鹿

に

は

で

き

な

い

。

但

し

古

い

の

は

南

方

即

ち

幻

民

に

見

え

て

ゐ

る

方

の

で

、

北

方

の

は

後

柿

で

あ

る

。

次

F

-
軒

削

刊

は

全

部

「

疎

偉

木

舞

誕

」

で

あ

る

が

、

と

れ

は

此

種

の

建

築

に

あ

り

で

は

首

然

が

様

あ

る

べ

き

で

、

特

別

で

も

何

で

も

友

い

。

反

て

繁

雄

友

ど

の

方

が

珍

ら

し

い

位

で

あ

る

。

上

醍

醐

K

め

る

清

瀧

堂

拝

殿

の

如

き

は

、

軒

二

重

で

地

は

繁

雄

だ

が

、

飛

の

方

は

疎

に

し

て

木

舞

装

に

し

で

あ

る

ο

総

じ

て

住

宅

風

を

多

分

に

取

入

れ

た

枇

寺

建

築

で

は

、

軒

先

を

軒

快

友

ら

し

む

る

た

め

.

首

然

と

る

べ

き

方

法

を

と

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

夫

れ

か

ら

屋

根

に

行

く

υ

屋

根

で

は

側

面

の

妻

飾

を

調

べ

て

み

る

と

.

狐

格

子

で

中

央

K

三

花

懸

魚

が

下

っ

て

ゐ

る

U

此

種

の

妻

飾

は

い

く

ら

で

も

そ

と

い

ら

に

あ

る

か

ら

、

此

も

亦

珍

ら

し

い

ど

と

ろ

で

は

友

い

が

、

之

れ

等

は

何

れ

も

新

ら

し

い

も

の

の

み

で

、

古

い

の

は

さ

う

津

山

は

な

い

。

一

花

山

氷

川

格

子

は

鎌

倉

以

降

の

も

の

ら

し

〈

、

共

最

古

と

思

は

る

る

は

、

宇

治

上

ご

-s

、o
v

干

t

l
ご

榊

枇

拝

殿

(

肌

判

制

的

世

)
に

め

る

。

あ

れ

は

る

の

様

に

至

極

き

ゃ

し

ゃ

な

住

宅

風

の

建

物

で

.

雨

方

に

「

鎚

倣

風

」

が

つ

け

て

あ

り

、

い

ろ

い

ろ

の

貼

か

ら

み

て

面

白

い

建

物

で

あ

る

。

克

も

と

の

雨

妻

の

は

全

部

先

年

修

理

の

際

の

補

加

で

、

古

い

の

は

一

つ

&

成

つ

て

は

ゐ

な

い

が

、

破

風

板

の

一

換

に

縦

横

の

子

の

「

か

た

」

が

つ

い

て

ゐ

た

の

で

.

修

理

の

節

此

明

白

友

誼

擦

に

よ

り

、

部

戸

の

格

子

を

倒

酌

し

て

全

部

推

定

復

原

を

し

た

も

の

だ

さ

う

で

あ

る

o

失

一

は

清

一拙

堂

一

拝

殿

(

恥

比

一

般

)

や

慈

照

寺

東

水

党

(

制

札

)

の

倣

風

で

あ

る

υ

桃

山

時

代

ま

で

降

る

と

・

手

近

に

あ

っ

て

確

か

な

も

の

は

西

本

願

寺

飛

雲

間

住

の

と

と

ろ

で

あ

る

が

、

此

等

は

何

れ

も

格

子

は

制

〈

目

は

大

き

く

、

縦

子

は

「

前

包

」

の

前

K

沿

ひ

て

延

び

、

屋

川

恨

の

上

ま

で

い

っ

て

と

ま

っ

て

ゐ

る

。

鎌

倉

以

降

桃

山

迄

の

狐

格

子

は

殆

ん

ど

総

て

か

う

で

あ

る

と

い

っ

て

よ

ろ

し

い

。

吉

野

水

分

榊

枇

本

殿

背

面

の

破

風

に

つ

い

て

ゐ

た

や

う

な

W

K

組

ま

れ

た

格

子

は

‘

後

補

か

も

知

れ

ぬ

が

・

桃

山

と

す

れ

ば

除

外

例

で

あ

る

。

凶

本

願

寺

鴻

の

聞

の

妻

は

、

江

戸

時

代

の

の

如

く

前

包

の

上

に

「

須

後

」

が

あ

り

、

縦

子

は

北

ハ

上

ま

で

で

止

ま

っ

て

ゐ

る

。

須

複

は

前

の

方

に

飛

び

だ

し

て

ゐ

る

の

だ

か

ら

、

い

や

で

も

と

と

で

止

ま

ら

さ

る

を

得

友

い

の

で

あ

る

。

さ

う

し

て

先

の

と

反

割

に

、

縦

横

の

子

は

割

合

に

太

〈

目

は

小

さ

い

。

若

し

と

れ

が

首

初

の

も

の

で

あ

っ

た

ざ

し

た

ら

ば

.

桃

山

に

は

、

子

細

く

日

大

き

く

、

須

盟

友

き

も

の

子

太

く

日

小

さ

く
、

須

離

あ

る

も

の

の

二

種

あ

っ

た

の

で

、

丁

皮

古

式

か

ら

新

式

へ

移

り

謎

り

の

時

代

と

い

へ

る

の

守

あ

る

。

以

上

記

し

た

議

備

智

識

を

以

て

、

此

耐

円

安

を

み

る

と

き

は

、

縦

子

は

正

に

前

包

の

上

を

通

っ

て

ゐ

る

し
・

格

子

は

細

く

悶

は

大

き

い

か

ら

、

今

の

水

制

法

に

凝

り

同

ま

っ

た

人

や

・

壷

金

の

専

門

家

か

ら

み

た

ら

、

随

分

縫

っ

て

ゐ

て

法

式

に

首

預

っ

て

ゐ

ぬ

や

う

に

思

ふ

か

も

知

れ

ぬ

が

、

事

質

は

か

う

い

ふ

の

が

古

い

の

で

、

m

K

さ

へ

の

た

め

に

は

、

勿

論

倒

置

の

あ

っ

た

方

が

い

い

が

、

そ

れ

は

新

式

で

あ

る

¥

第

三

岡

J

o

/

第

五

周

」

三

花

態

品

川

山

も

形

が

中

中

よ

ろ

し

い

。

懸

魚

は

下

の

方

K

さ

へ

下

っ

て

ゐ

れ

ば

そ

れ

で

事

は

足

る

の

で

‘

左

右

は

な

く

と

も

よ

ろ

し

い

。

而

も

下

の

方

に

だ

け

下

っ

て

ゐ

る

の

が

古

式

で

、

と

の

様

に

同

じ

ゃ

う

・

な

の

が

三

方

に

で

だ

し

た

の

は

、

室

町

以

降

の

こ

と

と

心

得

て

ゐ

て

い

い

ゃ

う

で

あ

る

o

金

峰

山

中

本

堂

(

腕

ん
縦

一

誠

一

)

厨

子

の

妻

や

・

談

山

榊

枇

依

殿

向

奔

(

謬

)

に

つ

い

て

ゐ

る

l

こ

れ

は

桁

隠

で

あ

る

が

ー

ー

の

な

ど

は

古

い

方

で

.
桃

山

以

後

可

な

り

立

川

さ

れ

た

の

で

あ

っ

た

u

4

「

一
ニ

-F

J

大

津

市

岡

城

守

オ

ザ

チ

」

糊

事

院

の

実

に

つ

い

て

ゐ

る

の

と

、

此

と

は

殆

ん

ど

同

じ

も

の

と

い

っ

て

も

い

い

位

に

似

て

ゐ

る

の

は

、

時

代

が

同

じ

枕

だ

か

ら

で

、

常

然

の

と

と

と

い

へ

る

。

附 4
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共

中

央

に

葵

り

紋

が

つ

け

て

あ

る

の

は

、

寛

永

年

中

に

伏

見

城

の

一

部

を

賜

っ

た

の

だ

か

ら

.

徳

川

の

意

を

迎

へ

て

で

あ

ら

う

。

懸

魚

等

の

取

は

づ

し

は

、

現

今

古

枇

寺

修

理

に

な

れ

て

ゐ

る

大

工

が

、

腫

物

K

踊

れ

る

や

う

に

、

可

友

り

戦

戦

航

続

鞠

明

如

と

し

て

や

っ

て

も

、

ど

う

か

す

る

と

失

敗

す

る

。

此

場

合

友

ど

は

、

で

き

て

か

ら

聞

の

な

い

時

だ

か

ら

・

さ

う

古

い

と

と

は

な

し

、

割

合

に

以

扱

ひ

易

か

っ

た

か

も

知

れ

ぬ

が

、

若

し

以

前

の

が

桃

山

式

蓮

花

紋

l

!
八

葉

の

蓮

花

紋

を

重

ね

た

単

純

な

も

の

で

、

此

時

代

の

疏

瓦

瓦

蛍

の

文

様

に

賞

用

さ

れ

た

も

の

l

l

か

何

か

で

る

っ

た

な

ら

ば

、

例

へ

う

ま

ぐ

取

は

づ

し

で

も

.

之

れ

を

廃

物

に

し

て

し

ま

っ

た

ら

う

と

忠

は

れ

る

。

之

れ

で

似

に

さ

う

し

た

と

し

て

.

寛

永

な

ら

い

ふ

迄

も

な

く

桃

山

の

つ

づ

き

と

見

ら

れ

、

と

の

様

な

も

の

で

は

殆

ん

ど

座

長

住

と

の

匝

別

は

つ

か

ね

。

だ

か

ら

例

へ

克

永

の

際

の

と

し

て

も

、

と

れ

を

桃

山

懸

魚

と

み

て

沿

い

て

、

少

し

も

義

支

は

な

い

と

思

ふ

。

六

実

は

普

通

に

見

出

さ

る

る

形

と

異

な

り

、

牡

丹

の

花

の

鐙

形

で

あ

る

ら

し

い

が

、

或

は

さ

ろ

ま

で

考

へ

な

い

で

い

い

か

も

知

れ

友

い

。

下

か

ら

で

は

風

雨

に

叫

略

さ

れ

た

結

果

.

随

分

ひ

ど

く

勝

一

蹴

し

て

ゐ

る

や

う

に

見

え

て

ゐ

る

が

、

そ

ば

で

よ

〈

視

る

と

さ

う

で

は

友

く

、

初

め

て

各

捕

が

複

雑

で

且

つ

小

さ

く

で

き

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

之

れ

に

も

っ

て

き

て

「

菊

鹿

」

と

「

樽

の

口

」

と

が

つ

い

て

ゐ

る

。

へ

寸

で

は

形

が

す

っ

か

り

縫

っ

て

し

ま

っ

て

ゐ

る

か

ら

、

‘

か

か

る

六

葉

が

述

掛

か

ら

出変

化

し

た

と

い

っ

て

も

、

前一

K

肯

定

し

に

く

い

か

も

知

れ

ぬ

が

、

雌

か

K

迷

花

で

る

る

。

共

理

由

は

本

誌

に

ま

だ

記

し

た

と

と

が

な

い

か

ら

、

，

次

に

述

べ

て

沿

く

と

と

に

し

た

Q

蓮

花

紋

は

背

し

か

ら

大

槻

ペ

業

で

る

っ

た

が

、

中

に

は

六

酬

の

も

あ

っ

た

，

後

・l

!

¥

出

問

主

/

者

の

古

い

の

で

は

、

法

隆

守

金

堂

本

曾

同

防

侍

(

裂

上

」

賀

冠

の

中

央

花

、

水

仙

の

花

の

様

に

見

え

る

六

業

‘

間

金

堂

及

び

天

荒

組

入

天

井

の

格

問

の

花

亦

然

り

J

東

大

寺

犬

桝

殿

修

理

中

に

強

制

し

た

革

製

小

箱

の

文

様

中

K

も

、

組

〈

小

さ

い

の

が

見

出

さ

れ

る

J

斯

様

に

飛

鳥

奈

良

時

代

か

ら

あ

っ

た

の

で

る

る

。

か

か

る

六

繍

花

は

‘

各

花

踏

の

交

叉

知

、

即

ち

隣

接

せ

る

か

…

鱒

の

形

つ

〈

る

茨

の

と

と

ろ

に

「

猪

目

」

を

生

守

る

の

は

自

然

の

勢

ひ

で

あ

る

。

調

は

ゆ

る

「

猪

目

懸

仏

と

の

で

き

る

順

序

と

同

じ

で

あ

る

。

猪

目

は

六

葉

に

も

四

葉

K

も

で

き

る

が

‘

八

業

|

|

飾

金

具

等

K

は

、

法

隆

守

金

堂

懸

魚

の

を

除

け

ば

先

づ

な

い

l

l
の

場

合

は

.

大

き

な

伏

鉢

上

の

前

花

の

如

き

も

の

を

除

く

と

、

隣

接

せ

る

花

揖

の

幅

が

狭

い

た

め

、

猪

日

を

つ

ぐ

れ

ば

隣

同

土

孔

が

共

通

と

な

る

か

、

或

は

さ

う

・

な

り

が

•• 

ち

た

の

で

、

つ

く

ら

な

い

と

い

ふ

よ

り

は

寧

ろ

つ

く

れ

な

い

の

で

る

る

o

八

葉

の

は

、

薄

い

令

属

の

で

は

法

隆

寺

金

堂

懸

魚

の

も

の

、

焼

き

も

の

で

は

山

田

寺

出

土

の

中

央

に

孔

の

あ

い

て

ゐ

る

釘

際

(

怒

川

昨

日

…

町

駅

脚

力

山

内

M

M

印

刷

一
M

M

が

)

位

の

も

の

で

、

何

れ

も

猪

日

は

な

い

。

と

に

か

く

六

業

が

は

成

多

で

、

間

間

四

葉

も

あ

っ

た

へ

例

へ

ば

談

山

紳

枇

舵

殿

桁

限

、

J

o

f

妙

心

寺

勅

使

門

商

委

h

b

魚

等

¥

北

ハ

上

に

「

菊

雌

」

と

い

ふ

の

が

あ

る

。

此

は

雄

袋

の

鑓

化

し

た

も

の

で

、

そ

れ

が

頭

が

凶

く

な

っ

て

、

菊

科

純

物

の

花

，

前

の

や

う

友

形

を

と

り

、

途

に

北

バ

名

が

で

き

た

と

す

べ

き

で

あ

る

。

そ

の

中

心

か

ら

前

方

に

で

て

ゐ

る

「

織

の

口

」

な

る

も

の

は

退

化

せ

る

子

房

に

他

な

ら

ぬ

の

で

あ

る

そ

れ

が

治

叫

慨

に

は

、

初

め

の

う

ち

は

直

筏

よ

り

せ

い

の

方

が

低

く

、

さ

う

し

て

先

の

保

が

元

の

夫

れ

よ

り

い

く

ら

か

細

か

っ

た

の

で

あ

る

。

子

房

の

お

生

な

ら

共

同反

釘

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

が

、

と

れ

は

使

立

上

た

だ

か

う

し

た

の

か

も

知

れ

ぬ

。

と

に

か

く

何

の

方

が

せ

い

よ

り

大

き

か

っ

た

と

い

ふ

と

と

に

注

意

す

べ

き

で

あ

る

。

だ

か

ら

到

底

と

の

や

う

友

名

を

つ

け

る

と

と

は

で

き

な

か

っ

た

J

ぃ

ハ

業

も

奈

良

時

代

の

は

現

存

し

て

ゐ

る

か

ど

う

か

知

ら

ぬ

が

‘

卒

山
女

の

な

ら

あ

る

と

忠

ふ

。

そ

れ

で

恕

俄

で

あ

る

が

、

卒

安

鎌

倉

ま

で

は

背

の

低

い

元

の

太

い

も

の

で

あ

っ

て

、

室

町

に

入

り

俸

は

一五

も

先

も

同

じ

と

な

り

、

背

も

同

じ

か

又

は

少

し

ば

か

り

高

い

枕

に

友

り

、

そ

れ

が

漸

く

野

化

し

て

細

〈

長

〈

‘

遂

に

江

戸

時

代

に

な

っ

て

、

元

よ

り

先

が

太

く

な

っ

て

き

た

と

同

時

に

、

帽

子

や

外

主

が

掛

け

ら

れ

る

様

氏

本

り
、

一

品

質

酒

…

樽

や

醤

油

一

樽

の

「

春

日

し

(

蜘

)

の

栓

の

や

う

に

危

っ

て

了

っ

た

U

か

う

な

る

と

「

樽

の

口

」

友

る

名

栴

が

如

何

に

も

相

肱

し

い

と

同

時

に

、

到

底

共

協

て

来

た

と

と

ろ

を

考

控

し

得

ぬ

や

う

に

な

り

‘

近

頃

に

な

っ

て

盆

々

甚

だ

し

く

友

っ

た

の

で

あ

る

。

木

割

の

書

物

を

み

れ

ば

共

割

合

は

か

い

で

あ

る

が

、

夫

れ

で

も

さ

す

が

に

さ

う

ひ

ど

く

は

な

い

。

け

れ

ど

も

そ

と

い

ら

あ

た

り

の

榊

枇

悌

聞

に

別

ひ

で

あ

る

の

は

、

は

な

は

だ

極

端

で

あ

り

・

ひ

ど

い

の

に

な

る

と

、

直

何

の

五

六

似

位

で

て

ゐ

る

の

が

あ

る

が

、

木

が

徐

っ

て

ゐ

る

か

ら

、

徐

計

K

だ

し

て

沿

け

似

の

考

へ

で

や

っ

た

の

か

も

知

れ

な

い

。

と

に

か

く

此

附 5



建 築 主 量 士 舎 ( XI V) 特別附録

六

葉

は

襲

っ

て

ゐ

る
。

今

度

は

「

崎

」

を

考

へ

て

み

る

u

鰭

が

初

め

て

っ

き

だ

し

た

の

は

鎌

倉

末

ら

し

い

。

尤

も

「

魚

毛

辺

'

一

に

は

鎌

倉

初

か

ら

つ

い

て

ゐ

る

が

、

と

れ

に

は

営

然

つ

く

べ

き

で

、

な

く

て

は

形

が

と

れ

ぬ

か

ら

、

別

扱

に

す

べ

き

で

あ

る

。

と

と

ろ

が

間

政

風

の

懸

魚

や

桁

限

と

な

る

と

.

友

〈

て

も

い

い

の

で

あ

る

。

い

い

ど

と

ろ

で

は

な

い

、

な

い

の

が

首

然

で

、

北

川

川

G

b

令

唐

草

か

ら

殻

達

し

た

と

こ

ろ

を

考

へ

て

み

て

も

、

初

め

は

鰭

友

ど

と

い

ふ

も

の

は

、

無

用

の

附

風

物

だ

か

ら

・

考

策

さ

れ

る

筈

が

な

い

の

で

あ

る

。

鎌

倉

末

に

な

っ

て

、

漸

く

鰭

が

で

き

た

と

し

て

、

次

の

室

町

で

も

.

さ

う

殻

速

は

し

な

か

っ

た

と

思

は

れ

る

、

と

い

ふ

の

は

遺

物

か

ら

考

察

し

て

、

さ

う

い

ふ

結

論

に

な

る

の

で

あ

る

。

と

と

ろ

が

桃

山

唱に

な

っ

て

か

ら

、

各

種

の

彫

刻

が

護

建

す

る

と

同

時

に

・

鰭

も

亦

随

分

骨
一

大

事

な

も

の

に

な

り

だ

し

た

。

王

傍

寺

の

は

牡

丹

の

花

と

来

と

か

ら

成

っ

て

ゐ

る

の

で

、

世

代

に

最

も

多

〈

刑

ひ

ら

れ

た

粗

削

如

、

の

も

の

で

あ

る

。

北

ハ

長

さ

は

江

戸

時

代

の

水

割

法

か

ら

の

制

だ

し

方

と

同

じ

ゃ

う

で

る

る

が
‘

懸

魚

の

幅

及

六

業

の

割

は

、

型

に

絞

ま

っ

て

ゐ

ぬ

事

が

.

と

の

潟

良

か

ら

で

ヘ

第

五

J

U

も

充

分

者

山

収

で

き

る

で

る

ら

う

(

凶

」

正

商

中

仇

へ

の

聞

に

は

附

折

問

問

桟

唐

戸

を

円

巾

込

ん

で

あ

る

。

普

通

型

で

る

る

が

、

上

の

方

の

花

教

問

の

格

子

が

、

吹

寄

せ

に

ム

な

っ

て

ゐ

る

と

と

ろ

に

注

目

1

7

要

す

る

、
伊

'
v

.

、
、A

d

n

a
'

(

捌

か

附

)

，
H

巾

苅

の

戸

の

隔

が

千

先

の

よ

り

幾

分

商

い

の

は

常

然

で

あ

る

が

、

a

共

差

が

あ

る

に

も

係

ら

十

一

本

隔

き

の

吹

寄

せ

が

う

ま

く

首

級

ま

っ

て

ゐ

る

。

初

め

か

ら

か

ろ

し

ゃ

う

と

思

つ

で

し

た

事

か

、

或

は

さ

う

で

な

し

に

、

い

h

A

加

減

に

や

り

だ

し

た

が

う

ま

く

行

か

ぬ

の

で

考

へ

つ

い

た

の

か

、

何

れ

に

し

て

も

現

夜

の

は

、

ま

と

と

に

都

合

よ

〈

な

っ

て

ゐ

る

。

間

方

の

扉

を

し

め

た

と

き

・

共

何

合

せ

の

と

と

ろ

に

つ

け

て

あ

る

「

猿

」

は

、

つ

ま

み

が

聞

に

し

で

あ

る

一

叫
ん

れ

1
4

u

u

第

九

闘

の

は

小

さ

く

て

判

る

ま

い

が

.

第

十

及

第

十

一

凶

で

は

明

快

で

あ

ら

う

3

開

は

よ

く

で

き

て

ゐ

る

。

務

し

桜

リ

つ

ま

み

に

蝉

を

つ

け

た

の

は

・

室

生

寺

織

頂

堂

あ

た

り

に

②

る

の

が

長

払

古

い

も

の

L

ゃ

う

で

あ

る

。

来

し

て

さ

う

な

ら

鎌

倉

時

代

か

ら

あ

L

い

ふ

の

が

流

行

し

だ

し

た

の

で

あ

ら

う

。

同

時

代

の

も

の

は

嗣

城

寺

金

堂

へ

陵

長

)

の

に

あ

a

-
F

四

年

¥

る

J

昆

金

制

問

で

古

米

最

も

多

く

接

飾

に

川

ひ

ら

れ

た

の

は

蝶

(

蛾

)

で

.

共

次

は

蝉

で

あ

る

。

時

蛤

・

鴎

蜘

・

峰

等

民

主

つ

て

は

、

数

へ

る

程

ほ

か

友

い

。

蝉

の

最

古

の

は

、

前

に

記

し

た

東

大

寺

大

仰

殿

内

か

ら

、

革

箱

共

他

と

一

所

に

で

た

小

型

の

錠

前

で

、

銀

製

の

頗

る

上

位

一
寸

円

川

で

あ

る

。

新

し

い

の

で

は

け

巾

燈

の

環

の

と

と

ろ

K

と

ま

ら

せ

た

も

の

で

、

蜂

の

燈

簡

と

し

て

珍

抗

さ

れ

、

殺

多

の

模

地

品

が

で

き

て

ゐ

る
。

他

の

間

入

口

の

建

具

は

繋

時

戸

と

問

附

子

と

で

あ

る

(

鴎

山

l

k

v

群

…

)

。

*

 

*  

判ド

*  

内

部

(

刷

抑

駒

市

)

中

央

の

大

安

|

l

普

通

「

室

中

」

と

呼

ぶ

ゃ

う

マ

る

る

が

、

と

k

で

は

仰

と

い

っ

て

ゐ

る

か

き

L

決

し

た

ー

ー

は

根

川

ぜ

、

川

凶

K

川

燃

が

敷

い

て

る

り

、

折

上

小

組

格

天

井

。

其

後

方

に

制

長

い

桜

山

が

あ

っ

て

、

そ

と

か

ら

二

段

の

木

階

で

制

堂

へ

き
h

u

や

う

に

な

っ

て

ゐ

る

(

仰

一

一

羽

山

)
勺

此

木

附

の

上

に

は

「

犬

山

一部

作

問

一説

読

ん

川

」

(

ゆ

む

と

二

字

づ

L

同

行

に

か

い

た

畑

が

掲

げ

て

あ

り

、

そ

と

に

装

憶

が

杷

つ

で

あ

る

が

、

新

し

い

も

の

L

ゃ

う

で

あ

る

。

或

は

塗

り

か

へ

た

た

め

に

、

さ

う

見

え

た

の

か

も

知

れ

ぬ

が

、

よ

く

判

ら

ぬ

。

仰

い

し

制

川

の

椅

子

は

古

い

も

の

で

、

後

方

に

よ

り

か

L

る

所

の

上

の

方

の

.

花

模

様

の

在

き

上

っ

て

ゐ

る

と

と

ろ

な

ど

は

中

巾

よ

ろ

し

い

。

杭

子

の

各

部

分

の

四

品

川

た

と

と

ろ

は

何

れ

も

大

商

取

で

、

共

一

つ

を

試

み

に

測

っ

て

み

た

ら

、

一

寸

二

分

五

京

品

川

守

耐

見

付

二

分

る

っ

た

、

し

て

み

る

と

耐

と

溢

と

の

割

合

約

1

一6

だ

か

ら

、

立

派

に

鎌

倉

時

代

の

比

例

で

.

谷

き

上

っ

た

花

模

様

な

ど

か

ら

み

て

も

、

そ

れ

位

の

と

と

ろ

へ

も

っ

て

行

っ

て

も

よ

さ

L

う

で

あ

る

。

北

ハ

嗣

堂

へ

の

入

口

の

原

は

蕗

一

だ

美

…

山

中

な

も

の

宏

、

錆

付

の

穏

を

も

っ

た

、

下

の

聞

に

絡

狭

間

、

上

の

問

に

花

狭

間

を

入

れ

た

も

の

(

誠

一

竹

必

均

一
什

臥

吋

)

υ

花

狭

山

だ

け

は

生

地

の

ま

L

で

、

れ

つ

共

枢

の

大

さ

も

、

そ

れ

金

剛

聞

が

入

っ

て

ゐ

る

部

分

よ

り

少

し

〈

小

さ

い

、

ど

う

も

と

れ

は

後

納

か

、

或

は

ど

と

か

他

所

か

ら

似

た

大

さ

の

も

の

を

も

っ

て

き

て

、

る

て

は

め

た

の

で

は

な

い

か

と

思

は

れ

る

。

兆

他

の

部

分

は

全

部

古

い

ら

し

い

。

附 6
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市

し

て

此

一加

は

、

建

物

と

時

代

が

一

致

せ

ぬ

と

と

ろ

か

ら

、

全

慢

を

ど

と

か

ら

持

っ

て

き

て
、

洞

堂

を

建

て

た

と

き

共

入

口

の

扉

と

し

て

朋

ひ

、

正

一

聞

の

木

階

K

昇

勾

欄

を

設

け
、

之

れ

と

北

ハ

に

漆

塗

に

し

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

、

と

考

ヘ

て

み

た

の

で

あ

る

。

此

扉

は

ど

う

安

く

ふ

ん

で

も

‘

室

町

位

は

大

丈

夫

と

思

は

れ

る

の

で

あ

る

。

何

故

か

と

い

ふ

K

、

錆

付

の

筏

唐

戸

は

東

大

寺

良

湖

堂

内

陣

の

失

れ

に

見

聞

さ

れ

る

の

が

最

古

の

遺

物

ら

し

く

、

砲

で

長

弓

寺

本

堂

(

説

話

、

)

・

氷

保

寺

開

山

堂

嗣

堂

(
賠

鴨

川

鴻

刊

)

・

館

林

寺

本

営

(
附

許

可

川

)

等

の

扉

が

、

z

z

っ

て

ゐ

て

、

此

等

は

何

れ

も

鎌

倉

山

沼

町

の

も

の

で

あ

る

と

と

主

、

さ

う

し

℃

桃

山

江

戸

時

代

の

質

例

が

、

日

光

東

照

宮

境

内

総

蹴

内

部

の

愉

蹴

の

扉

以

外

に

見

川

し

に

く

い

事

と

、

そ

れ

か

ら

も

う

一

つ

は

‘

一

帯

下

の

山

氏

入

れ

て

あ

る

絡

掛

聞

の

形

と

か

ら

‘

室

町

刊

と

推

定

し

た

の

で

あ

る

。

此

格

仙

川

間

を

友

ぜ

室

町

と

し

た

か

と

い

ふ

と

と

は

.

徐

り

長

く

な

る

か

ら

や

め

る

。

山

は

判

る

や

う

に

か

く

κ
は

、

そ

れ

だ

け

で

も

可

な

り

長

い

論

文

に

友

る

か

ら

で

る

る

J

勾

欄

の

賀

政

位

は

、

左

右

二

本

づ

っ

、

合

計

四

本

あ

る

が

.

四

本

北

ハ

皆

同

(

な

っ

た

ー

ー

と

い

っ

て

も

極

僅

か

な

部

分

だ

け

で

あ

る

が

I

l

l

-
立

匠

よ

り

成

っ

て

ゐ

る

口

併

し

気

の

毒

友

と

と

に

、

つ

ま

ら

ぬ

で

き

で

あ

る

。

と

れ

は

克

永

よ

り

後

れ

る

の

で

あ

ら

う

と

思

は

れ

る

。

此

建

物

を

正

体

寺

へ

立

っ

た

と

き

は

、

取

あ

へ

・

ヂ

共

ま

a

h

で

「

室

中

」

の

後

生

へ

ん
一川

先

制

川

を

配

っ

て

沿

い

た

が

、

後

に

な

っ

て

中

央

の

部

分

を

後

方

へ

少

し

ば

か

り

張

り

だ

し

・

共

時

に

此

勾

欄

も

胴

堂

も

新

し

く

っ

く

り

、

ど

と

か

ら

か

泊

常

友

桟

唐

戸

を

み

つ

け

で

き

た

り

し

て

.

つ

く

り

上

げ

た

と

考

へ

ら

れ

ぬ

と

と

も

あ

る

ま

い

。

洞

堂

の

向

て

右

は

宏

量

鵡

川

を

ま

つ

り

、

左

は

位

牌

棚

K

m
ひ

で

あ

る

。

中

央

の

問

の

・左

右

、

即

ち

市

と

北

と

は

十

挫

六

挫

の

二

聞

が

あ

る

が

、

北

の

方

¥

第

二

卜

J

の

奥

の

六

畳

に

は

棚

が

あ

り

{

六

回

-

)

、

上

に

袋

戸

棚

が

つ

く

っ

て

あ

る

ι

夫

れ

等

の

板

に

打

つ

で

あ

る

飾

金

具

は

寛

永

の

も

の

と

み

て

い

L

ゃ

う

で

あ

る

(

御

三

和

司

計

六

)
。

共

小

襖

に

は

北

か

ら

尚

へ

琶

琵

・

稲

荷

・

暢

梅

・

真

桑

瓜

が

描

い

て

あ

る

が

.

山

C

L
で

き

で

あ

る

(

一
区

十

)

。

引

千

の

金

具

も

い

Lし

、

と

の

設

は

す

べ

て

移

時

後

つ

け

た

の

で

は

な

い

か

と

忠

は

れ

る

。

此

六

設

は

竿

像

天

井

に

し

て

る

る

υ

此

室

と

桐

堂

前

の

納

長

い

間

と

だ

け

が

竿

機

で

る

る

。

市

の

奥

の

六

品

目

聞

は

後

方

に

堅

金

帥

が

あ

り

(

鳩

位

十

)

、

共

内

に

は

大

目

の

晶

が

阿

枚

並

ぺ

て

敷

い

て

あ

る

。

次

の

間

即

ち

十

川

掛

川

と

の

問

に

、

別

に

権

が

あ

る

の

で

は

左

〈

、

従

て

高

く

は

た

っ

て

ゐ

な

い

が

、

上

段

の

山

に

相

首

す

る

室

で

あ

る

と

と

勿

論

で

あ

る

。

帳

華

や

監

の

貼

紙

に

弘

1

一

面

陀

選

番

が

あ

り

、

飾

金

具

等

は

大

し

て

感

心

で

脅

ぬ

が
、

と

に

か

く

立

汲

に

装

飾

が

ι
て

る

る

q

然

る

に

共

帳

豪

の

一

哉

は

板

戸

の

ま

L

残

し

て

あ

る

の

は

、

少

し

く

ひ

ど

い

や

う

友

気

が

す

る

。

或

は

以

前

は

ほ

ん

の

飾

り

で

あ

っ

て

、

中

央

二

枚

の

雨

引

戸

は

あ

く

事

は

あ

る

が
、

外

は

縁

に

な

っ

て

ゐ

た

の

か

も

知

れ

ぬ

〉

現

在

北

二

番

外

(

佃

)

に

四

枚

の

悶

戸

が

た

て

L

あ

る

の

も

、

後

の

仕

事

で

は

な

い

か

と

思

は

れ

る
。

安

中

の

間

隔

隣

の

十

品

川

は

何

れ

も

小

紺

格

天

井

、

上

段

の

山

は

格

‘

大

井

、

北

1

l

、

和

b

四

つ

〆

側

の

六

品

の

山

戸

剖

か

判

。

」

は

竿

後

天

井

で

ふ

る

と

と

は
い

は

に

か

い

た

が

‘

此

等

の

の

天

井

は

家

中

の

間

の

夫

れ

等

と

北

パ

に

、

院

一
時

陀

鑓

改

じ

た

の

で

あ

ら

う

と

思

は

れ

る

む

*  

*  

*  

*  

見

取

平

而

凶

か

ら

考

へ

る

と
、

長

初

は

後

が

四

方

を

廻

っ

て

ゐ

た

の

か

も

知

れ

ぬ

と

忠

ふ

。

東

側

北

方

の

杉

戸

を

あ

け

る

ル

一
比

怖

に

で

る

が

、

共

機

は

今

は

・川

一芸

と

の

交

通

の

必

妥

上

、

主

を

以

て

中

断

さ

れ

て

ゐ

る

が

、

抗

、
後

が

北

側

K

市

ひ

角

を

曲

っ

て

阿

側

に

で

ら

れ

、

民

K

市

側

の

方

ま

で

行

け

た

の

か

も

知

れ

な

い

。

さ

う

し

て

前

詑

の

様

陀

幌

3

・
飾

は

ほ

ん

の

飾

に

過

ぎ

友

か

っ

た

ω

で

あ

ら

う

。

と

と

ろ

が
山

一ポ

先

制

削

を

配

る

た

め

、

一裂

を

少

し

ば

か

め

阿

方

κ
っ

く

り

だ

し

た

と

き

、

或

は

現

在

の

や

う

に

松

椋

替

を

し

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

。

制

A

Y

4

は

材

料

も

大

概

新

し

い

や

う

で

あ

る

し

・

裏

側

へ

行

っ

て

み

る

と

、

背

の

高

い

切

妻

造

り

に

な

っ

て

ゐ

て

、

椛

鉢

懸

命

…

が

下

が

て

つ

ゐ

る

ο

市

首

飾

一石

油

授

首

、

科

棋

は

舟

肘

木

で

、

す

べ

て

の

制

部

が

大

し

て

感

心

の

で

き

ぬ

形

で

あ

る

。

位

等

も

新

し

ぐ

而

も

小

さ

い

。

之

れ

等

の

叫

か

ら

‘

ど

う

も

此

部

分

は

後

に

つ

〈

っ

た

も

の

、

と

し

て

沿

き

度

い

の

で

あ

る

。

*  

*  

*  

本

本

堂

の

建

具

は

内

側

か

ら

締

り

の

で

き

る

や

う

に

な

っ

て

ゐ

る

と

と

と

・

引

手

附 7



建 築 と 雇 士 曾 C玄I V) 特別附録

の

金

具

は

桃

山

の

も

の

と

み

て

い

い

と

い

ふ

と

と

と

を

よ

く

判

ら

せ

る

の

が

け

的

で
、

第

二

十

七

岡

と

第

二

十

八

闘

と

を

掲

げ

て

恥

い

た

。

前

者

は

南

側

十

挫

の

間

.

後

と

の

境

に

た

て

で

あ

る

繁

棲

戸

を

室

内

か

ら

み

た

と

と

ろ

で

、

闘

の

右

方

に

見

え

て

ゐ

る

黒

い

太

い

の

は

杭

で

・

北

ハ

左

K

上

下

の

聞

く

・な

っ

た

細

長

い

金

具

と

、

北

ハ
内

に

肱

霊

と

を

打

っ

た

、

幅

の

狭

い

白

い

と

と

ろ

は

共

杭

の

面

で

あ

る

。

共

左

の

少

し

幅

の

聞

い

の

は

戸

の

桔

、

桔

民

泊

ひ

た

る

制

く

細

い

の

は

四

分

一

で

る

る

。

北

ハ

左

の

引

手

と

の

問

K

闘

い

座

を

打

ち

、

そ

と

K

先

の

也

品

川

に

曲

っ

た

肱

金

物

を

取

っ

け

、

さ

き

の

杭

の

耐

に

打

っ

た

肱

請

に

共

先

を

引

か

け

て

、

外

か

ら

勝

手

に

あ

か

ね

や

う

に

し

で

あ

る

。

今

日

の

様

に

商

幅

が

狭

く

て

は

、

そ

と

に

金

具

を

打

っ

と

と

等

は

で

き

か

ね

る

が

、

少

な

く

と

も

と

れ

代

る

れ

ば

都

合

が

よ

ろ

し

い

。

第

二

十

八

闘

は

引

手

の

金

具

を

大

き

く

し

た

の

で

、

北

山

中

止

へ

は

大

概

ど

の

場

合

に

も

先

づ

臨

凶

形

で
、

周

問

は

花

変

の

や

う

に

し

で

あ

る

の

が

、

と

れ

も

亦

此

腕

の

で

は

普

通

で

あ

る

。

巾

心

に

荊

、

悶

悶

は

上

下

K

少

し

く

大

型

の

菊

、

左

右

は

桐

、

共

他

の

明

分

に

は

泊

常

に

州

車

'
r

思

め

で

あ

る

。

荊

桐

は

桃

山

時

代

K

最

も

武

則

さ

れ

た

紋

章

で

.

破

風

板

に

何

れ

か

一

方

又

は

後

方

を

一

つ

ゐ

き

に

、

又

は

千

鳥

に

打

っ

た

り

、

棚

板

或

は

帳

廷

の

飾

品

夜

具

に

川

ひ

た

り

、

長

押

の

六

葉

K

つ

け

た

り

‘

随

時

随

所

に

肱

川

さ

れ

た

の

で

、

と

の

初

令

、

と

と

に

見

え

て

ゐ

る

文

様

は

.

桃

山

時

代

飾

金

具

の

夫

れ

を

代

表

す

る

と

い

っ

て

も

い

い

枕

の

も

の

で

、

と

れ

一

つ

記

憶

し

て

ゐ

て

も

、

随

分

使

利

で

あ

ら

う

。

*  

*  

*  

*  

此

建

物

の

各

所

の

襖

・

鋲

同

刊

戸

の

-
m

配

・

帳

芯

及

び

慌

の

貼

什

等

.

す

べ

て

黒

山

の

山

水

が

あ

る

。

狩

野

山

柴

市

と

仰

へ

る

が

、

義

千

山

-g

k
近

い

と

い

ふ

設

が

、【

古

美

術

案

内

】

に

か

い

で

あ

る

と

と

は

‘

最

初

に

制

介

し

た

泊

り

で

t

u

る

J

と

と

ろ

が

私

に

は

給

り

と

と

が

判

ら

な

い

の

で

、

何

も

か

く

と

と

が

で

き

ね

。

そ

れ

で

拘

に

遺

憾

千

市

円

で

あ

る

が

見

合

は

せ

・

十

例

志

の

諸

別

に

在

地

耐

-m
一

を

糊

め

る
。

庫

墨

ヘ
第

三

十

閲

よ

リ

J

/

第

三

十

一
一
一
間
迄

¥

本

堂

の

北

に

並

ん

で

建

つ

。

惣

門

を

入

っ

て

暫

く

行

く

と

・

ほ

ん

と

う

は

次

阿

に

記

す

錨

棋

が

左

千

の

州

中

K

見

え

る

が

、

小

さ

く

て

き

た

な

い

か

ら

、

そ

ん

な

も

の

に

は

気

が

つ

か

歩

、

緩

い

石

段

に

か

か

る

と

大

き

た

二

階

建

ち

の

土

蹴

と

、

共

右

K

先

づ

第

一

に

時

一

換

の

正

聞

が

見

え

る

。

此

土

械

は

本

堂

も

門

も

皆

か

く

し

て

了

ふ

の

で
‘

花

一

だ

邪

い

胞

に

な

る

。

出

張

も

亦

、

共

た

め

ど

の

佐

美

視

を

防

げ

ら

れ

て

ゐ

る

か

も

知

れ

ぬ

。

第

三

十

聞

は

‘

土

蹴

が

お

ら

な

い

様

に

し

て

正

面

か

ら

山

一

袋

を

み

た

と

と

ろ

・

如

何

に

も

山

」ず

ら

し

く

て

ま

と

と

に

心

地

が

よ

ろ

し

い
。

併

し

な

が

ら

山

裏

建

築

と

し

て

は

組

め

て

卒

凡

、

型

に

依

っ

て

ゐ

て

何

等

の

脊

が

な

い

、

け

れ

ど

も

其

細

部

、

例

へ

ば

海

老

町

梁

・

木

鼻

・

懸

魚

の

形

位

一寸

劇

る

よ

ろ

し

く

、

叉

花

頭

窓

を

向

て

左

に

一

つ

川

ひ

て

ゐ

る

の

は
、

商

臼

い

や

り

方

で

あ

る

。

一

「

第

三

十
一

共

銅

像

に

は

飾

金

具

が

打

つ

で

あ

り
、

全

憾

の

ル

も

左

程

悪

く

は

な

い

ア

第

三

十

二

次

第

一
一
-

J

。

寸

=

・
岡

¥

*  

*  

*  

*  

花

開

窓

と

い

ふ

も

の

は

、

側

山

川

建

築

と

北

ハ

に

餓

九

州

時

代

K

支

那

か

ら

入

っ

て

き

た

も

の

で

あ

ら

う

が

.

北

ハ

一

帯

の

も

と

は

何

日

ら

判

所

で

出

来

た

の

で

あ

ら

う

か

、

と

い

ふ

と

と

を

紅

は

以

前

か

ら

考

へ

て

ゐ

た

と

と

ろ

、

支

那

が

本

家

で

は

な

く

て

「
サ

ラ

セ

ン

」

の

多

諜

棋

K

費

し

た

の

で

る

ら

う

、

と

い

ふ

と

と

に

ま

で

も

っ

て

行

っ

て

み

た

が

‘

世

は

そ

と

で

行

詰

ま

っ

て

了

っ

た

き

り

に

な

っ

て

ゐ

た

。

此

頃

少

し

ば

か

り

一命

同

町

、

附

A

M

H

か

も

知

れ

ぬ

が

‘

忍

久
-
r

松

様

に

ま

で

漕

ぎ

つ

け

て

〆

た

の

で

あ

る

。

此

も

本

誌

に

は

米

だ

記

さ

ぬ

か

ら

‘

左

に

少

し

か

い

て

沿

く

。

花

関

窓

の

頭

の

部

分

と

、

格

狭

間

の

上

の

方

と

は

、

曲

線

の

性

質

が

全

く

同

じ

で

あ

る

引

は

、

散

れ

で

d

町

衆

が

つ

い

て

ゐ

る

で

あ

ら

う

。

格

狭

間

の

山

川

糾

の

雨

方

の

部

分

が

‘

下

に

的

ら

う

と

す

る

と

と

ろ

の

泣

か

ら

、

曲

ら

せ

宇

陀

足

直

に

延

す

か

、

又

は

反

釘

に

外

方

に

反

ら

せ

、

少

し

長

く

す

れ

ば

、

そ

っ

く

り

其

ま

ま

立

派

左

花

顕

窓

が

で

き

る

の

で

る

る

。

併

し

日

木

で

は

ま

だ

そ

と

迄

は

考

へ

歩

、

四

角

ゑ

辿

子

窓

一

貼

張

り

で

、

さ

す

が

に

子

…

女

時

代

医

脊

美

を

来

し

た

大

伽

驚

の

計

剖

施

工

を

し

た

大

建

讐

家

も

、

此

極

の

窓

を

按

出

す

る

迄

に

は

至

ら

た

か

っ

た

う

ち

に

、

世

は

鎌

倉

と

友

り

、

支

那

か

ら

移

入

さ

れ

、

迭

に

あ

ら

ゆ

る

椛

類

の

建

築

に

川

ひ

ら

れ

、

よ

く

調

和

す

る

や

う

に

な

っ

た

J

寺

院

・

一

帥

枇

・

城

壁

・

邸

宅

・

茶

目蛍

・

廻

郎

・

塀

・

ホ

テ

ル
位
一
寸

.

行

く

所

と

し

て

可

友

ら

ざ

る

な

き

の

み

な

ら

子

、

時

に

は

必

要

紙

く

べ

か

ら

ぎ

る

も

の

に

な

附 8
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っ

て

了

っ

た

の

で

あ

る

。

夫

れ

は

夫

れ

と

し

て

沿

岸

-

-

此

窓

が

格

供

聞

か

ら

き

た

と

し

て

.

然

ら

ば

共

格

狭

間

の

元

は

な

ん

で

あ

る

か

と

い

ふ

に

、

ど

う

も

一

一

加

の

忍

各

校

校

よ

り

ほ

か

に

も

っ

て

行

き

所

が

な

い

や

う

廿

あ

る

。

即

ち

亜

述

・

波

斯

・

希

臨

め

た

り

の

‘

先

の

尖

ら

な

い

躍

的

目

型

の

忍

冬

.
朝

鮮

な

ら

卒

操

郊

外

の

古

墳

に

現

は

れ

て

ゐ

る

文

様

、

内

地

な

ら

玉

品

厨

子

宮

殿

の

一

部

乃

至

飛

鳥

時

代

前

一

九

の

あ

る

も

の

に

つ

い

て

ゐ

る

夫

れ

等

の

も

の

等

に

就

い

て

み

る

と

、

大

部

分

は

廻

り

の

細

い

輪

・

郎

が

さ

れ

て

各

州

の

頭

が

漣

繍

す

れ

ば

い

い

し

、

卒

一

難

古

訓

の

な

ら

共

ま

ま

そ

っ

く

り

‘

花

頭

型

を

な

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

併

し

其

倫

・

郎

は

ど

と

迄

も

外

嬬

線

(

開

℃

一

円

、

門

戸

O

広

)

の

如

く

で

.

中

央

の

部

分

は

葱

花

耕

(

O

m

2

〉

2

ど

に

な

っ

て

ゐ

な

い

が

、

ゐ

な

く

と

も

少

し

も

益

支

は

な

い

。

東

大

寺

三

月

堂

本

傘

裏

肢

の

上

重

側

商

に

つ

い

て

ゐ

る

の

な

ど

は

、

上

が

卒

、

た

い

か

ら

た

だ

の

鵡

線

ハ

向

、

己

o

一

仏

)

の

連

絞

し

た

や

う

な

形

で

る

る

。

共

中

心

を

現

は

す

た

め

、

中

央

の

部

分

を

上

の

方

に

向

っ

て

茨

を

つ

く

ら

せ

る

と

、

正

に

普

通

に

み

る

花

頭

型

が

で

き

る

の

で

あ

る

。

叉

懸

魚

の

原

型

が
、

想

像

の

如

く

忍

冬

な

ら

ば

、

夫

れ

を

逆

に

し

た

形

‘

或

は

法

隆

寺

夢

殿

本

傘

光

背

に

つ

い

て

ゐ

る

塔

の

相

倫

の

先

き

に

つ

い

て

ゐ

る

忍

冬

仕

す

い

か

ら

も

、

花

頭

型

は

比

較

的

容

易

に

で

き

る

筈

で

あ

る

。

十汀

一
様

に

考

へ

て

く

る

と

‘

一冗

は

忍

冬

で

、

忍

多

か

ら

絡

狭

間

が

で

き

、

そ

れ

か

ら

柁

頭

に

援

化

し

た

と

考

へ

て

よ

さ

さ

う

で

あ

る

。

さ

う

す

る

と

組

連

・

波

新

ヘ

護

班

朝

に

於

い

て

J

-

t

f

も

好

例

が

あ

る

」・

希

脳

等

に

一
九

泊

る

り

、

「

サ

ラ

セ

ン

』

建

築

の

窓

・

扶

等

に

俸

に

刑

ひ

ら

れ

、

支

那

K

入

り

て

も

石

村

の

場

人

け

に

は

随

分

鋭

い

の

が

見

出

さ

れ

る

が

.

木

材

を

使

用

し

た

と

き

に

は

、

茨

の

尖

り

方

が

少

し

く

鈍

く

な

り

、

日

本

に

体

へ

ら

れ

、

遂

に

今

日

見

る

や

う

な

形

の

も

の

と

な

り

、

麗

杭

雑

多

の

鑓

形

ま

で

生

じ

た

と

し

て

も

敢

て

不

都

合

な

と

と

は

な

い

の

で

る

る

。

其

花

頭

窓

の

根

へ

は
‘

安

町

迄

は

他

か

に

飾

金

具

は

打

た

な

か

っ

た

u

桃

山

に

な

る

と

、

本

山

政

本

願

寺

一

鴻

の

間

(

一
向
都
、

ふ

瑞

股

ι

l

本

堂

上

段

問

問

械

販

)

の

の

や

う

に

、

飾

金

具

を

打

ち

だ

し

た

。

此

場

介

は

寛

・

氷

の

も

の

と

認

め

ら

れ

.

さ

う

し

て

飾

金

具

は

甚

だ

形

も

文

様

も

よ

ろ

し

い

。

日

光

東

川

ん
H

山

や

大

猷

院

生

寸

K

も

、

飾

金

具

を

打

っ

た

の

が

多

く

見

附

さ

れ

る

が

、

此

佐

一
寸

は

何

れ

も

棋

を

木

造

に

し

た

か

ら

で

き

た

の

で
、

石

造

で

は

駄

け

な

事

勿

論

で

あ

る

。

*  

*  

*  

*  

附 9

花

頭

窓

の

隣

り

に

は

高

窓

が

る

り

.

共

隣

り

が

出

入

口

で

、

つ

ま

り

上

の

方

の

左

右

相

構

が

、

下

の

方

で

破

ら

れ

て

ゐ

る

。

内

部

は

住

あ

ら

し

て

随

分

ひ

ど

く

・な

っ

て

ゐ

る

や

う

だ

が

‘

外

部

か

ら

み

た

と

と

ろ

で

は

‘

細

部

K

.
面

白

い

と

と

ろ

が

い

く

ら

も

あ

る
。

(

昭

和

六

年

七

月

二

十

四

日

日

光

町

の

篠

宿

に

於

て

稿

了

)
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上

。

第

圃

正

徳

寺

本

堂

の

一

知

的

を

東

商

隅

よ

り

み

る

(

附

和

六

年

=

.
月

二

十

二

日

〉

下

。

第

二

圃

毘

岨

岬

寺

本

堂

島

品

景

(

昭

和

六

年

四

月

二

十

三

日

)

第

一

闘

の

上

の

方

氏

見

え

て

ゐ

る

の

は

東

門

の

一

部

で

、

後

に

闘

一
不

す

る

が

特

殊

の

形

式

す

る

る

。

此

を

入

り

て

西

に

進

み

右

K

山

る

と

・

今

の

本

山

年

一
即

ち

一

冗

の

方

丈

の

東

南

端

、

即

ち

弱

民

の

角

を

き

り

取

っ

た

ゃ

う

た

一川

K

-

一III J 10 ｾ＠

で

る

。

と

h

h

が

以

前

昇

昨

日

で

あ

っ

た

の

で

る

ら

う

。

さ

う

す

る

と

南

側

東

端

の

妻

戸

が

、

と

の

方

か

ら

み

て

か

開

き

に

し

で

あ

る

理

山

も

自

然

に

判

ろ

で

あ

ら

う

。

下

刷

は

全

形

。

斐

の

三

花

懸

魚

と

狐

格

子

と

に

注

註

せ

よ

。
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上

。

世

間

三

園

正

傷

寺

本

堂

南

富

貴

飾

(

昭

和

六

年

=

一

月

十

五

日

)

下

。

第

四

国

正

措

岬

寺

本

堂

東

商

隅

(

附

和

六

年

同

月

二

十

=

日

)

第

三

刷

は

+

問

委

で

ご

一
花

懸

h
m

…

及

共

六

議

や

鰭

が

‘

木

割

法

と

少

し

異

な

っ

て

ゐ

る

が

、

之

れ

は

即

ち

と

れ

が

古

い

と

と

を

示

し

て

ゐ

る

と

い

へ

や

う

(

第

五

凶

参

附

)

ο

第

凶

闘

は

東

南

隅

の

と

と

ろ

で

、

以

前

の

非

降

口

で

あ

っ

た

ら

し

〈

、

踏

段

が

沿

い

で

あ

る

。

昇

っ

て

前

進

ず

れ

ば

、

府

機

前

の

孫

像

へ

で

る

し

、

左

へ

進

め

は

主

戸

を

あ

け

て

市

徐

に

行

け

る

し

、

制

た

に

杉

戸

を

引

け

ば

間

後

に

で

る

と

と

が

で

き

ぷ
。

杉

戸

に

ぱ

い

に

蘇

鍛

が

机

い

で

あ

る

。

ｰｾ＠一 附



議

室

長

主

(

K

H
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[

M
門

)
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l
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定

槽

岬

寺

本

堂

正

面

中

央

の

問

上

部

下

。

第

七

園

正

悔

寺

本

堂

正

面

中

央

出

入

口

厩

r 、、

l昭

和

♂，、

1， 1三

月

日

、J

- 附 13 -

(

附

利

六

年

四

月

十

二

日

〉

今

本

堂

と

い

っ

て

ゐ

る

が

、

勿

論

「

方

丈

」

と

い

ふ

べ

き

で

、

ま

た

さ

う

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

花

狭

間

入

の

伐

山

川

戸

と

そ

唐

様

で

あ

る

が

、

上

下

に

誌

臨

を

用

ひ

歩

、

上

長

川

及

び

切

目

長

押

に

軸

摺

の

孔

を

あ

け

、

そ

と

で

軸

が

回

州

押

す

る

や

う

に

し

で

あ

る

。

第

六

刷

は

上

怖

を

よ

く

見

せ

る

た

め

、

部

七

凶

は

扉

全

慌

の

訓

子

を

判

ら

せ

る

た

め

に

だ

し

た

も

の

で

あ

る

。



下

。

第

九

園

正

直

岬

寺

本

堂

正

面

北

側

厩

(

南

街

南

関

椅

麿

戸

〉

建 築 主 量 士 舎 ( XI V) 特 JJ lj 附録

(

昭

和

六

年

間

刀

十

三

日

〉

円

巾

元

よ

り

子

先

の

方

が

帆

が

狭

い

の

は

.

此

極

の

も

の

で

は

常

然

で

あ

る

が

、

上

部

の

開

聞

に

入

れ

て

あ

る

花

狭

間

の

、

吹

寄

せ

と

凱

制

の

分

の

配

世

が

、

ま

と

と

に

う

ま

く

で

き

て

ゐ

る

と

と

ろ

を

見

る

と
、

此

尻

の

計

制

に

川H

M

り

、

川

到

の

注

意

を

挑

っ

た

と

と

が

判

る

の

で

あ

る

J

吊

一冗

と

千

先

と

の

間

の

蝶

析

の

践

が

の

び

て

、

辻

純

物

の

や

う

に

危

つ

て

ゐ

る

が

、

と

に

か

く

楼

の

辻

に

飾

金

具

を

刑

ひ

た

の

は

桃

山

時

代

か

ら

℃

み

の

る

。

ハ

左

下

に

ホ

て

る

は

的

尺

の

一

尺

)

上

。

第

八

回

同

正

面

申

失

扉

上

M
m
花

狭

間

花

狭

間

は

鎌

倉

時

代

以

降

見

出

さ

る

L

が

、

吹

寄

せ

に

友

つ

て

ゐ

る

の

は

、

桃

山

以

前

に

見

川

さ

れ

ぬ

ゃ

う

で

b

る

υ

吹

寄

事

側

聞

が

鎌

倉

に

あ

る

の

だ

か

ら

、

か

う

い

ふ

の

も

あ

っ

て

撚

る

べ

き

だ

の

に

、

見

つ

か

ら

な

い

。

日

光

東

照

宮

の

扉

に

此

組

の

水

平

垂

直

の

が

用

ひ

で

あ

る

が

あ

れ

も

亦

、

桃

山

系

統

で

あ

っ

た

と

と

を

知

る

と

と

が

で

き

る

ψ

(

左

下

に

あ

る

曲

尺

の

約

五

寸

(

六

吋

〉〉

-
F

，

，

，

 

・
4

・

・
・

14 ーー 附
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上

。

第

十

圃

正

傷

寺

本

堂

正

直

後

唐

戸

一

部

(

昭

和

六

年

三

月

二

十

二

日

)

下

。

世

間

+

一

園

上

げ

掻

詳

細

ー一併t 15 ; _  

同

扉

の

上

げ

下

げ

の

猿

に

蝉

の

金

具

を

用

ひ

で

あ

る

最

古

の

例

は

、

今

私

の

知

っ

て

ゐ

る

の

で

は

.

安

定

寺

瀧

頂

堂

の

だ

か

ら

・

鎌

A

M

時

代

か

ら

で

あ

る

。

共

前

に

あ

っ

た

か

友

い

か

は

知

ら

な

い
。

桃

山

の

で

は

些

長

同

年

の

閑

城

寺

金

魚

の

で

る

る

。

此

「

猿

」

は

よ

く

桃

山

時

代

の

形

式

を

現

は

し

て

ゐ

る

ο

(

手

先

涯

に

沿

ひ

桟

上

に

立

て

る

は

曲

尺

の

約

流

す

ハ

六

吋

)

)
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下

。

第

十

三

園

同

東

面

北

方

を

み

た

と

乙

ろ

(

昭

和

六

年

三

月

二

十

二

日

〉

頭

橡

に

た

ち

・

て

北

方

を

み

た

も

の

で

、

第

七

州

の

一

郎

と

同

じ

も

の

が

た

端

K

山

っ

て

ゐ

る

。

T

I

前

十
れ

は

上

凶

の

戸

袋

‘

突

円
M

山

り

は

引

迷

杉

戸

で

.

そ

れ

を

る

け

る

と

液

体怖

と

同

じ

枕

の

伶

が

あ

り

、

十
れ

を

む

け

ば

川

戸

を

出

し

入

れ

す

る

と

と

が

n山

で

あ

る

。

ト

刑

制

山

K

一
陀
立

υ

上

。

第

十

二

圏

同
古
車

面

北

端

戸

袋

ハ

昭

和

六

年

内

月

二

十

三

日

)

大

概

の

戸

袋

の

上

は

卒

た

く

K

M

さ

め

で

あ

ろ

の

に

.

と

れ

ば

勾

配

の

む

な

片

流

れ

の

破

風

に

終

っ

て

ゐ

る

照

棋

を

も

っ

て

わ

る

。

北

側

の

は

後

納

で

あ

る

が

、

と

L

K

見

え

て

ゐ

る

も

の

、

即

ち

南

側

の

は

古

い

も

の

で

、

下

端

K

二

本

の

眉

が

あ

り

、

端

16 ー ー

は

最

も

北

川

辺

に

見

川

さ

る

L

木

山

県

の

や

う

な

繰

形

か

ら

で

き

て

ー 附

ゐ

る

。
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下

申

第

十

五

園

南

様

よ

り

東

方

を

み

る
ハ

昭

和

六

年

内

月

二

十

一
-

日

〉

正

而

の

市

問

機

が

市

民

担

っ

て

き

て

‘

と

の

ん

令

官

戸

の

と

と

ろ

で

17 -- 1lH 

一

段

高

く

な

り

‘

と

れ

が

山

橡

に

な

っ

て

ゐ

る

。

悲

戸

は

何

故

K

布

聞

に

な

っ

て

ゐ

る

の

か

と

い

ふ

に

‘

第

一

闘

の

併

設

に

記

し

た

や

う

に

、

元

の

昇

降

円

の

閥

係

か

ら

で

あ

ら

う

と

忠

は

れ

る

が

、

川

市

し

て

さ

う

か

ど

う

か

よ

〈

判

ら

ね

後

什

れ

と

側

杭

と

の

川

に

毅

一
虹

梁

が

川

ひ

で

あ

る

が

、

下

端

に

耐

が

あ

る

丈

け

で

.

闘

も

訓

切

も

た

〈

、

古

い

形

式

の

も

の

で

計

建

物

に

川

ひ

て

あ

ろ

唯

一

の

引

梁

T

あ

る

。

上

。

第

+

四

国

南

検

東

端

一
受
戸

を

凶

方

よ

り

み

る

(

昭

和

六

年

川

刀

二

十

=
一

口

妻

戸

を

し

め

た

と

こ

ろ

で

あ

る

が

‘

之

れ

を

川

く

と

一

卜

凶

の

如

く

に

な

る

。

徐

杭

の

上

K

鴨

川

が

見

え

て

ゐ

る

戸

下

川

に

は

十

っ

と

徐

計

お

っ

て

ゐ

る

)

が

、

下

に

敷

肘

は

な

い

。

と

れ

ば

下

の

方

は

後

納

で

、

た

ピ

の

艇

に

な

っ

て

じ

ま

っ

て

ゐ

ツ

心

か

ら

で

あ

る

が

、

一冗

と

は

勿

論

下

に

敷

居

が

あ

り

そ

と

に

位

共

が

あ

っ

た

の

で

あ

ら

う

。

上

の

側

聞

は

臨

刷

機

上

の

と

同

じ

も

の

で

、

と

の

方

は

一川

が

扶

い

か

ら

竹

の

聞

は

中

火

に

な

い

。

(

杉

戸

の

前

十相

下

に

京

て

る

は

的

M

へ

の

一

尺

U



建 築 と 配 合 ( XI V) 特5J IJ 附録

上

。

第

+

六

圃

(

昭

和

六

年

間

月

二

十

二

日

)

正

面

度

線

南

端

を

北

側

よ

り

み

る

下

。

第

+

七

圃

同

月

同

[1 

、. _/

正

面

廃

様

東

南

隅

を

外

側

よ

り

み

る

f 司、

f， iJ  

Ｂ ｉｾ＠

第

十

六

凶

は

正

耐

の

市

川

仙

の

後

紅

上

部

を

中

止

へ

と

し

、

右

の

方

は

南

端

杉

戸

を

あ

け

て

、

嶋

居

と

長

押

と

胸

間

a

-

a目

a

・
a

・
2

と

を

‘

左

は

一

筋

(

共

上

端

は

側

聞

の

敷

屈

が

ほ

つ

で

あ

る

)

と

見

せ

た

と

と

ろ

で
、

第

十

七

凶

は

同

じ

と

と

ろ

を

点

前

附

か

ら

み

た

L

め

‘

左

十

れ

が

反

針

K

な

り

、

前

凶

で

見

え

占

な

か

っ

た

欄

山

の

鴨

居

と

.

従

て

軒

桁

等

が

見

え

.

向

ほ

北

川

上

に

何

哀

の

一

部

.

化

粧

地

問

木

・

位

・

木

舞

等

も

ね

っ

て

ゐ

る

か

ら

、

と

れ

を

前

凶

と

比

べ

る

と

一

肘

よ

く

判

る

で

あ

ら

う

。

制

川

の

形

式

に

就

て

は

第

十

二

・

二一

・

四

・

瓦

同

等

を

冬

間

…

の

一引
。

18  ー- 1; 付



建 築 と 量 士 曾 ( xrv) 特別附録

上

。

第

十

八

回

正

徳

寺

調

堂

正

面

上

部

ハ

昭

和

六

年

五

月

十

四

日

〉

下

。

世

間

十

九

園

下

総

階

段

及

桟

唐

戸

同

(

同

年

同

月

同

日

)

(

正

面

に

虫

て

る

は

的

尺

の

一

一

尺

〉

本

堂

の

中

点

へ

の

問

、

即

ち

安

中

と

い

っ

て

ゐ

る

寺

が

あ

る

が

‘

共

聞

に

賞

る

板

放

の

聞

の

後

方

K

.

更

に

奥

行

は

六

尺

許

り

、

帆

は

三

間

仕

の

同

じ

〈

椛

般

の

室

が

る

る

J

上

刷

は

共

安

か

ら

澗

堂

へ

入

ら

ん

と

す

る

昇

段

の

上

の

傾

で

、

「

大

宋

特

賜

{

一京

兜

耐

削

」

の

文

字

が

ほ

っ

て

る

る

ο

下

回

は

正

副

の

勾

欄

と

・

出

入

口

へ

円

巾

込

ん

で

あ

る

筏

府

戸

と

や

見

せ

た

も

の

で

、

此

扉

は

本

堂

よ

り

古

い

や

う

に

忠

は

れ

る

υ

19 -- 附



建 築 是 粧 舎 ( XIV ) 特別附録
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第二十個 同澗掌及臨壇 ( 昭 和六年五月 十四日 〉

首ij買の|歯lか ら推して ，大蹴此岡の見首は つ〈 であ らう3 此は正面の扉を1)目いた上 tc ，雨脇判のー

部分 も見えてゐる コ洞堂正閣の階段を上ると狭い機のやう たととろがる り，更にー尺ばかり 高 〈洞

堂の床があって， 中央1'L i. 矢先制1i : 1! iの憶が安世 しで ある。新i亡塗料 を施したのか，夫とも像が新 しい

のか，雨! j ifl! liの彫刻は私 lてとって は大して問題では友かった。高惜の像に制 して ，ただ敬意を表 した

迄・であったが，椅子はた分iζ 古い。

桁 rの佐 官民にかく呼ぶ) 共他I' LJ - I J ひられてゐる材料は大間取のfi J材で，共大さと面見付 との訓合

は約 ] /Ii， 即ち 一寸二分五l豆に二分であった。彼方の陣界の上部及び左右に巻 き上って，花:tJl 榛か

若葉かの形に なってゐ る所等，拘 に形が よろ しいコとれ等の鳥!i か ら，先づ鎌倉時代のも の としても

よささ うに思はれた。 lビ商の桟唐戸と此椅子とは貴重品とす べきでるる。

洞堂の右は位牌堂，左は宏量蹄alli の像を安置 す。此等は総て後の士官築 らしく， 間堂だけ は後方に

突き 出して往つてゐ るが，切妻i主家奴首， 舟肘木の新 しいも ので・あ る。

ー 附 20 ー



建 築 主 量 士 舎 cnv) 特別附録

第

二

十

一

・

二

・

三

の

三

固

は

‘

一例

堂

前

の

二

級

の

木

階

に

つ

け

て

あ

る

日

升

勾

欄

と

橡

勾

欄

|

|

上

の

は

械

で

は

な

い

の

か

も

知

れ

ぬ

が

.

丁

度

さ

う

い

ふ

と

と

ろ

に

首

る

か

ら

、

さ

う

呼

ん

で

去

い

て

も

よ

か

ら

っ

l

!
と

を

大

き

く

見

せ

た

も

の

で

、

第

十

九

闘

及

び

第

二

十

闘

に

も

見

え

て

ゐ

る

も

の

で

る

る

u

- 附 21 ー

阿

企

及

び

北

ハ

州

側

に

あ

る

脇

担

と

同

じ

く

、

木

階

も

勾

欄

も

新

し

い

の

で

、

す

ぺ

て

此

等

は

同

時

に

で

き

た

の

で

あ

ら

う

c

和

山

混

浴

勾

欄

で

、

形

も

組

め

て

卒

凡

で

る

る

が

、

ど

う

い

ふ

つ

も

り

か

川

本

の

親

杭

が

凶

本

共

少

し

く

呉

な

っ

て

ゐ

る

の

で

、

と

れ

は

態

々

少

し

づ

っ

意

匠

を

か

へ

た

も

の

と

忠

は

れ

る

。

さ

う

し

て

制

は

ゆ

る

「

誼

蓮

佐

頭

」

か

と

思

ふ

と

・

さ

う

で

は

な

く

、

通

か

ら

縫

化

し

た

も

の

か

も

知

れ

ぬ

が

、

幅

の

既

い

誕

の

や

う

及

形

を

し

て

ゐ

る

。

第

二

十

一

一

樹

正

直

帰

寺

澗

一室

正

面

北

側

昇

旬

欄

円
相
帆

柱

左

に

立

て

る

曲

尺

の

約

五

寸

(

六

吋

〉

・

昭

和

六

年

沢

月

十

四

日

〉

先

づ

北

側

の

も

の

、

即

ち

第

二

十

一

闘

の

は

・

二

本

共

垂

れ

て

ゐ

る

鱒

は

心

臓

型

で

‘

下

の

方

は

中

央

の

糾

が

出

て

居

り

、

上

の

方

は

築

研

友

り

に

引

込

ん

で

ゐ

る

d

南

側

の

方

は

、

第

二

十

二

・

三

闘

で

み

る

如

く

‘

一刷

方

北

ハ

先

の

尖

っ

た

長

備

凶

形

で

同

じ

く

下

の

は

中

央

の

縦

紘

が

稜

を

な

し

、

上

の

は

共

部

分

の

み

講

を

友

し

て

ゐ

る

。

*  

*  

*  

*  

謂

は

ゆ

る

逆

蓮

柱

な

る

も

の

は

.

別

段

蓮

花

を

さ

(

弐

頁

へ

)



密 集 正 量 士 曾 CXI V) 特別附録

第

二

十

二

・

第

二

+

三

個

同

南

側

昇

句

欄

・

上

納

親

柱

ハ

親

枝

の

傍

に

立

て

る

的

パ

の

約

沢

寸

(

ム

ハ

吋

〉

・

附

和

六

年

ご

.
月

二

十

二

日

)

(

前

頁

よ

り

)

か

さ

ま

に

し

た

む

で

は

な

く

.

開

花

し

た

蓮

の

花

糾

の

一

部

分

が

外

方

に

下

り

・

子

居

間

同

の

一

か

わ

だ

け

は

、

米

だ

附

か

や

'

K

ゐ

る

と

と

ろ

を

象

っ

た

も

の

で

る

ら

う

‘

と

い

ふ

と

と

は

叫

に

本

誌

に

も

記

し

た

泊

り

で

あ

る

。

併

し

と

の

や

う

な

も

の

は

い

く

ら

で

も

意

匠

を

凝

し

得

る

の

で

、

既

に

鍬

な

時

代

に

於

て

は

天

恩

寺

山仰

阪

一

制

強

坦

(

附

知

)、

ハセ

町

時

代

で

は

向

上

寺

三

重

塔

須

噸

壇

(

…

竹

内

)

勾

欄

親

枝

の

や

う

た

異

形

な

の

が

あ

っ

た

の

だ

か

ら

、

江

戸

時

代

へ

入

っ

て

か

ら

と

れ

似

の

事

は
{

V

叩

ろ

九

百

然

過

る

と

い

っ

て

よ

か

ら

う

J

*  

*  

*  

*  

此

親

杭

は

新

し

い

割

K

ょ

く

で

き

て

居

り

、

黒

漆

と

朱

様

と

で

粧

頭

を

遁

世

に

食

り

別

け

て

ゐ

る

。

一

見

殆

ん

ど

同

じ

に

見

ぇ

‘

仔

制

に

槻

察

す

る

に

及

ん

で

、

何

れ

も

少

し

づ

っ

異

友

つ

て

ゐ

る

の

は

、

商

白

い

考

へ

で

あ

る

。

- 附 22 ー



建 築 主 魁 曾 ( XI V) 特別附録

第

二

十

四

園

正

措

岬

寺

嗣

室

正

面

出

入

口

筏

唐

戸

ー 附 2 3 ー

(

左

下

に

立

て

る

は

曲

尺

の

一

尺

・

附

和

六

年

三

月

二

十

二

日

)

澗

堂

川

入

口

の

桟

府

戸

を

大

き

く

し

た

も

の

で

.

と

れ

で

一

泊

り

の

と

と

は

判

る

と

思

ふ

。

第

一

に

気

の

つ

く

事

は

‘

桟

も

根

も

、

何

れ

も

著

し

い

「

錨

」

を

も

っ

て

ゐ

る

と

と

で

あ

る

。

か

く

錦

の

あ

る

の

は

.

最

古

と

思

は

れ

る

の

が

東

大

寺

良

耕

堂

(

閉

山

堂

)

に

あ

り

、

以

下

長

弓

寺

本

堂

・

永

保

寺

閉

山

堂

嗣

堂

・

鵠

林

寺

本

堂

・

日

光

東

照

宮

境

内

経

菰

内

輪

蔵

等

に

見

出

さ

る

る

も

の

で

、

稀

れ

な

方

K

屈

す

る

の

で

あ

る

J

唐

戸

面

が

と

つ

で

あ

る

の

だ

と

、

時

代

に

よ

る

蟹

化

は

可

た

り

明

ら

か

で

、

鎌

倉

山

対

川

と

桃

山

江

戸

と

を

閉

山

返

る

ゃ

う

友

と

と

は

め

っ

た

に

な

い

が

、

と

の

部

の

舗

だ

と

、

北

ハ
践

が

な

く

も

な

い

。

廻

蹄

軸

が

凶

形

で

飛

び

だ

し

て

ゐ

る

と

と

ろ

や

、

一

帯

下

の

聞

に

入

っ

て

ゐ

る

絡

狭

間

の

形

な

ど

、

い

ろ

い

ろ

の

賂

か

ら

考

へ

て

み

る

と

、

と

の

扉

は

ど

う

下

げ

て

も

・宝

町

と

思

は

れ

る

ο

ど

と

か

に

丁

度

都

合

の

い

い

の

が

二

枚

あ

っ

た

の

で

、

-耐

堂

を

つ

く

る

と

き

.

之

れ

を

も

っ

て

き

て

|

|

或

は

此

時

漆

塗

と

し

て

|

!

と

と

に

肘

ひ

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

と

思

ふ

の

守

あ

る
、

k

の

花

狭

聞

は

素

木

の

ま

ま

で

、

且

つ

後

柿

ら

し

い

。



建 築 主 量 f : . .  ( X I V ) 特別附録

第

二

十

五

圃

正

悔

寺

本

堂

袋

棚

信

二

十

六

温

同

棚

一

鶴

-

棚

板

上

に

立

て

る

は

曲

尺

の

約

五

寸

(

六

吋

U

・

関

知

同

日

)

刺殺の左即ち北方にある六控- 問の袋戸棚及び棚の訂制lである。 袋棚 v 地板及棚 7: 側面

に打つである飾余具 も古( . 海老} ，j ミやlf!:返 しの比例， 共代世等も， i J : 戸時代の木剖式と

まだ此時分はさ ろ型K 絞らやにか ういふものを迫ったのであ ら幾分典主主 つて ゐるのは，

Uli 付の納 も中中よくかいであり，向ぅ。袋戸棚K 入れである小襖も首時のものら しく，

ととには中の二つが見えてゐる。て布から 琵邑: ・市郊・おJ焔 ・民桑 IA iJ {:N白いであるが，

ー 附 24 -



建 築 正 証 曾 ( 玄I V ) 特別附録

...........................................................11....... ，.............，......，.'.....，.，......，.........................1.................................. .. 

• 
+  

七

圃.

第

十
f 、

a・園ー一副一一・一・ー一・一一hー‘ 〆喝』

J ¥ 
下

圃
Vこ

王|王

た

正
く

傷
iI' ， 

寺本包

は

堂
的

具建x  

の

号l
がJ

、障

手

及

尺

締金

r 、

吹 物

、J

英

L ノ

一 一
詳

品目

(

昭

和

六

年

同

月

十

日

、J

ー 附 25 ー



建 築 主 魁 令 ( XI V) 特別附去最

...11..1.......' ..... ，.. .........11.111.......... ，.................・・.......，....................................111. ，............，.........................................

第 二 十 九 圃 向上段筒帳益飾 ( 日百平日六年 三月 二十 二 日〉

前頁 の ｼ 前 ｬ は襖 Ｓ くは ｾｴ 主 戸の Ｑｩ ｈ ｬｬｉｪ 即 ち去 ｉ ｴＺ而せ る 方の Ｇｩ I手及締念物を見せたので，第 二十j L凶の

左の方に同じ形の 'i I手が ある c 此建物のは何底のも すべて此EfIのtj トチで，花菱か ら襲化したもの。

上下に二十五桝の菊，左右 It: ] 1三の桐，1l¥1f'C. 山車 を油官;に配 したもので，桃山から江戸にかけて

最 も普通のも の 共締金物は，桂の商の ととろへ環 を打ち， ｕｾ 二 十七ｼ凶の如き接世で締りを し た

ので，とれも亦，此極の建築に多 くmひられてゐるものであ る J

u' S二十九l凶即ち上幽は，奥の聞のj長高官ri で，左右は動か -r・3 中央の二枚が左右に引 あけになっ

てゐるた・け である。 内部は此固乞向て 左即 ち南側の後から，引i 1t 板戸で入る 事ができ るやうにも

なってゐるが， 大 目の盛が四枚数 K しで ある。併し此'i I戸及 1"e:1，っくりつけの部分の高は，板戸

になってゐるし 阿側は，j ;)i く新 しいj:l:j戸が四枚たてであると とろか らみると， 或は初めは後が 1m

イtlljを廻 り，今のill，iJ 1孟やJWJlf ' l 友ど は友 くて，ニIt Oli jl t: つづいてゐ?とので はある まいか。 さ うすると此

の帳，玄飾はほんの自11で， 色ければ l団側のよ象ぜ あったの

でるらう o ＧＨ［ Ｂｽ 序なが ら 共前 ｉ 金具は 全 Ｑ ｾ Ｑ ｜ ｩ ｦｲ しいと忠 ふ Ｓ

ー 附 26 -



建 築 主 量 士 舎 ( XI V) 特別附録

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..".・・・・・E・・・""".".，，. ' .11.. . . . .1111' "' 1' "

上。第三十二圏 同懸魚及木 . .  

〈昭和六年五月十四日〉

下。第三十三園 同 花 頭 窓

( 同年同月同日〉

上。第 三 十 薗 正{ 草寺自信裏

( 1I ?1和六年四 月十二日 〉

下。第三十一園 同海老虹梁

( lI fj 平n六年 :h: 月十四日〉

ー 附 27 ー
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話 上 講 座

都

市

• 

建

第

六

章

建

築

防

音

構

造

( 六)

接

客

輸

送

機

の

キ

ヤ

ビ

シ

に

於

け

る

防

音

構

造

建

築

に

於

け

る

防

骨

構

造

を

ば

極

端

に

考

へ

た

場

合

に

相

首

す

る

も

の

と

し

て

族

客

機

の

キ

ャ

ビ

ン

の

防

訪

問

構

造

が

あ

る

ο

と

の

キ

ャ

ビ

ン

で

は

必

然

的

に

最

小

重

量

の

材

料

で

、

而

か

も

最

大

の

防

音

効

川

戒

を

興

ふ

る

も

の

を

ば

必

裂

と

す

る

。

建

築

物

に

あ

っ

て

も

政

支

の

将

い

構

造

酬

胞

を

ば

必

要

と

す

る

け

れ

ど

も

徐

容

機

の

キ

ャ

ビ

ン

に

於

け

る

程

.

業

辿

っ

て

裏

金

の

料

械

と

云

ふ

問

題

が

史

大

問

さ

れ

て

は

ゐ

な

い

。

又

飛

付

機

氏

於

い

て

は

、

そ

の

機

閥

削

と

キ

ャ

ビ

ン

と

は

構

治

的

に

之

乞

織

し

て

迎

、

背

す

る

と

と

は

到

底

不

可

能

で

あ

る

。

機

闘

部

で

生

じ

た

騎

以
け

は

直

接

構

造

慌

な

る

フ

レ

ー

ム

を

過

し

て

キ

ャ

ビ

ン

陀

体

一

巡

さ

れ

る

。

放

に

そ

の

防

甘

構

造

に

は

非

常

友

附

銚

を

伴

ふ

。

と

の

問

題

に

就

い

て

は

我

閣

に

は

未

だ

組

織

的

研

究

の

注

さ

れ

た

も

の

を

凡

な

い

け

れ

ど

も

、

空

中

族

客

輸

送

の

盛

な

ア

メ

リ

カ

で

は

、

ビ

ュ

l

ロ

l

、

オ

プ

、

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

に

於

け

る

ク

ラ

イ

ス

ラ

l

及

び

ス

ナ

イ

ダ

1

雨

氏

の

研

究

が

殻

表

さ

れ

て

ゐ

る

υ

両

氏

の

研

究

の

結

川

市

飛

行

中

の

飛

行

機

の

キ

ャ

ビ

ン

内

の

騒

音

は

、

九

十

デ

シ

ベ

ル

か

-

h

百

デ

シ

ベ

ル

位

℃

あ

っ

た

の

が

、

防

背

緋

泊

の

結

果

約

七

十

デ

シ

ベ

ル

似

と

な

っ

た

，

即

進

行

中

の

列

車

内

と

略

K

同

様

の

騒

・

背

程

度

と

な

っ

た

と

と

が

報

ぜ

ら

れ

て

ゐ

る

。

築

響

(

+

ニ

)

• 

佐

藤

野

武

夫勉

y-l 

飛

行

機

の

騒

北

口

は

そ

の

性

質

が

複

雑

で

あ

っ

て

、

版

刷

放

の

高

い

も

の

か

ら

低

い

も

の

に

到

る

頗

る

蹟

い

租

凶

に

買

っ

て

ゐ

る

。

'

叫

に

な

さ

れ

た

極

々

な

る

品

川

の

体

逮

に

闘

す

る

'

百

験

を

見

る

に

、

振

助

教

の

高

い

も

の

は

比

較

的

防

ぎ

易

い

け

れ

ど

も

、

娠

拙

蚊

の

低

い

も

の

は

防

苦

が

困

難

-C

あ

る

。

而

か

も

飛

行

機

の

機

闘

の

騒

音

中

に

は

、

二

O

O
サ

イ

ク

ル

桂

皮

の

振

蛸

故

の

低

い

も

の

を

含

ん

で

ゐ

る

か

ら

防

音

が

吏

に

困

難

で

あ

る

。

又

飛

行

機

が

二

筒

以

上

の

ヱ

ン

ヂ

ン

を

荷

す

る

時

K

は

‘

二

簡

の

エ

ン

ヂ

ン

が

異

な

る

辿

度

で

廻

仰

す

る

た

め

に

、

低

い

捻

り

を

生

や

る

。

か

く

の

如

き

騒

音

乞

防

ぐ

長

抵

の

料

い

材

料

を

考

慮

す

れ

ば

、

キ

ャ

ビ

ン

の

壁

画

に

は

何

牧

か

ω

材

料

を

草

ね

て

川

ふ

る

方

以

が

故

も

よ

い

杭

じ

思

は

れ

る

。

か

か

る

締

出

と

し

て

は

、

均

一

貨

で

制

い

て

ゐ

る

材

料

よ

り

も

、

紛

い

て

ゐ

な

い

各

材

料

の

表

耐

に

於

け

る

一汗

の

反

射

に

よ

る

越

背

効

川

市

を

狙

ふ

の

が

良

鉛

で

②

る

。

何

故

な

れ

ば

若

し

均

一

一

質

の

材

料

を

川

ふ

る

な

ら

ば

.

師

に

前

立

に

示

せ

る

如

く

そ

の

重

量

の

大

な

る

も

の

程

効

川

市

が

大

で

あ

り

、

市

か

も

之

れ

は

斡

材

料

を

必

要

と

す

る

キ

ャ

ビ

ン

の

防

一背

材

と

は

相

反

す

る

か

ら

で

あ

る

J

雨

氏

は

雄

々

な

る

材

料

に

就

き

註

騒

を

行

ひ

、

そ

の

内

政

担

の

も

の

K

就

い

て

は

官

際

に

之

を

キ

ャ

ビ

ン

に

川

ひ

て

そ

の

結

川

市

を

試

験

し

た

。

又

司
h

如弘凶
弘
一
町
門
門

Q
}

】句巴
U

ぷ

】
F
白

ロ

伶

の

乗

客

凶

人

一

来

来

り

の

キ

ヤ

ピ

ン

の

質

際

の

大

き

さ

の

模

型

を

作

つ

て

そ

の

減

一記
音
出
背
同
率

の

測

定

を

も

試

み

た

。

棋

型

は

一三一ニ三一=一極極

の

も

の

で

、

Z

0
・

戸

は

機

憾

の

在

来

の

も

の

に

潤

滑

液

を

塗

り

そ

の

上

に

ニ

ス

を

塗

っ

た

も

の

、

Z

0
・

回

は

内

外

を

?

- 68 ー
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立

て

当

0

0
仏

で

包

み

そ

の

聞

に

一

吋

四

分

の

三

の

空

隙

を

沿

い

た

も

の

‘

Z

0
・

ω

は

外

部

は

0

.

O

二

吋

の

ヂ

ユ

ラ

ル

ミ

ン

で

包

み

内

部

は

四

分

の

一

吋

の

イ

シ

シ

ユ

ラ

イ

ト

で

包

み

雨

者

の

聞

は

ド

ラ

イ

ゼ

ロ

ブ

ラ

ン

ケ

ッ

ト

を

入

れ

、

イ

ン

シ

ユ

ラ

イ

ト

の

L

L

に

も

ド

ラ

イ

ゼ

ロ

ブ

ラ

ン

ケ

ッ

ト

を

重

ね

、

内

側

に

は

穴

の

あ

い

て

ゐ

る

ア

ル

ミ

ニ

ュ

ー

ム

板

を

防

護

的

に

張

っ

た

も

の

で

、

各

々

の

震

回

定

は

次

の

如

く

で

あ

る

り

又

笹

験

の

結

果

は

第

二

十

六

表

の

如

く

で

あ

る

。

Z

0
・

M

I

l

o

-

二

¥

口

、

Z

0
・

M

l

I

H

--£

¥
口

、

2

0
・

∞

|

|

】

・

2

ミ

口、

ート

対l十

望者

11 

=。者
巳当

b0 4  

む2 、J

包

ｾ＠ 口、
ー

0 0  

、J

αkコJ  
】CJ1 

CJ 1 

o  Eq 

ト。
日0 0  

∞ 
u、

仁4、川J  弘

g  

t式 tl CJ 1 

、0C、町、2  

2き 0 0  

相[

品

、崎-

m

a

O

己

2

5

0

の

キ

ャ

ビ

ン

内

に

一

時

的

に

Z

0
・

ω

を

作

り

飛

行

中

K

官

験

し

た

結

川

市

.

三

十

八

デ

シ

ベ

ル

の

減

訪

日

率

を

得

た

。

測

定

者

の

一言

に

よ

れ

ば

室

内

の

駿

一背

の

大

部

分

は

何

等

の

設

備

を

設

け

友

か

っ

た

床

を

泊

し

て

入

り

来

っ

た

も

の

で

あ

っ

た

そ

う

で

あ

る

。

床

に

封

し

で

も

何

等

か

の

防

一首

設

備

が

設

け

ら

れ

て

ゐ

た

な

ら

ば

結

巣

は

更

に

良

好

で

あ

っ

た

で

あ

ら

う

。

( 七)

這

詳

ヨヨZ

日

構

細

防

前

項

ま

で

記

越

し

た

も

の

は

総

て

仲

間

一背

構

造

に

際

し

て

の

大

悼

の

方

針

叉

は

方

法

を

主

と

し

て

述

ぺ

た

も

の

で

あ

る

が

、

そ

れ

に

封

し

て

質

際

に

使

用

さ

れ

て

ゐ

る

も

の

、

又

は

ア

メ

リ

カ

に

於

い

て

特

許

を

受

け

て

ゐ

る

防

・背

構

造

花

就

い

て

も

述

ぺ

て

見

ょ

う

。

と

の

極

の

構

逃

の

中

で

も

、

哩

背

作

用

を

友

す

構

誼

は

州

連

の

も

の

と

大

差

な

い

故

K

主

と

し

て

越

背

構

造

に

就

い

て

辿

ぺ

る

と

と

と

す

る

。

世

際

に

施

行

さ

れ

て

ゐ

る

之

等

の

遮

一斉

構

造

が

ど

れ

丈

の

…

書

記

臼

率

を

有

し

て

ゐ

る

か

は

未

だ

試

験

さ

れ

た

結

果

の

護

表

さ

れ

た

も

の

を

見

な

い

故

に

不

明

で

は

る

る

が

前

章

に

述

べ

ら

れ

て

あ

.

る

質

験

結

果

と

比

較

し

て

判

断

す

る

『

』

と

は

大

し

て

困

難

な

と

と

で

は

な

い

と

思

ふ

。

一言

ふ

ま

で

も

な

い

と

と

で

は

あ

る

が

、

之

等

の

防

音

慣

値

が

質

際

の

施

行

如

何

に

よ

り

非

常

に

左

右

せ

ら

れ

る

と

と

は

重

一
裂

な

る

と

と

で

あ

る

。

( a )  

構

:11:  

2旦

防

音

壁

の 聞 に 効 片 苦 l副 # . 均 株 准 リ ー

緋 仕 第 示 果

i主 切 四 せ の 十 一 ... ‘ 、i…e 司伊 : '':'. _  _.:'; .  'i<o;i . ;  凹

を に 十 る 友 i 悶 ハ与位ｾ昨日当証ＧＺＮＡＮ｟ｾ＿Ｍ悶 ｊ ，Ｎ l  

示 於 七 構 い 開 F 間 一 閣 、 I ' J 川 幸

せけ| 局1 i i 1も L ププー - υ  ，_  ， ' "  ｾ＠ .-. • ｾＮＢ Ｎ＠ ， ，... .， ｾ＠ … 一 一 -J 幽

る る は に の 及

も場木はでＮ ｾＮ Ｎ -ｾＮ ，、 Ｍ Ｎ ｾ＠ ，'， -・ 4 ー ， 、 .，'_ ー ・ 冒 び

の 介 浩 一 言 う ー Ｍζ 戸一一一一一 ｾ←孟 孟二二二 日 二｟｟ ｕＭｾ＠
で で 川 日 る 「 闘 で 写 コ 五 で 闘τ 可 示 ごて「闘 っ 川 両

あ あ f上 の υ 』・自E ・E ・- ー唖長ーーーーー崩軍需 十

る つ 切 長 と

。 て に が の ・ 岡

主 、於あ 主 ｾｪ I ぷ . '" .) .... .  Ｎ ｾ Ｎ＠ '. "， i A .'‘ ぬ ‘ 一 f f i : に

ほ ス け る に } 闘 叫すゐ ｾｾｉｖ 閥←Ｍ Ｄｉ ［ｻ之 一→闘ｾ ¥. 3) 示

及 テ る と 於 」ー笠 ー - ー ーt zl j ] ーー告ーー す

ぴ ブ 場 云 い 町 、'. .- ' •• .•••• • ....- .，. .  .._..... .... ........ ..  .. ..-.. リ 山 . ... " " . '  も

! 未 ン 合 へ て 第 間 十 五 附

ｬ とス ‘よ ｴｦｾ

接 王t ＿ｊｾう四 従

す m 問 。十 分 も 然 構 か ILi J 誌 か い で た 程 十 代 早 うj(

る 台 十 七 に 床 し iiE 直 桂 つ く で あ る の 五 表 た i武

部 正 八 刷 注 及 か は 接 が ゐ の ゐ り 如 内 悩l 的 極 も

分 詰 闘 並 意 び か 案 に 壁 て 古n る (2) く で に な 類 多

κ : は び を 天 る 外 接 の ‘ くも1f t . . ( 1) は 示 例 の く

と 匂 コ に 梯 会 | ニ 聞 と 縦 一 而 聞 の び が ‘ さ で h 伎

の 2トン 第 は と 仕 効 し 商 か 杭 と (:l) 1(;( 前 れ あ の 用

停 活 ク 凶 ね 接 切 果 て の も が 云 が 恥 掌 て る の さ

十 ば す 壁 が ゐ み 各 五 へ 之 助i I亡 ゐ 。 内 れ

壁 特 l 八 渠 る と 多 な に k ｉＧｃるに ｔ 主主ｾる第でる
の 許 ト |訟| 外 部 雌 い い し の l食 o : ; 7 ( 的ぺ三 四 は 簡

...._ 69 -
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ＮＲＧＡＮｯぇ ＴＢ ｾ 匂Ｃ主

特

徴

が

あ

ら

は

れ

て

ゐ

る

。

Cb)  

井

構

ご' l I :

五且

=  
日

防

天

山

道

附

雄

六

拘

γー

ム

Z

J

a

q

 

-
{
何者ι

つ

胃

r

Jl CJ 首3

盆ｾ

第

四

七

九

闘

に

示

せ

る

は

木

誼

の

天

井

K

最

も

多

く

使

則

さ

れ

て

ゐ

る

簡

取

な

る

防

音

構

越

で

あ

る

。

第

五

十

刷

K

示

せ

る

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

構

池

、

並

び

に

ス

チ

ー

ル

梁

構

造

に

川

ひ

ら

れ

る

防

一

一

背

構

迭

で

あ

っ

て

、

梁

の

下

部

と

天

井

と

の

接

関

を

ば

フ

ェ

ル

ト

位

一

寸

の

柔

材

料

K

よ

り

剛

な

ら

ざ

る

様

K

取

倣

へ

ば

一

居

効

果

が

あ

る

と

考

へ

ら

れ

る

。

第

五

十

一

闘

及

び

五

十

二

闘

は

ス

チ

プ

ン

式

防

音

天

井

で

五

十

一

闘

は

木

迭

の

場

合

、

五

十

二

闘

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

構

逃

の

場

合

を

示

せ

る

も

の

で

あ

る

J

之

れ

は

吊

天

井

式

の

構

逃

と

な

っ

て

ゐ

る

、

床

と

天

井

の

接

織

が

組

め

て

柔

軟

で

あ

り

‘

殊

に

山

根

川

一担

問

に

到

す

る

防

備

は

非

常

に

有

効

で

あ

る

と

考

へ

( ホ世主 I昔J A' 念切馬主)

/ ・I j ヘヤーヲ U 寸 冷 迂，11] 防 水 執 砧・』

予ち昔壁鳩沌持 者 喧 株 主 fコ け け 破 }

スチフ・ルヰ ψ Ｂｾ

間レ』寸・四第

凶i¥. 十四当3

- 70 ー
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ι 二E 吾イト

予三 ｲ Ｍ ＱＧｾ包

ァ・ラ> ｾＭ

ｙｾ ｉ＠ヨ{気5

同九寸ー四第

天 # 槽 進

::1> 7少 ト• .ll.， . 事ザ天*t

F方昔

? 方音えヰヰ麓進 f本 t 主買呼 J

「ｾメ沌 ｊｾ 1  ｾ干
f盆一品弓膏叫血革担帯凶器国雌汽醇F Z四国同喝官園田『

正府が忽加- 必針F 噌骨取王

ヰh攻P-"""-. . . A A 一
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二ア ー Ｍ Ｗｌ ーヤ フ ｾ ］ ｦＺ Ｗ … ど

ｆ 歩本 向晶画 ｦｾＧｊ

書3 Ii' :i l  十五:

ＱｾｾｊｾＧ ｸｊ￡＠

Ｋ守 ［Ｎ ｾト ν

，'A車、ーナ 7'"吋 l

p t ，j ( 閣も布

局面，t J t H. /

V方 昔 点 椅 注

圭 シ9・ー

ヲ ，7 リート

51: :" 2 "  

、ーネ金古手

キ事ちz

e
c

 

-

-

t

 

B

a

 

i

'

 

t

'

 

一
-

一
-

e

，

，一
A

V

a

-

-
-
-
』

一。

.

一昨

7

e

a

・

p

-

明

Z

e

a
-

-

z

e

 

:

 

-
-
w

a-

-

R
~

・

i

 

r

三

内

-

I

I

F

・

2

4

 

一

~

『

'

a
e

e-

e
a-

-

ら

れ

る
。

総

て

コ

ン

ク

リ

ー

ト

構

造

の

場

合

に

は

、

山

本

也

の

も

の

に

比

し

て

安

中

品

目

に

釘

し

て

は

越

品

目

家

は

大

き

い

が

神

一汗

に

到

し

て

は

小

で

あ

る

放

に

そ

の

構

也

法

に

封

し

て

は

特

殊

の

注

意

を

要

す

る

次

第

で

あ

る
。

十ヨミー第

Cc)  

防

音

床

構

造

第

百

一

十

三

附

に

一
不

せ

ーー・71 ・ー

回
寸4

五費t
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る

は

木

造

及

び

コ

ン

ク

リ

ー

ト

床

K

於

け

る

防

法

円

柿

逝

と

し

て
、

簡

m

k
し

て

待

易

・

な

る

橋

治

法

で

あ

る

。

前

掲

の

第

五

十

闘

に

示

せ

る

も

の

も

コ

ン

ク

リ

ー

ト

昨

に

使

用

さ

れ

る

簡

単

友

る

締

結

法

と

云

へ

ょ

う

。

総

て

床

の

防

記

円

柿

迭

と

し

て

は

響

音

に

到

す

る

遮

脅

構

造

が

主

鴨

と

な

る

。

第

五

十

四

凶

並

び

に

第

五

十

五

同

は

ス

チ

プ

ン

式

床

拙

明

治

で

、

第

五

十

四

闘

は

表

面

が

木

迭

の

場

合

で

、

第

五

十

五

同

は

タ

イ

ル

叉

は

石

仕

上

げ

の

時

の

構

治

法

で

あ

る

。

1r. ¥1 "q ぁ:安5

ーノ
ヨ

u

f

、

第

五

十

六

闘

に

示

せ

る

は

防

背

院

と

し

て

市

容

に

質

問

さ

れ

て

ゐ

る

ア

メ

リ

カ

の

ト

リ

マ

ン

ト

型

叶

ユ

ヨ

o

z
ロ門

的

O

Z

口

弘

廿

5

0

同

口

0

0

円

の

も

の

で

、

第

五

十

七

聞

に

示

せ

る

は

同

校

に

エ

パ

ン

ス

ト

ン

型

何

〈山

口

出
円
。
ロ

m

o

z

E

勺

「

0

0

内

口

0

2

の

防

音

扉

の

構

造

を

示

せ

る

も

の

で

あ

る

。

別

に

凶

は

摘

げ

友

い

が

之

と

類

似

の

1' - 3 " 主永桟韮ー

泊町一

."  l川ー有ヨヨー

防

=  
日

構

ご止

ス旦

扉

アR I 門 O U Nア ア 片 岸 .

i壁土

桟 借 金i

悶五釘3

ーー 72 
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(λ 〉|筒1ーヒヨ正第

づき

:iJ.. 

構

造

で

我

園

で

は

詫

野

物

産

の

洩

肘

式

防

甘

一

艇

が

あ

る

ο

何

れ

も

越

背

構

造

と

し

て

は

よ

く

官

験

理

論

の

長

を

採

り

、

隙

間

に

針

し

て

の

特

殊

銭

世

に

特

長

が

あ

る

様

で

あ

る

。

( e )  

機

械

類

の

防

音

装

置

機

械

の

騒

音

に

は

挫

け

得

る

も

の

と

挫

け

得

ら

れ

ぬ

も

の

と

が

あ

る

。

機

械

の

設

計

上

避

け

得

る

騒

-
Z

円

に

釘

し

て

は

夫

k

専

門

家

の

乎

を

知

ら

は

さ

ね

ば

友

ら

な

い

け

れ

ど

も

‘

一

旦

張

生

せ

ら

れ

た

音

を

如

何

に

し

て

防

ぐ

か

は

相

首

の

難

事

で

る

る

。

現

在

主

と

し

て

用

ひ

ら

れ

る

方

法

は

機

械

類

の

県

礎

を

絶

叫

制

す

る

方

法

に

よ

っ

て

、

振

動

が

他

に

停

は

る

の

を

防

ぐ

も

の

が

多

い

。

第

五

十

八

阿

に

示

せ

る

も

の

は

ス

チ

プ

ン

式

の

モ

ー

タ

ー

諒

の

辿

一育

構

泊

で

あ

っ

て

、

第

五

十

九

嗣

に

示

せ

る

コ

1

7

ン

ド

合

世

間

2

P
ロ

仏

門

O

B
官

ロ

て

の

モ

ー

タ

ー

類

の

底

部

を

支

へ

る

振

動

防

止

援

置

と

同

様

に

ス

プ

リ

ン

グ

を

佐

用

せ

る

も

の

で

あ

る

。

そ

の

他

に

/ 宮寺'f7 ｦｊｴ ｾ 行 ￡ｬ Ｎ

( R)  間七
寸4

3i  

コ

ル

ク

等

の

材

料

を

川

ふ

る

例

と

し

て

は

第

六

十

刷

、

第

六

十

一

回

、

第

六

十

ニ

園

の

方

法

が

あ

る

。

第

六

十

二

川

の

も

の

は

第

冗

十

九

州

の

も

の

と

類

似

の

構

造

を

有

し

て

ゐ

て
、

ス

プ

リ

ン

グ

佐

川

ふ

る

か

フ

ェ

ル

ト

を

川

ふ

る

か

が

異

な

っ

て

ゐ

る

の

み

で

あ

る

。

結

以

上

十

二

回

に

百

一

っ

て

永

々

と

芳

明

に

就

い

て

詑

辿

し

た

が

‘

一

先

づ

此

鹿

で

終

結

を

牛

肉

ぐ

る

と

と

と

す

る

。

間

々

の

市

献

か

ら

極

め

て

簡

略

に

記

し

た

部

分

や

又

は

書

き

洩

ら

し

た

部

分

に

就

い

て

は

他

の
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